
は
じ
め
に

こ
の
現
状
記
録
は
、
東
京
大
学
日
本
史
学
研
究
室
吉
田
研
究
室
に
お
い
て
実
施

し
た
、
旧
近
江
国
野
洲
郡
大
篠
原
村
（
現
・
滋
賀
県
野
洲
市
大
篠
原
）
小
澤
家
文

書
に
関
す
る
調
査
の
成
果
物
と
し
て
取
り
ま
と
め
る
も
の
で
あ
る
。
小
澤
家
は
、

同
地
域
き
っ
て
の
旧
家
で
あ
り
、
相
当
量
の
古
文
書
を
残
さ
れ
て
き
た
。
一
九
九

六
年
に
御
当
主
の
小
澤
七
兵
衛
氏
が
日
本
史
学
研
究
室
を
訪
問
さ
れ
、
同
家
に
多

数
伝
来
す
る
古
文
書
の
調
査
を
依
頼
さ
れ
た
。
そ
こ
で
同
年
秋
か
ら
二
〇
〇
一
年

二
月
に
か
け
て
、
吉
田
研
究
室
に
よ
り
五
次
に
及
ぶ
現
状
記
録
調
査
を
同
家
に
お

い
て
実
施
し
、
そ
の
後
二
〇
〇
七
年
九
月
に
若
干
の
補
足
調
査
を
行
い
、
よ
う
や

く
史
料
細
胞
現
状
記
録
の
完
了
に
至
っ
た
も
の
で
あ
る
。

六
次
に
わ
た
っ
た
現
地
で
の
調
査
日
程
と
参
加
者
は
以
下
の
よ
う
で
あ
る
。

第
一
次
調
査：

一
九
九
六
年
一
一
月
一
日
〜
四
日

榎
本
渉
、
川
本
慎
自
、
田
中
麻
子
、
中
網
栄
美
子
、
永
原
健
彦
、
朴
澤
直
秀
、
牧

原
成
征
、
横
山
百
合
子
、
吉
田
伸
之
、
古
川
与
志
継

第
二
次
調
査：

一
九
九
七
年
五
月
三
〇
日
〜
六
月
一
日

伊
藤
剛
、
川
勝
守
生
、
金
孝
宣
、
蕭
燦
堂
、
多
和
田
雅
保
、
冨
善
一
敏
、
戸
森
麻

衣
子
、
日
暮
義
晃
、
朴
澤
直
秀
、
牧
原
成
征
、
吉
田
伸
之
、
吉
田
ゆ
り
子
、
古
川

与
志
継

第
三
次
調
査：

一
九
九
九
年
二
月
二
三
日
〜
二
月
二
五
日

上
田
純
子
、
海
原
亮
、
川
勝
守
生
、
木
村
直
樹
、
竹
ノ
内
雅
人
、
多
和
田
雅
保
、

戸
井
田
祐
、
戸
森
麻
衣
子
、
永
原
健
彦
、
朴
澤
直
秀
、
牧
原
成
征
、
山
田
理
恵
、

古
川
与
志
継

第
四
次
調
査：
二
〇
〇
〇
年
二
月
一
八
日
〜
二
月
二
〇
日

海
原
亮
、
川
勝
守
生
、
小
林
聖
夫
、
城
下
賢
一
、
竹
ノ
内
雅
人
、
朴
澤
直
秀
、
牧

近
江
国
野
洲
郡
大
篠
原
村
小
澤
家
文
書
史
料
細
胞
現
状
記
録
（
一
）

（
解
説
）
戸
森

麻
衣
子

東
京
大
学
日
本
史
学
研
究
室
紀
要

第
十
二
号

二
〇
〇
八
年
三
月
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原
成
征
、
横
山
百
合
子
、
小
林
紀
子
、
吉
田
伸
之
、
古
川
与
志
継

第
五
次
調
査：

二
〇
〇
一
年
二
月
二
八
日
〜
三
月
二
日

荒
木
裕
行
、
海
原
亮
、
崔
恩
碩
、
城
下
賢
一
、
竹
ノ
内
雅
人
、
戸
森
麻
衣
子
、
永

原
健
彦
、
中
間
憲
太
郎
、
平
田
晋
作
、
藤
田
雅
子
、
前
澤
健
、
牧
原
成
征
、
松
澤

裕
作
、
村
和
明
、
吉
田
伸
之
、
古
川
与
志
継

第
六
次
調
査：

二
〇
〇
七
年
九
月
二
七
日
〜
二
八
日

坂
本
広
徳
、
戸
森
麻
衣
子
、
村
和
明
、
安
田
智
昭
、
吉
田
伸
之
、
古
川
与
志
継

�
�
現
状
記
録
に
つ
い
て

一
�
伝
来
状
況
の
概
要

ａ
�
小
澤
家
文
書
の
概
要
な
ら
び
に
特
徴

本
文
書
群
は
、
近
世
中
期
か
ら
大
正
・
昭
和
期
に
か
け
て
年
代
分
布
す
る
、
小

澤
家
の
家
や
経
営
の
記
録
を
中
心
と
す
る
文
書
群
で
あ
る
。

小
澤
家
は
一
貫
し
て
近
江
国
野
洲
郡
大
篠
原
村
を
本
拠
と
す
る
旧
家
で
あ
る
が
、

近
世
中
後
期
に
下
野
国
に
出
店
を
持
つ
近
江
商
人
と
し
て
の
履
歴
を
有
す
る
こ
と

か
ら
、
文
書
群
は
多
元
的
な
組
織
構
造
を
示
す
。

近
江
商
人
と
し
て
の
活
動
な
ら
び
に
、
近
江
商
人
と
し
て
の
活
動
か
ら
派
生
し

て
形
成
さ
れ
た
幕
藩
領
主
と
の
関
係
に
、
近
世
に
お
け
る
小
澤
家
の
特
徴
を
見
る

こ
と
が
で
き
る
。
小
澤
家
は
下
野
・
近
江
国
両
地
に
お
い
て
御
用
達
と
し
て
領
主

財
政
に
関
与
し
、
し
か
も
、
そ
の
御
用
達
と
し
て
の
活
動
が
翻
っ
て
小
澤
家
の
経

営
動
向
を
大
き
く
左
右
す
る
面
を
有
し
た
。
下
野
国
で
の
領
主
谷
田
部
藩
、
近
江

国
で
の
領
主
仁
正
寺
藩
と
も
に
石
高
二
万
石
未
満
の
小
藩
で
あ
り
、
こ
の
よ
う
な

小
藩
の
領
内
で
活
動
す
る
近
江
商
人
が
領
主
と
の
関
係
を
ど
の
よ
う
に
構
築
せ
ざ

る
を
え
な
か
っ
た
の
か
、
そ
の
実
状
を
如
実
に
示
す
文
書
が
多
数
含
ま
れ
て
い
る
。

一
方
で
小
澤
家
は
、
大
篠
原
村
の
草
分
け
百
姓
の
一
つ
と
し
て
、
寺
社
な
ど
村

落
共
同
体
の
運
営
・
維
持
に
か
か
る
組
織
に
お
い
て
中
心
的
な
役
割
を
担
っ
て
お

り
、
本
文
書
群
か
ら
同
村
に
お
け
る
村
落
共
同
体
と
村
の
成
員
の
関
係
の
あ
り
よ

う
に
つ
い
て
知
り
う
る
の
み
な
ら
ず
、
村
落
共
同
体
と
近
江
商
人
本
宅
の
関
係
と

い
う
論
点
に
つ
い
て
も
考
察
し
う
る
史
料
と
な
っ
て
い
る
。

小
澤
家
は
、
幕
末
期
か
ら
生
業
の
中
核
を
地
主
・
金
融
業
に
据
え
て
お
り
、
そ

の
各
種
帳
簿
は
あ
ら
か
た
ま
と
ま
っ
て
伝
来
し
て
い
る
。
近
江
国
地
域
に
お
け
る

中
規
模
地
主
層
の
、
近
世
か
ら
近
代
へ
の
移
行
の
状
況
を
よ
く
示
す
文
書
群
の
ひ

と
つ
と
な
っ
て
い
る
と
い
え
よ
う
。
日
本
各
地
に
大
店
を
展
開
す
る
著
名
な
近
江

商
人
と
の
資
金
融
通
で
の
関
係
や
、
中
世
以
来
の
歴
史
を
誇
る
権
門
寺
院
で
あ
る

芦
浦
観
音
寺
と
の
質
地
関
係
な
ど
、
金
融
面
を
み
て
も
近
江
国
の
地
域
性
に
由
来

す
る
特
徴
を
う
か
が
う
こ
と
が
で
き
る
。

近
代
に
小
澤
家
は
、
近
代
的
会
社
組
織
へ
の
展
開
を
は
か
る
地
域
豪
農
商
と
手

を
組
み
、
会
社
の
創
業
・
組
織
化
に
お
い
て
主
導
的
役
割
を
果
た
し
て
お
り
、
こ

う
し
た
勃
興
期
の
企
業
家
の
活
動
を
知
る
こ
と
の
で
き
る
好
史
料
の
ひ
と
つ
と
も

い
え
る
。

ｂ
�
小
澤
家
文
書
の
年
代
範
囲

享
保
四
年
（
一
七
一
九
）
―
昭
和
三
四
年
（
一
九
五
九
）
の
範
囲
で
分
布
す
る
。

ｃ
�
全
体
数
量

目
録
件
数
四
二
八
五
件
。
史
料
細
胞
一
点
ご
と
に
分
け
て
目
録
を
作
成
し
て
い

な
い
一
括
文
書
が
多
数
あ
る
の
で
、
実
数
は
こ
れ
を
大
き
く
上
回
る
。
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ｄ
�
史
料
の
状
態

史
料
状
態
は
大
方
良
好
で
あ
る
が
、
組
織
単
位
「
米
」
に
や
や
虫
損
・
破
損
文

書
が
目
立
つ
。

二
�
史
料
調
査
の
方
法

小
澤
家
は
江
戸
時
代
よ
り
大
き
な
災
害
に
遭
っ
て
お
ら
ず
、
幕
末
期
か
ら
昭
和

期
に
か
け
て
新
改
築
を
重
ね
て
き
た
小
澤
家
屋
敷
内
の
母
屋
・
文
庫
蔵
・
新
蔵
・

米
蔵
の
各
所
に
江
戸
時
代
以
来
の
文
書
を
保
管
し
て
き
た
。
こ
う
し
た
文
書
の
現

秩
序
を
反
映
さ
せ
る
た
め
に
、
保
管
場
所
を
示
す
組
織
単
位
記
号
（
金
・
文
・

母
・
新
・
米
）
を
文
書
番
号
の
頭
部
に
用
い
る
こ
と
に
し
た
。
土
蔵
内
に
お
い
て

古
文
書
類
は
、
長
持
や
箪
笥
、
柳
行
李
な
ど
の
収
納
容
器
に
入
れ
ら
れ
て
保
管
さ

れ
て
い
た
。
こ
う
し
た
収
容
容
器
ご
と
に
さ
ら
に
下
位
の
組
織
番
号
を
与
え
た
が
、

こ
れ
は
任
意
に
与
え
た
も
の
で
、
な
ん
ら
か
の
原
則
に
拠
っ
た
番
号
で
は
な
い
。

な
お
、
次
頁
【
表
１
】
に
文
書
収
容
容
器
目
録
を
示
す
。
ビ
デ
オ
録
画
や
ス
ケ
ッ

チ
を
伴
う
詳
細
な
史
料
組
織
現
状
記
録
は
、
文
書
収
容
容
器
単
位
以
下
に
つ
い
て

実
施
し
、
文
書
一
点
ご
と
の
識
別
番
号
を
確
定
し
た
。

史
料
調
査
の
手
順
と
し
て
は
、
文
書
収
容
容
器
ご
と
の
史
料
組
織
現
状
記
録
作

成
の
の
ち
、
史
料
細
胞
一
点
ご
と
の
目
録
を
採
取
す
る
こ
と
に
し
た
。
し
か
し
、

所
蔵
者
宅
に
お
け
る
調
査
で
時
間
が
限
ら
れ
て
お
り
、
悉
皆
調
査
は
難
し
か
っ
た

の
で
、
い
く
つ
か
優
先
事
項
を
設
け
て
目
録
採
取
を
実
施
し
た
。
近
世
な
ら
び
に

明
治
期
の
史
料
を
優
先
し
て
目
録
採
取
し
た
点
、
近
代
の
領
収
書
や
書
状
類
の
束

は
時
間
的
制
約
か
ら
そ
の
解
体
を
保
留
し
た
点
な
ど
で
あ
る
。
大
正
期
以
降
の
文

書
に
は
現
当
主
や
大
篠
原
地
区
の
現
在
の
生
活
に
直
接
関
わ
る
文
書
も
含
ま
れ
る

た
め
、
目
録
採
取
を
保
留
し
た
ほ
う
が
よ
い
の
で
は
な
い
か
と
い
う
判
断
も
あ
っ

た
。

な
お
史
料
細
胞
一
点
ご
と
の
情
報
に
つ
い
て
で
あ
る
が
、
で
き
る
だ
け
記
述
の

統
一
に
努
め
た
も
の
の
、
多
人
数
参
加
の
現
地
調
査
で
あ
る
た
め
に
精
粗
バ
ラ
つ

き
の
あ
る
こ
と
は
寛
恕
さ
れ
た
い
。

�
�
小
澤
家
な
ら
び
に
小
澤
家
の
属
し
た
各
組
織
の
歴
史

本
史
料
群
は
、
小
澤
家
の
家
と
経
営
の
歴
史
の
証
拠
書
類
で
あ
る
と
同
時
に
、

小
澤
家
が
そ
の
活
動
を
展
開
し
た
近
江
国
野
洲
郡
大
篠
原
村
な
ら
び
に
下
野
国
芳

賀
郡
茂
木
の
歴
史
の
一
節
を
語
る
文
書
群
で
も
あ
る
。
そ
こ
で
、
本
史
料
群
の
内

容
を
理
解
す
る
た
め
の
手
が
か
り
と
し
て
、
一
�
小
澤
家
の
歴
史
、
二
�
近
世
茂

木
の
歴
史
、
三
�
大
篠
原
村
の
歴
史
、
と
各
々
の
履
歴
を
解
説
し
、
若
干
の
論
点

を
示
し
た
い
。

一
�
小
澤
家
の
歴
史

小
澤
家
所
蔵
の
系
図
に
よ
る
と
、
祖
先
は
中
世
に
武
蔵
国
秩
父
に
住
ん
で
い
た

が
、
そ
の
子
孫
小
澤
六
郎
三
郎
重
宗
は
織
田
信
長
に
仕
え
て
尾
張
国
に
住
し
、
の

ち
近
江
国
安
土
に
移
り
、
天
正
一
〇
年
（
一
五
八
二
）、
主
君
信
長
と
と
も
に
本

能
寺
の
変
で
討
ち
死
に
し
た
と
い
う
。
重
宗
の
子
重
正
が
父
の
死
後
誰
に
仕
え
、

な
ぜ
浪
人
と
な
っ
た
か
は
明
ら
か
で
な
い
が
、
元
和
二
年
（
一
六
一
六
）、
京
都

所
司
代
板
倉
伊
賀
守
勝
重
の
命
に
よ
り
諸
浪
人
追
払
い
が
行
わ
れ
た
た
め
に
当
時

居
た
京
都
か
ら
逃
れ
、
翌
元
和
三
年
、
重
正
は
現
在
小
澤
家
の
あ
る
近
江
国
篠
原

村
に
落
ち
着
く
こ
と
に
な
っ
た
。
こ
の
二
代
重
正
か
ら
五
代
小
澤
與
左
衛
門
政
昌

ま
で
小
澤
家
が
近
江
国
で
ど
の
よ
う
に
暮
ら
し
て
い
た
か
を
示
す
文
書
は
小
澤
家

文
書
中
に
ほ
と
ん
ど
な
く
、
判
然
と
し
な
い
。
六
代
小
澤
六
左
衛
門
政
次
の
代
に

な
る
と
、
政
次
は
近
江
国
に
所
持
し
て
い
た
田
畑
を
弟
に
預
け
、
貞
享
年
間
（
一
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表１ 小澤家文書収容容器目録

備 考

上書「御書付 小沢七兵衛」

引き出し２つ付き

「…嶋帳東組」

箱底内側に墨書「天印内 小沢氏」
漆塗木箱の上に新聞紙を貼り、更に渋紙を貼る

上面に穴が開いている

内部三段
前面に「皇朝史略」と書かれた紙貼付
前面に「四書五経 織田軍記二十三巻」とあり
前面に「…四十巻」とあり
前面に「難波軍記…」とあり
前面に「甲陽軍艦…」「六」と箱入り文書リストあり
前面に「七」とあり

前面に「九」とあり
横に「和古漢□ 万宝書」とあり

まわりに渋紙貼り付け

サイズ（単位mm）

３８０×１０８×１０７
２６０×７０×９０
３９０×１４６×９３
４００×８０×８０

４４０×３００×１４０
３６０×２７５×１００
３１０×５００×３２０
４１３×３１４×８４
５２０×３３５×２１０
４６０×３２０×１８０
４７０×３１５×１９０
４５０×３８５×１３０
５００×３３０×２２０
４６０×２５５×３００
５３０×２６５×３６５
５３０×２６０×３６５
３１５×３２５×１００
３７５×２４５×２３６
３４４×２４５×２３６
２３０×３０８×６６０
２３０×３０８×６６０
２３０×３０８×６５０
２３０×３０８×６５０
２３０×３０８×６５０
２２６×３１５×６６４
２２６×３１５×６６４
２３０×３１８×６００

２００×１４５×１８５
２４０×１９０×４２０
５３０×５４０×３１０
３００×５４７×２２０
３０７×５２５×１９８
４２０×６４０×４７５
５８５×４４０×２８７
２９９×４５２×１９３
７９３×４３１×４３２
７９５×３８０×２９９
５９０×３３０×２４０
６４０×２９０×２９０
８８０×３７０×３９０
６００×４３０×３２０
３２０×４００×１３０
５１０×４４０×３００
５４０×２６０×１３０
直径４９０×高さ６００

容器素材・形状

木製箱
箱
箱
木箱
木箱
柳行李
柳行李
木箱
箱
木箱
（巻子）
ボール箱
缶箱
行李
渋紙貼り付け漆塗り木箱
蓋（金具つき）付き木箱
蓋（金具つき）付き木箱
蓋（金具つき）付き木箱
箱
蓋（金具つき）付き木箱
ダンボール箱
箱
箱
箱
帳箱
帳箱
木箱
木箱
木箱
木箱
木箱
赤漆塗り箱
赤漆塗り箱
木箱
木箱
木箱
木箱
ダンボール箱
ダンボール箱
行李
ダンボール箱
蓋なしの木箱
蓋付き木箱
ブリキの衣装箱
ダンボール箱
木箱
木箱
木箱
木箱
木箱
木箱
木箱
丸桶

容器番号

金１
金２
金３
金４
文０
文１
文２
文３
文４
文５
文６
古１
古２
母１
母２
母３
母４
母５
母６
母７
新１－１
新１－２
新１－３
新１－４
新１－５
新１－６
新２－１
新２－２
新２－３
新２－４
新２－５
新２－６
新２－７
新２－８
新２－９
新２－１０
新２－１１
米１
米２
米３
米４
米５
米６
米７
米８
米９
米１０
米１１
米１２
米１３
米１４
米１５
米１６
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六
八
四
〜
一
六

八
八
）、
辻
村

の
田
中
與
惣
右

衛
門
の
縁
を

頼
っ
て
下
野
国

宇
都
宮
へ
行
く
。

辻
村
は
、
三
上

山
と
野
洲
川
の

南
、
現
栗
東
市

に
位
置
す
る
村

で
あ
る
。
正
徳

二
年
（
一
七
一

二
）
に
は
宇
都

宮
に
定
住
す
る

よ
う
に
な
る
。

の
ち
享
保
四
年

（
一
七
一
九
）

正
月
、
宇
都
宮

の
東
方
約
三
〇

キ
ロ
に
位
置
す

る
下
野
国
芳
賀

郡
茂
木
に
移
り
、

茂
木
に
屋
号
釜

屋
と
称
す
る
店

を
開
い
た
。

六
左
衛
門
政
次
が
下
野
国
に
移
っ
た
経
緯
に
つ
い
て
系
図
に
は
ご
く
簡
素
に
し

か
書
か
れ
て
い
な
い
が
推
測
す
る
と
、
寛
文
五
年
（
一
六
六
五
）
生
ま
れ
の
六
代

小
澤
六
左
衛
門
は
二
一
歳
で
宇
都
宮
に
あ
る
田
中
氏
の
店
の
奉
公
人
と
な
り
、
次

第
に
才
覚
を
現
す
よ
う
に
な
っ
て
つ
い
に
は
支
配
人
ま
で
登
り
詰
め
、
そ
の
の
ち

四
八
歳
の
時
、
主
人
よ
り
別
家
を
許
さ
れ
て
独
立
、
宇
都
宮
に
本
格
的
に
住
ま
い

を
移
す
こ
と
に
な
り
、
さ
ら
に
五
五
歳
で
商
機
を
見
込
ん
で
茂
木
に
移
り
、
新
た

な
店
を
興
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
享
保
四
年
に
釜
屋
七
兵
衛
が
茂
木
の
家
屋

敷
を
買
得
し
た
証
文
が
残
っ
て
お
り
（
金
４
―
１４
）、
こ
れ
が
最
初
の
店
舗
地
取

得
で
あ
っ
た
と
推
測
さ
れ
る
。

上
村
雅
洋
氏
が
著
書
『
近
江
商
人
の
経
営
史
』（
清
文
堂
、
二
〇
〇
〇
年
）
で

示
し
た
近
江
商
人
の
ラ
イ
フ
サ
イ
ク
ル
に
よ
る
と
、
東
北
や
関
東
な
ど
近
江
国
以

外
の
遠
隔
地
に
出
店
を
有
し
た
近
江
商
人
の
場
合
、
そ
の
店
員
の
大
多
数
は
近
江

国
の
本
宅
周
辺
地
域
に
生
ま
れ
た
者
か
ら
雇
用
さ
れ
、
年
齢
は
一
〇
代
前
半
で
入

店
さ
せ
ら
れ
た
。
店
員
は
入
店
し
て
数
年
は
本
宅
や
畿
内
の
店
舗
で
商
人
と
し
て

の
基
礎
が
叩
き
込
ま
れ
、
そ
の
の
ち
地
方
の
支
店
に
派
遣
さ
れ
、
二
〇
年
ほ
ど
勤

続
し
て
大
体
三
〇
歳
か
ら
三
五
歳
頃
に
手
代
か
ら
支
配
人
の
地
位
に
つ
く
。
支
配

人
と
な
っ
て
五
年
ほ
ど
経
つ
と
別
家
を
認
め
ら
れ
、
世
帯
を
持
つ
こ
と
や
自
分
家

業
を
営
む
こ
と
が
認
め
ら
れ
た
と
い
う
。
店
に
よ
っ
て
シ
ス
テ
ム
は
異
な
る
の
で

一
概
に
は
言
え
な
い
よ
う
だ
が
、
お
お
よ
そ
こ
の
よ
う
に
し
て
近
江
商
人
は
成
長

し
て
い
く
の
で
あ
り
、
小
澤
六
左
衛
門
政
次
も
同
様
の
プ
ロ
セ
ス
を
辿
っ
た
の
で

は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。

茂
木
に
開
か
れ
た
小
澤
家
の
商
店
釜
屋
で
あ
る
が
、
釜
屋
の
屋
号
は
、
六
代
小

澤
六
左
衛
門
が
頼
っ
た
田
中
与
惣
右
衛
門
の
出
身
地
辻
村
が
釜
・
鍋
等
の
有
名
な

生
産
地
だ
っ
た
こ
と
に
由
来
し
て
い
る
と
い
う
（『
野
洲
町
史
』）。
ま
た
、
代
々

の
通
称
七
兵
衛
の
「
七
」
が
示
す
よ
う
に
、
釜
屋
は
七
つ
の
商
売
を
営
ん
で
い
た

表２ 小澤家歴代当主

先代との関係

初代重宗子

２代重正子

３代正秀子

３代正秀子

４代正照子

養子（４代正照五男）

７代正信子

養子（７代正信二男の子）

９代正義子

１０代正美子

養子（川田村井口家出身）

１２代生美子

１３代政美子

１４代寅次郎子

没 年

天正１０年６月２日

寛永２年１０月７日

万治２年９月２１日

元禄１３年１１月１４日

享保４年１０月２７日

元文４年３月７日

延享４年１１月３日

寛政３年１２月１５日

文政５年閏正月９日

慶応元年５月１８日

天保５年３月２２日

明治２７年１０月２２日

大正１４年１１月２４日

昭和１９年２月２８日

昭和１９年８月１８日

通 称

六郎三郎

六郎左衛門

六郎右衛門

與三二郎

與左衛門

七兵衛・六左衛門

七兵衛・甚兵衛

七兵衛・六右衛門

七兵衛・六右衛門

七兵衛・六左衛門

鶴之助

七兵衛・六左衛門

七兵衛・寅吉

寅治郎

敏男

名 前（諱名）

小澤重宗

小澤重正

小澤正秀

小澤正照

小澤政昌

小澤政次

小澤正信

小澤正直

小澤正義

小澤正美

小澤正賢

小澤生美

小澤政美

小澤七兵衛

小澤七兵衛

小澤七兵衛（現当主）

初代

２代

３代

４代

５代

６代

７代

８代

９代

１０代

１１代

１２代

１３代

１４代

１５代

１６代
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と
さ
れ
る
。
正
確
な
年
代
は
明
ら
か
で
は
な
い
が
、
は
じ
め
釜
屋
は
醤
油
醸
造
や

油
・
釜
の
販
売
を
始
め
、
の
ち
、
米
穀
売
買
・
酒
造
・
味
噌
醸
造
・
質
金
融
・
札

差
業
な
ど
に
業
種
を
広
げ
て
い
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

茂
木
に
店
を
構
え
た
六
代
六
左
衛
門
政
次
は
生
涯
単
身
で
過
ご
し
た
が
、
そ
の

跡
を
継
い
だ
七
代
七
兵
衛
正
信
か
ら
は
、
他
の
近
江
商
人
と
同
様
、
大
篠
原
の
本

宅
に
家
族
を
住
ま
わ
せ
、
主
人
が
本
宅
と
茂
木
店
を
往
復
し
て
直
接
経
営
の
陣
頭

指
揮
を
揮
う
生
活
を
送
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
小
澤
家
の
夫
人
の
出
身
村
や
娘
の

嫁
ぎ
先
は
一
貫
し
て
近
江
国
野
洲
郡
周
辺
地
域
で
あ
る
。
し
か
し
、
小
澤
家
で
は

茂
木
に
曹
洞
宗
藤
縄
山
安
養
寺
を
再
建
し
、
こ
れ
を
菩
提
寺
と
し
て
い
る
。
安
養

寺
に
は
小
澤
家
の
墓
碑
が
数
基
現
存
し
て
い
る
が
、
一
方
で
大
篠
原
の
本
宅
に
は

菩
提
寺
浄
勝
寺
が
あ
り
、
何
ら
か
の
理
由
が
あ
っ
て
両
寺
に
帰
依
し
て
い
た
も
の

と
考
え
ら
れ
る
。

釜
屋
は
下
野
国
茂
木
に
最
初
の
店
を
構
え
、
の
ち
黒
羽
店
・
宇
都
宮
店
・
江
戸

小
網
町
店
と
関
東
に
お
け
る
店
舗
を
増
や
し
て
い
っ
た
。
黒
羽
の
出
店
は
黒
羽
向

町
に
あ
り
、
手
代
を
置
い
て
差
配
さ
せ
て
い
た
。
し
か
し
、
天
保
四
年
（
一
八
三

三
）
に
は
黒
羽
の
河
岸
積
問
屋
株
や
建
家

を
他
人
に
貸
し
て
お
り
、
黒
羽
店
の
経
営

か
ら
引
い
た
可
能
性
が
あ
る
（
文
１
―

７４
）。
後
述
す
る
よ
う
に
天
保
四
年
に
は

茂
木
で
町
中
騒
動
が
発
生
し
て
釜
屋
の
店

舗
が
被
害
を
受
け
た
こ
と
か
ら
経
営
の
縮

小
（「
店
仕
舞
」）
を
行
っ
て
お
り
、
こ
れ

と
連
動
す
る
動
き
と
見
ら
れ
る
。
な
お
、

宇
都
宮
・
江
戸
の
店
舗
に
つ
い
て
存
在
は

確
認
さ
れ
る
も
の
の
、
経
営
の
詳
細
は
判

明
し
な
い
。

小
澤
家
が
黒
羽
に
店
舗
を
設
け
た
の
は
、
茂
木
か
ら
の
商
品
輸
送
経
路
の
問
題

と
大
き
く
関
わ
っ
て
い
る
。
小
澤
家
が
茂
木
周
辺
で
集
荷
し
て
江
戸
に
送
る
荷
物

は
、
那
珂
川
舟
運
を
利
用
し
て
運
ば
れ
た
。
那
珂
川
か
ら
霞
ヶ
浦
・
利
根
川
を
経

由
し
、
江
戸
川
に
運
ぶ
ル
ー
ト
で
あ
る
。
江
戸
か
ら
茂
木
に
も
た
ら
さ
れ
る
商
品

荷
物
も
那
珂
川
の
河
岸
か
ら
上
げ
ら
れ
、
馬
で
茂
木
ま
で
運
ば
れ
た
。
し
か
し
、

小
澤
家
が
荷
主
と
し
て
送
っ
た
谷
田
部
藩
茂
木
領
蔵
米
の
輸
送
ル
ー
ト
を
仕
切
状

か
ら
確
認
す
る
と
、
那
珂
川
舟
運
の
み
で
な
く
鬼
怒
川
舟
運
も
利
用
さ
れ
て
い
る

こ
と
が
わ
か
る
。
こ
の
場
合
、
鬼
怒
川
の
中
里
河
岸
（
現
小
山
市
ヵ
）
ま
で
馬
背

に
積
ん
で
陸
路
を
輸
送
し
、
そ
こ
か
ら
舟
で
江
戸
ま
で
運
ぶ
と
い
う
ル
ー
ト
が
取

ら
れ
た
。
茂
木
か
ら
河
岸
ま
で
の
距
離
は
那
珂
川
河
岸
の
方
が
近
い
が
、
江
戸
ま

で
舟
で
運
ぶ
の
が
長
い
の
に
対
し
、
鬼
怒
川
の
河
岸
へ
は
陸
路
が
長
い
が
江
戸
ま

で
舟
が
早
く
到
着
す
る
と
い
う
相
違
が
あ
り
、
荷
物
の
内
容
や
用
件
で
両
河
川
を

使
い
分
け
た
と
考
え
ら
れ
る
。

小
澤
家
が
茂
木
に
定
着
し
、
近
江
商
人
と
し
て
頭
角
を
現
す
に
従
い
、
領
主
で

あ
る
谷
田
部
藩
（
茂
木
陣
屋
）
と
の
関
係
も
深
ま
っ
て
い
っ
た
。
小
澤
家
文
書
で

確
認
さ
れ
る
範
囲
で
言
え
ば
、
寛
政
一
二
年
（
一
八
〇
〇
）
に
小
澤
家
が
藩
に
金

子
五
〇
両
を
用
立
て
た
の
を
嚆
矢
と
し
、
釜
屋
は
藩
へ
多
額
の
金
子
を
用
立
て
る

よ
う
に
な
っ
て
い
る
。
文
化
四
年
（
一
八
〇
七
）
に
発
生
し
た
茂
木
領
一
揆
は
、

茂
木
領
の
年
貢
を
引
き
当
て
に
大
坂
の
商
人
鴻
池
五
兵
衛
か
ら
借
金
を
す
る
方
針

を
示
し
た
藩
に
対
し
、
年
貢
の
取
立
て
が
厳
し
く
な
る
こ
と
を
恐
れ
た
百
姓
ら
が

鴻
池
か
ら
の
借
金
を
中
止
す
る
こ
と
を
求
め
て
起
こ
し
た
も
の
で
、
百
姓
ら
は
大

坂
商
人
で
は
な
く
地
元
の
釜
屋
や
同
じ
く
近
江
商
人
の
栄
屋
か
ら
借
用
金
を
調
達

す
る
よ
う
藩
に
求
め
て
い
る
（『
茂
木
町
史
』）。
そ
の
結
果
、
釜
屋
七
兵
衛
は
茂

木
藩
御
勝
手
方
御
用
達
に
命
じ
ら
れ
、
藩
の
御
用
達
商
人
と
し
て
の
性
格
は
よ
り

写真１ 現在の茂木安養寺
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強
ま
っ
た
。
御
用
達
商
人
と
し
て
の
働
き
に
対
し
小
澤
家
は
、
道
中
帯
刀
御
免
・

扶
持
給
付
な
ど
の
特
権
を
与
え
ら
れ
、
茂
木
に
所
持
し
て
い
る
土
地
の
年
貢
・
諸

役
の
免
除
な
ど
も
受
け
て
い
る
。
小
澤
家
の
記
録
か
ら
見
る
限
り
、
安
政
四
年

（
一
八
五
七
）
ま
で
は
藩
に
対
す
る
献
金
が
続
け
ら
れ
て
い
た
こ
と
が
判
明
す
る
。

ま
た
谷
田
部
藩
の
ほ
か
に
、
芳
賀
郡
町
田
村
・
中
根
村
（
現
茂
木
町
域
）
に
知
行

所
を
有
す
る
旗
本
千
本
氏
と
の
金
融
を
通
じ
た
同
様
の
関
係
も
確
認
さ
れ
る
。

天
保
期
に
な
る
と
谷
田
部
藩
財
政
は
逼
迫
し
た
状
況
に
陥
っ
た
た
め
、
藩
医
中

村
元
順
は
尊
徳
仕
法
の
導
入
を
主
張
し
、
二
宮
尊
徳
の
指
導
の
も
と
谷
田
部
藩
で

は
天
保
六
年
（
一
八
三
五
）
か
ら
仕
法
が
実
施
さ
れ
た
。
元
順
は
名
前
を
勧
農
衛

（
か
の
え
）
と
改
め
、
仕
法
の
責
任
者
と
し
て
借
財
の
棒
引
き
、
無
利
子
返
済
な

ど
借
財
整
理
を
押
し
進
め
る
。
こ
の
と
き
釜
屋
七
兵
衛
（
小
澤
家
）
か
ら
の
藩
債

に
つ
い
て
も
二
千
両
を
越
え
る
多
額
の
棒
引
き
を
迫
り
、
釜
屋
は
余
儀
な
く
そ
れ

に
応
じ
て
い
る
。
勧
農
衛
は
ほ
か
に
、
荒
地
の
起
こ
し
返
し
や
用
水
普
請
な
ど
を

行
い
、
農
村
の
立
て
直
し
に
努
め
た
。
釜
屋
の
経
営
に
と
っ
て
谷
田
部
藩
に
対
す

る
貸
金
を
棒
引
き
せ
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
こ
と
は
痛
手
で
あ
っ
た
。
そ
れ
に
加
え

天
保
期
に
は
、
茂
木
町
内
で
打
ち
壊
し
事
件
が
発
生
し
た
。
天
保
四
年
（
一
八
三

三
）
は
凶
作
で
米
価
が
値
上
が
り
し
、
茂
木
周
辺
で
は
不
穏
な
動
き
が
続
い
て
い

た
。
そ
の
さ
な
か
の
八
月
の
夜
、
釜
屋
の
店
舗
に
村
人
が
や
っ
て
き
て
戸
を
破
り
、

品
物
を
壊
し
て
い
っ
た
。
こ
の
と
き
主
人
の
七
兵
衛
は
近
江
国
へ
帰
っ
て
い
て
留

守
だ
っ
た
。
そ
の
直
後
、
茂
木
藩
領
の
庄
屋
全
員
の
願
い
と
称
し
て
釜
屋
と
栄
屋

に
六
〇
〇
両
を
貸
し
て
も
ら
い
た
い
と
言
う
者
が
訪
れ
た
。
い
わ
ゆ
る
押
し
借
り

で
あ
る
。
押
し
借
り
は
阻
止
さ
れ
た
も
の
の
、
こ
の
よ
う
な
事
件
が
続
い
た
こ
と

も
あ
っ
て
、
小
澤
家
で
は
経
営
縮
小
ひ
い
て
は
下
野
国
か
ら
の
撤
退
を
考
え
る
よ

う
に
な
っ
た
と
み
ら
れ
る
。
十
代
七
兵
衛
正
美
は
、
十
一
代
正
賢
が
茂
木
で
天
保

五
年
に
亡
く
な
っ
た
の
ち
、
跡
を
継
い
だ
十
二
代
目
の
養
子
夫
婦
に
店
を
譲
っ
て

大
篠
原
村
に
移
る
。
養
子
の
十
二
代
六
左
衛
門
生
美
も
の
ち
番
頭
に
店
を
譲
っ
て

大
篠
原
に
移
る
。
茂
木
の
地
所
は
大
篠
原
へ
移
っ
た
後
も
そ
の
ま
ま
所
持
し
て
い

た
が
、
明
治
一
〇
年
（
一
八
七
七
）
に
多
く
を
売
却
処
分
し
て
小
澤
家
と
茂
木
の

関
係
は
離
れ
た
（
母
１
―
１８２
）。

近
江
国
に
戻
っ
て
か
ら
の
小
澤
家
は
、
引
き
続
き
醤
油
醸
造
な
ど
を
手
が
け
る

も
の
の
、
も
っ
ぱ
ら
土
地
経
営
・
金
融
を
家
業
と
し
た
。
土
地
は
質
地
金
融
の
担

保
と
し
た
も
の
が
流
れ
て
小
澤
家
の
所
持
地
と
な
っ
た
も
の
で
、
大
篠
原
村
近
隣

に
小
澤
家
の
小
作
地
が
展
開
し
て
い
た
。
ま
た
小
澤
家
は
、
茂
木
に
お
い
て
藩
へ

の
融
資
が
原
因
と
な
っ
て
経
営
に
痛
手
を
受
け
た
に
も
関
わ
ら
ず
、
大
篠
原
へ

戻
っ
た
後
は
、
大
篠
原
村
の
領
主
で
あ
る
仁
正
寺
藩
市
橋
家
に
対
し
多
額
の
融
資

を
行
い
、
茂
木
時
代
同
様
に
御
勝
手
方
と
し
て
藩
財
政
に
深
く
関
与
す
る
こ
と
に

な
る
。

仁
正
寺
藩
市
橋
家
は
元
和
六
年
（
一
六
二
〇
）
年
以
来
近
江
国
蒲
生
郡
仁
正
寺

に
陣
屋
を
置
く
一
万
七
千
石
の
大
名
で
、
領
知
は
近
江
国
蒲
生
郡
・
野
洲
郡
と
河

内
国
交
野
郡
と
に
与
え
ら
れ
て
い
た
。
文
久
二
年
（
一
八
六
二
）
に
は
仁
正
寺
の

地
名
を
西
大
路
と
改
め
、
西
大
路
藩
と
な
っ
て
い
る
。
小
藩
な
が
ら
一
貫
し
て
近

江
国
に
所
領
を
持
ち
続
け
た
た
め
、
領
知
村
々
と
の
関
係
は
密
着
し
た
も
の
で

あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

仁
正
寺
藩
御
勝
手
方
に
は
、
藩
領
内
に
本
宅
を
有
し
た
近
江
商
人
や
裕
福
な
庄

屋
ら
複
数
名
が
任
じ
ら
れ
た
。
御
勝
手
方
の
実
態
は
逼
迫
す
る
藩
財
政
を
賄
わ
せ

る
た
め
の
在
地
組
織
で
、
彼
ら
に
共
同
さ
せ
る
こ
と
で
藩
は
必
要
な
金
額
を
随
時

調
達
す
る
こ
と
が
で
き
た
と
い
え
る
。
明
治
維
新
段
階
で
御
勝
手
方
よ
り
藩
へ
の

貸
金
高
は
三
〇
〇
〇
両
以
上
に
も
上
り
（
文
１
―
１６５
・
１６６
）、
維
新
後
は
御
勝
手

方
が
協
力
し
て
藩
に
対
す
る
債
権
の
返
還
を
求
め
て
行
く
こ
と
に
な
る
。
藩
債
問

題
に
か
ら
み
小
澤
家
と
市
橋
家
な
ら
び
に
旧
家
臣
と
の
関
係
は
最
終
的
に
明
治
二
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〇
年
代
ま
で
続
い
て
い
る
。

近
江
国
に
お
け
る
幕
藩
領
主
と
小
澤
家
の
関
係
で
は
、
芦
浦
観
音
寺
と
の
そ
れ

も
注
目
さ
れ
る
。
芦
浦
観
音
寺
は
現
草
津
市
の
琵
琶
湖
畔
に
位
置
す
る
天
台
宗
寺

院
で
、
中
世
以
来
湖
上
交
通
に
関
与
、
豊
臣
政
権
期
に
は
数
万
石
の
領
知
を
持
ち
、

城
主
と
し
て
の
格
式
を
有
し
た
。
江
戸
時
代
前
期
に
は
近
江
・
大
和
国
の
郡
代
官
、

幕
領
代
官
や
船
奉
行
を
勤
め
た
。
し
か
し
、
近
世
後
期
に
は
五
〇
〇
石
程
の
寺
領

を
与
え
ら
れ
た
一
寺
院
領
主
で
し
か
な
く
、
観
音
寺
も
困
窮
に
陥
っ
て
い
た
よ
う

で
、
小
澤
家
で
は
観
音
寺
へ
多
額
の
金
融
を
行
っ
て
い
る
。
滞
っ
た
返
済
金
の
代

わ
り
と
し
て
観
音
寺
は
小
澤
家
に
書
画
工
芸
品
の
類
や
観
音
寺
寺
領
年
貢
米
を
渡

し
た
の
み
で
な
く
、
観
音
寺
領
の
土
地
領
有
そ
の
も
の
に
関
わ
る
権
利
を
小
澤
家

に
質
入
し
て
い
た
と
み
ら
れ
、
一
部
寺
領
百
姓
の
年
貢
米
は
自
動
的
に
小
澤
家
へ

納
め
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。

明
治
維
新
後
の
小
澤
家
は
、
地
主
経
営
・
小
作
米
の
売
買
な
ら
び
に
金
融
、
会

社
経
営
へ
の
参
画
を
中
心
に
活
動
し
た
。
そ
の
な
か
で
十
三
代
七
兵
衛
政
美
は
銀

行
や
会
社
の
設
立
に
参
加
し
て
頭
取
や
役
員
を
勤
め
た
企
業
家
で
も
あ
っ
た
。
十

三
代
政
美
は
文
久
三
年
（
一
八
六
三
）
に

大
篠
原
に
生
ま
れ
、
明
治
六
年
（
一
八
七

三
）
に
京
都
に
出
て
学
問
を
学
び
、
以
来
、

江
頭
農
産
銀
行
頭
取
、
近
江
帆
布
株
式
会

社
取
締
役
、
日
本
製
麻
株
式
会
社
取
締
役
、

同
社
後
継
の
帝
国
製
麻
株
式
会
社
監
査
役
、

滋
賀
県
農
工
銀
行
監
査
役
を
勤
め
た
。
こ

れ
ら
の
役
職
に
は
殆
ど
会
社
の
創
立
以
来

ず
っ
と
就
い
て
い
る
。
ま
た
、
江
戸
時
代

に
は
近
江
商
人
と
し
て
本
宅
と
茂
木
を
往

復
す
る
生
活
で
あ
っ
た
た
め
勤
め
な
か
っ
た
村
の
公
職
に
も
明
治
期
に
は
就
い
て

い
る
。
例
え
ば
、
明
治
三
〇
年
〜
明
治
四
二
年
（
一
八
九
七
〜
一
九
〇
九
）、
昭

和
一
二
年
〜
昭
和
一
五
年
（
一
九
三
七
〜
四
〇
）
の
期
間
に
は
、
明
治
二
二
年
ま

で
あ
っ
た
大
篠
原
村
・
小
堤
村
・
入
町
村
・
長
島
村
・
高
木
村
・
小
南
村
が
合
併

し
て
成
立
し
た
篠
原
村
の
村
長
を
勤
め
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。

な
お
大
正
六
年
（
一
九
一
七
）、
滋
賀
県
湖
東
地
域
で
行
わ
れ
た
陸
軍
大
演
習

の
時
、
梨
本
宮
守
正
王
が
小
澤
家
を
宿
泊
所
と
し
た
。
そ
れ
に
先
だ
ち
小
澤
家
で

は
新
座
敷
の
新
築
を
実
施
し
て
お
り
、
普
請
に
関
わ
る
様
々
な
史
料
が
残
さ
れ
て

い
る
（
母
６
）。

二
�
近
世
茂
木
の
歴
史

茂
木
は
、
谷
田
部
藩
の
陣
屋
町
と
し
て
形
成
さ
れ
た
町
場
で
あ
る
が
、
行
政
村

と
し
て
は
藤
縄
村
と
槻
木
村
の
二
か
村
か
ら
な
る
。

茂
木
の
町
は
山
あ
い
の
盆
地
地
形
の
場
所
に
逆
川
に
沿
っ
て
形
成
さ
れ
【
図

１
】、
藤
縄
村
は
逆
川
の
左
岸
に
位
置
し
、「
旧
高
旧
領
取
調
帳
」
に
よ
る
と
幕
末

期
の
村
高
六
九
三
石
、
寛
政
七
年
（
一
七
九
五
）
に
は
家
数
六
三
軒
、
人
数
五
一

七
人
あ
っ
た
と
い
う
。
一
方
、
槻
木
村
は
逆
川
の
右
岸
に
位
置
し
、
同
様
に
「
旧

高
旧
領
取
調
帳
」
に
よ
る
と
村
高
四
二
〇
石
余
、
寛
政
七
年
に
家
数
六
七
軒
、
人

数
二
六
九
名
が
あ
っ
た
。
こ
の
藤
縄
村
と
槻
木
村
は
、
明
治
八
年
（
一
八
七
五
）

に
合
併
し
て
茂
木
村
と
な
っ
て
い
る
。

谷
田
部
藩
は
茂
木
に
支
配
の
拠
点
た
る
陣
屋
を
置
く
藩
で
、
熊
本
藩
祖
細
川
忠

興
の
弟
興
元
を
初
代
と
し
、
九
代
続
い
て
明
治
維
新
を
迎
え
る
。
茂
木
陣
屋
は
慶

長
一
五
年
（
一
六
一
〇
）
に
細
川
興
元
の
茂
木
初
入
部
に
と
も
な
っ
て
設
置
さ
れ

る
も
、
元
和
五
年
（
一
六
一
九
）、
参
勤
交
代
の
便
を
と
っ
て
藩
主
の
居
所
は
谷

田
部
（
現
茨
城
県
つ
く
ば
市
）
に
移
さ
れ
た
。
し
か
し
、
谷
田
部
藩
の
所
領
は
茂

写真２ 現在の小澤家
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茂木茂木 茂木 

図１ 茂木周辺地形図

『明治前期内務省地理局作成地図集成』（柏書房）より引用。明治３３年発行地図。
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木
周
辺
を
中
心
に
分
布
し
て
い
た
の
で
、

茂
木
に
陣
屋
は
そ
の
ま
ま
残
さ
れ
、
所
領

支
配
の
拠
点
と
さ
れ
た
。
茂
木
陣
屋
に
は

町
奉
行
・
副
奉
行
を
は
じ
め
、
目
付
・
蔵

方
下
僚
・
代
官
・
作
事
方
等
の
各
種
掛
り

役
人
が
置
か
れ
、
彼
ら
の
武
家
屋
敷
も
役

所
周
辺
に
配
置
さ
れ
て
い
た
。
逆
川
を
跨

ぐ
御
本
陣
橋
の
東
西
に
茂
木
陣
屋
が
位
置

し
、
藩
役
所
や
藩
士
の
屋
敷
・
長
屋
が
並

ん
で
い
た
【
図
２
】。

町
人
地
は
藩
陣
屋
の
北
と
西
に
展
開
し
、
宇
都
宮
や
笠
間
か
ら
入
る
南
の
木
戸

か
ら
、
新
町
・
上
ノ
町
・
仲
町
・
大
町
と
続
き
、
突
き
当
り
を
東
へ
曲
が
っ
て
横

町
・
砂
田
町
と
両
側
町
が
展
開
し
た
。
ほ
か
に
片
町
・
田
町
・
寺
町
・
浦
町
な
ど

の
横
町
が
あ
っ
た
。
町
屋
敷
の
大
半
は
藤
縄
村
に
属
し
た
が
、
砂
田
町
は
槻
木
村

に
含
ま
れ
た
。
大
町
・
横
町
が
町
場
の
中
心
地
で
、
大
き
な
商
家
が
並
ん
で
い
た
。

釜
屋
の
店
舗
は
横
町
か
ら
北
に
入
っ
た
路
地
に
面
し
て
あ
り
、
小
澤
家
と
同
じ
近

江
商
人
で
あ
る
栄
屋
利
兵
衛
（
島
崎
泉
司
）
の
店
は
大
町
の
表
通
り
に
面
し
て

あ
っ
た
。
町
方
の
支
配
は
、
各
町
か
ら
選
出
さ
れ
た
町
年
寄
衆
の
手
に
よ
っ
て
行

わ
れ
て
い
た
。
町
年
寄
衆
は
藤
縄
村
の
村
役
人
が
兼
帯
し
て
な
っ
て
い
る
。

茂
木
で
は
六
斎
市
が
開
か
れ
、
絹
類
・
炭
・
米
穀
類
・
檜
物
木
具
類
・
千
朶
挽

類
・
魚
類
・
牛
馬
の
類
が
売
買
さ
れ
て
い
た
。
茂
木
は
宿
駅
と
し
て
の
機
能
も
有

し
、
日
光
・
宇
都
宮
・
水
戸
・
烏
山
・
笠
間
を
結
ぶ
街
道
の
中
継
地
と
し
て
栄
え

た
【
図
３
】。

逆
川
は
那
珂
川
に
注
ぐ
河
川
で
あ
る
が
、
茂
木
よ
り
下
流
は
蛇
行
し
て
通
船
で

き
な
い
た
め
、
茂
木
周
辺
で
産
出
さ
れ
る
産
物
は
、
馬
で
付
け
出
し
て
那
珂
川
の

写真３ 茂木大町の現況

図２ 茂木町陣屋周辺図（古川与志継１９９９論文より転載）
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河
岸
へ
運
び
、
そ
こ
か
ら
江
戸
方
面
へ
送
っ
た
。
同
様
に
下
り
荷
物
も
那
珂
川

の
河
岸
か
ら
馬
の
背
に
つ
け
て
茂
木
ま
で
輸
送
さ
れ
た
。
た
だ
し
、
年
貢
米
に

お
い
て
は
那
珂
川
で
は
な
く
、
鬼
怒
川
の
諸
河
岸
を
用
い
る
こ
と
も
あ
っ
た
。

茂
木
に
出
店
し
た
近
江
商
人
に
は
小
澤
家
の
他
に
島
崎
家
が
あ
り
、
両
家
は

近
江
本
宅
と
の
連
絡
・
為
替
な
ど
の
営
業
面
や
、
火
災
な
ど
の
非
常
時
に
つ
い

て
協
力
関
係
を
結
ん
で
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
島
崎
家
は
蒲
生
郡
日
野
町
に
本

拠
を
置
く
近
江
商
人
で
、
小
澤
家
よ
り
早
く
元
禄
一
六
年
（
一
七
〇
三
）
に
茂

木
に
店
を
開
い
て
い
る
。
島
崎
家
で
も
那
珂
川
の
河
岸
の
あ
る
黒
羽
を
は
じ
め
、

下
野
国
各
地
に
支
店
を
出
し
た
。
島
崎
家
の
業
種
は
酒
造
を
中
心
と
し
、
他
に

薬
等
の
販
売
を
扱
っ
て
い
る
。

文
化
五
年
（
一
八
〇
八
）
に
谷
田
部
藩
茂
木
領
で
発
生
し
た
百
姓
一
揆
で
は
、

農
民
た
ち
は
年
貢
減
免
等
を
要
求
し
て
茂
木
町
に
集
ま
り
、
陣
屋
役
人
と
百
姓

衆
は
御
本
陣
橋
を
は
さ
ん
で
睨
み
あ
っ
た
。
ま
た
、
江
戸
へ
直
訴
し
よ
う
と
い

う
一
団
が
街
道
を
進
み
、
そ
れ
を
押
し
と
ど
め
る
藩
役
人
や
村
役
人
と
の
間
で

騒
動
も
発
生
し
て
い
る
。
こ
の
と
き
、
町
場
の
有
力
商
人
で
あ
る
釜
屋
や
栄
屋

は
打
ち
毀
し
に
遭
う
の
を
怖
れ
て
炊
き
出
し
を
行
っ
た
り
、
釜
屋
で
は
一
揆
勢

に
四
両
の
助
力
金
を
渡
し
た
り
し
て
い
る
。

文
政
期
に
茂
木
で
は
、
関
東
に
お
け
る
改
革
組
合
村
設
置
政
策
を
受
け
て
、

藤
縄
村
を
寄
場
と
す
る
三
三
ヶ
村
組
合
が
結
成
さ
れ
、
地
域
の
治
安
取
り
締
ま

り
拠
点
と
な
る
も
、
幕
末
期
に
は
百
姓
の
騒
動
が
相
次
ぎ
、
茂
木
の
世
情
は
不

安
定
で
、
そ
れ
は
小
澤
家
が
茂
木
店
を
撤
退
す
る
要
因
の
ひ
と
つ
と
も
な
っ
た

と
い
え
る
。

三
�
大
篠
原
村
の
歴
史

大
篠
原
村
は
現
在
の
滋
賀
県
野
洲
市
に
所
在
し
た
村
落
で
、
元
和
六
年
（
一

図３ 茂木付近の交通図（古川与志継１９９９論文より転載）
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大
篠
原

大
篠
原 

大
篠
原 

『明治前期内務省地理局作成地図集成』（柏書房）より引用。明治３３年発行地図。

図４ 大篠原村周辺地形図
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六
二
〇
）
よ
り
幕
末
ま
で
仁
正
寺
藩
領
（
文
久
二
年
に
西
大
路
藩
と
改
称
）
に
属

し
た
。
明
治
維
新
後
も
明
治
二
二
年
（
一
八
八
九
）
ま
で
大
篠
原
村
は
村
名
と
し

て
継
続
す
る
。

村
は
大
き
く
北
部
の
耕
地
部
と
南
東
部
の
山
嶺
部
か
ら
な
り
、
耕
地
部
に
は
中

山
道
が
貫
く
。
小
澤
家
は
耕
地
部
の
中
山
道
に
沿
っ
て
建
つ
【
図
４
】。

村
高
は
「
寛
永
石
高
帳
」「
天
保
郷
帳
」
と
も
に
一
六
六
八
石
、「
慶
安
高
辻

帳
」
に
よ
る
と
、
石
高
の
内
訳
は
田
一
二
四
四
石
、
畑
六
〇
石
、
永
荒
三
六
四
石

と
あ
り
、
非
常
に
田
方
の
割
合
が
高
い
。
天
保
一
三
年
（
一
八
四
二
）
の
明
細
書

付
に
よ
る
と
家
数
九
九
、
人
数
四
八
三
人
を
数
え
る
と
い
う
。
大
篠
原
村
は
山
地

が
多
い
た
め
、
村
高
に
比
し
て
面
積
が
広
い
。
そ
の
た
め
村
役
人
は
多
数
置
か
れ
、

例
え
ば
天
保
一
三
年
段
階
で
庄
屋
二
名
・
年
寄
四
名
・
百
姓
代
七
名
が
あ
っ
た

（『
野
洲
町
史
』）。
そ
の
一
人
、
大
篠
原
村
庄
屋
小
沢
甚
七
は
天
保
一
三
年
に
発
生

し
た
三
上
山
騒
動
に
加
わ
り
、
大
津
の
獄
舎
で
死
亡
し
て
い
る
。

村
の
鎮
守
は
大
笹
原
神
社
で
、
応
永
二
一
年
（
一
四
一
四
）
に
六
角
氏
家
臣
馬

淵
氏
を
願
主
と
し
て
再
建
さ
れ
た
社
殿
が
現
存
し
、
国
宝
に
指
定
さ
れ
て
い
る
。

村
内
寺
院
に
は
、
文
禄
三
年
（
一
五
九

四
）
開
基
の
浄
土
宗
浄
勝
寺
、
浄
土
宗
念

仏
寺
、
勝
安
寺
、
西
養
寺
が
あ
る
。
村
人

の
約
半
数
が
浄
勝
寺
の
檀
家
で
、
主
と
し

て
中
山
道
の
街
道
筋
に
屋
敷
を
持
つ
「
東

組
」
と
、
字
成
橋
・
出
町
に
屋
敷
を
持
つ

「
町
組
」
の
百
姓
は
す
べ
て
浄
勝
寺
檀
家

で
あ
る
。
小
澤
家
も
浄
勝
寺
の
檀
家
で

あ
っ
た
。

大
篠
原
村
に
は
、
右
記
の
町
組
を
は
じ

め
、
西
組
・
岩
蔵
組
と
い
っ
た
組
の
存
在
が
確
認
さ
れ
る
。
こ
れ
ら
は
、
地
区
単

位
に
分
け
ら
れ
た
地
縁
組
織
で
あ
る
と
同
時
に
、
神
社
の
氏
子
組
織
、
頼
母
子
講

を
結
成
し
て
経
済
的
な
相
互
扶
助
を
行
う
組
織
、
生
産
基
盤
で
あ
る
用
水
や
た
め

池
の
利
用
を
巡
っ
て
共
同
し
あ
う
組
織
と
し
て
も
機
能
し
た
。

明
治
二
二
年
（
一
八
八
九
）、
町
村
制
施
行
に
と
も
な
い
大
篠
原
村
は
、
小
堤

村
・
入
町
村
・
長
島
村
・
高
木
村
・
小
南
村
と
合
併
し
て
篠
原
村
と
な
り
、
昭
和

三
〇
年
（
一
九
五
五
）、
篠
原
村
は
野
洲
町
・
祇
王
村
と
合
併
し
て
野
洲
町
と

な
っ
た
。
さ
ら
に
平
成
一
六
年
（
二
〇
〇
四
）、
野
洲
町
と
中
主
町
が
合
併
し
て

野
洲
市
と
な
る
。
大
篠
原
は
大
字
名
と
し
て
現
在
に
残
っ
て
い
る
。

�
�
小
澤
家
文
書
の
構
造

一
�
文
書
群
の
全
体
構
造

小
澤
家
文
書
は
、
近
江
国
で
の
小
澤
家
の
活
動
を
示
す
文
書
と
、
関
東
で
の
小

澤
家
の
活
動
を
示
す
文
書
と
に
大
分
さ
れ
る
。
関
東
で
の
小
澤
家
の
活
動
は
幕
末

期
に
閉
じ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
後
者
の
年
代
分
布
は
ほ
ぼ
近
世
に
限
ら
れ
る
。
一

方
、
近
江
国
に
お
け
る
小
澤
家
の
活
動
を
示
す
文
書
は
、
近
世
前
期
か
ら
近
代

（
明
治
・
大
正
・
昭
和
期
）
ま
で
連
続
し
て
存
在
す
る
。
小
澤
家
文
書
の
史
料
群

構
造
は
【
表
３
】
に
整
理
し
た
よ
う
に
理
解
さ
れ
よ
う
。

小
澤
家
で
は
歴
代
の
当
主
に
よ
り
、
家
蔵
文
書
の
、
時
代
や
分
野
に
即
し
た
整

理
が
行
わ
れ
、
屋
敷
内
の
各
所
に
保
管
さ
れ
て
き
た
。
そ
の
た
め
多
少
の
撹
乱
は

あ
る
も
の
の
、
調
査
時
に
お
け
る
史
料
保
管
状
態
と
元
来
有
し
た
史
料
群
構
造
は
、

お
お
よ
そ
一
致
す
る
も
の
と
な
っ
て
い
る
。

二
�
各
史
料
組
織
の
内
容

写真４ 現在の浄勝寺

301



近江国大篠原村 経営 土地経営 所持地 
   小作地 
  金融 資金調達（商人間） 
   貸付金（村内・近郷） 
   頼母子・講（商人間） 
  米売買  
  醤油醸造  
  経営帳簿  
 領主 仁正寺藩 年貢・諸役・先納金 
   領主御講 
   御勝手方御用達 
   藩年貢払米（蔵宿） 
  芦浦観音寺  
 近代小澤家公職（村長）   
 会社役員   
 家 神社  
  寺 浄勝寺（檀那寺・講） 
   念仏寺・勝安寺等 
  頼母子･講（村組・百姓間）  
  名誉職・賞状・褒状  
  屋敷・建築  
  家計  
  趣味・教養  
  典籍・学校教科書  
  家族・家系  
下野国茂木 釜屋経営 茂木店 醸造業（醤油・味噌・酒造） 
   諸商品販売 
   年貢米回漕 
   金融 
   所持地 
   経営帳簿 
  他店（黒羽・宇都宮・江戸）  
 領主 谷田部藩（茂木陣屋） 
  旗本千本氏 
 茂木安養寺  
 

Ａ
�
金

「
金
」
は
、
小
澤
家
内
に
設
置
さ
れ
た
金
庫
の
中
に
保
管
さ
れ

て
い
た
文
書
群
で
あ
る
。
金
庫
内
文
書
は
、
茂
木
よ
り
持
ち
帰
っ

た
文
書
と
小
澤
家
で
は
伝
え
ら
れ
、
確
か
に
そ
の
殆
ど
が
釜
屋
茂

木
店
に
蓄
積
さ
れ
て
い
た
と
推
測
さ
れ
る
文
書
よ
り
構
成
さ
れ
る
。

た
だ
し
、
金
庫
は
近
代
の
製
品
で
あ
り
、
金
庫
に
文
書
が
移
さ
れ

た
の
は
小
澤
家
が
茂
木
店
を
閉
じ
て
時
間
を
経
た
後
の
時
期
と
い

え
る
。
小
澤
家
の
近
代
当
主
の
い
ず
れ
か
が
重
要
文
書
と
認
識
し

て
他
の
場
所
か
ら
移
し
、
厳
重
に
保
管
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

文
書
群
の
内
容
は
大
き
く
三
つ
か
ら
構
成
さ
れ
る
。
ひ
と
つ
は

茂
木
店
で
の
経
営
向
き
に
関
す
る
こ
と
で
、
関
東
各
支
店
の
経
理

や
醤
油
・
油
・
米
穀
等
の
販
売
、
年
貢
米
の
輸
送
、
茂
木
近
郊
地

域
に
お
け
る
金
融
に
関
す
る
帳
簿
・
証
文
類
を
主
体
と
す
る
。
二

つ
目
は
谷
田
部
藩
・
旗
本
千
本
氏
と
の
関
係
を
示
す
文
書
、
三
つ

目
は
、
茂
木
の
菩
提
寺
安
養
寺
に
関
す
る
文
書
で
あ
る
。

Ｂ
�
文

「
文
」
は
、
文
庫
蔵
に
保
管
さ
れ
て
い
た
文
書
の
一
群
で
あ
る
。

文
書
蔵
は
小
澤
家
に
現
存
す
る
蔵
の
な
か
で
も
っ
と
も
古
く

（
建
築
は
江
戸
時
代
後
期
と
言
い
伝
え
ら
れ
る
）、
比
較
的
年
代
の

古
い
文
書
群
が
保
管
さ
れ
て
い
た
。

文
０：

芦
浦
観
音
寺
関
係
文
書
を
中
心
と
す
る
。
年
代
は
安
政
期

以
降
が
主
。
小
澤
家
で
は
芦
浦
観
音
寺
に
多
額
の
金
子
を

融
資
し
て
お
り
、
そ
れ
に
伴
っ
て
地
代
収
納
の
権
利
を
得

た
と
推
測
さ
れ
る
芦
浦
村
質
地
関
係
文
書
も
文
０
に
多
数

表３ 小澤家文書の史料群構造
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含
ま
れ
る
。
芦
浦
村
は
一
村
全
体
が
観
音
寺
の
寺
領
で
あ
っ
た
。
ま
た
、

扇
屋
伴
伝
兵
衛
を
は
じ
め
と
す
る
諸
近
江
商
人
と
の
金
融
関
係
を
示
す
文

書
も
あ
る
。

文
１：
幕
末
期
か
ら
明
治
期
を
中
心
に
時
代
分
布
す
る
各
種
文
書
群
が
含
ま
れ
る
。

○
浄
勝
寺
領
年
貢
関
係
文
書
。
こ
れ
は
小
澤
家
が
浄
勝
寺
の
檀
家
総
代
と

し
て
果
た
し
た
役
割
に
由
来
す
る
も
の
で
あ
ろ
う
。

○
明
治
二
〇
〜
三
〇
年
代
の
小
澤
家
当
主
や
家
族
の
活
動
に
対
す
る
賞

状
・
褒
状
の
類
も
ま
と
ま
っ
て
い
る
。

○
仁
正
寺
藩
調
達
金
関
係
。
明
治
期
の
藩
債
処
理
に
伴
う
文
書
を
中
心
と

し
、
同
じ
く
仁
正
寺
藩
御
勝
手
方
で
あ
っ
た
鋳
物
師
村
竹
村
太
左
衛
門

と
小
澤
家
の
往
復
書
簡
が
多
数
含
ま
れ
る
（
文
１
―
１３９
）

○
頼
母
子
講
関
係
。
東
組
講
、
高
木
講
・
守
山
講
な
ど
小
澤
家
が
加
入
し

た
各
種
講
組
織
に
関
す
る
文
書
。

○
明
治
初
年
布
達
類
。

○
仁
正
寺
藩
御
用
出
役
書
類
（
文
１
―
１２４
―
２
）。
小
澤
氏
は
幕
末
期
、

西
大
路
藩
の
勝
手
賄
方
と
し
て
河
内
国
交
野
郡
星
田
村
に
一
時
詰
め
た
。

星
田
村
は
仁
正
寺
藩
の
飛
地
領
で
あ
り
、
藩
は
こ
こ
で
農
兵
の
編
成
を

行
っ
て
い
た
。

○
藩
払
米
関
係
。
明
治
初
年
西
大
路
藩
年
貢
米
の
換
金
に
関
す
る
文
書
。

小
澤
家
は
藩
蔵
宿
の
機
能
を
担
い
、
年
貢
米
の
入
札
や
琵
琶
湖
の
船
積

問
屋
へ
の
輸
送
な
ど
に
関
与
し
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。

文
２：

大
福
帳
が
多
く
を
占
め
る
。
大
福
帳
は
小
澤
家
の
金
融
部
門
の
帳
簿
で
、

明
治
三
〇
年
ご
ろ
ま
で
継
続
し
て
い
る
。

文
３：

正
月
に
床
の
間
に
飾
る
慣
例
と
さ
れ
て
き
た
、
近
世
文
書
三
点
を
貼
っ
た

掛
け
軸
。

文
４：

幕
末
か
ら
維
新
期
の
書
状
類
が
多
い
。
例
え
ば
、
仁
正
寺
藩
御
勝
手
方
御

用
達
相
互
に
交
わ
さ
れ
た
書
状
、
藩
年
貢
米
払
米
に
関
し
て
交
わ
さ
れ
た

書
状
な
ど
。
な
か
で
も
鋳
物
師
村
竹
村
氏
を
発
信
者
と
す
る
書
状
が
目
立

つ
。

文
５：

長
嶋
大
明
神
、
大
笹
原
神
社
の
氏
子
組
織
、
祭
礼
な
ど
に
関
わ
る
文
書
。

Ｃ
�
古

こ
れ
は
小
澤
氏
現
当
主
が
別
置
し
て
手
元
に
お
い
て
い
た
文
書
類
で
あ
る
。

○
典
籍
類
の
一
部
（
も
と
は
新
蔵
二
階
に
あ
っ
た
も
の
と
推
測
さ
れ
る
）。

○
天
保
七
年
大
凶
作
書
（
古
川
与
志
継
氏
に
よ
り
史
料
紹
介
が
な
さ
れ
て
い

る
。
�
�
関
係
文
献
参
照
）。

○
童
子
一
百
集
（
小
澤
七
兵
衛
氏
に
よ
り
翻
刻
・
出
版
さ
れ
て
い
る
。
�
�

関
係
文
献
参
照
）。

Ｄ
�
母

母
屋
二
階
に
保
管
さ
れ
て
い
た
も
の
で
、
年
代
は
明
治
中
期
か
ら
大
正
期
を
中

心
と
す
る
各
種
文
書
群
で
あ
る
。

母
１：

○
土
地
売
買
証
文
・
借
用
金
証
文
類
。
年
代
は
、
古
い
も
の
で
は
天
明
期
、

近
世
で
は
文
化
期
か
ら
天
保
期
に
属
す
る
も
の
が
ま
と
ま
っ
て
存
在
す

る
が
、
数
量
的
に
見
て
大
多
数
は
明
治
・
大
正
期
で
あ
る
。
そ
の
ほ
と

ん
ど
が
大
篠
原
村
近
郷
に
お
け
る
土
地
売
買
、
金
融
に
よ
る
も
の
で
あ

る
。

○
明
治
二
〇
年
代
、
小
澤
家
当
主
が
関
与
し
た
会
社
関
係
文
書
。

○
頼
母
子
関
係
。
明
治
〜
大
正
期
の
浄
勝
寺
講
、
念
仏
寺
講
帳
簿
な
ど
。

母
２：

○
名
誉
職
、
賞
状
、
褒
状
関
係
。
赤
十
字
、
学
校
寄
付
金
、
浄
勝
寺
寄
付
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金
な
ど
。

○
伴
伝
兵
衛
主
催
（
講
元
）
の
講
関
係
文
書
（
母
２
―
１５
）。
明
治
二
二

年
か
ら
二
五
年
前
後
の
年
代
。

○
西
大
路
藩
負
債
金
償
還
に
つ
い
て
（
母
２
―
１６
）、
竹
村
太
左
衛
門

（
秀
保
）
と
の
往
復
書
簡
。
明
治
二
〇
年
代
の
も
の
。

○
母
２
―
１７：
江
頭
村
井
狩
弥
左
衛
門
に
か
か
る
一
件
書
類
。
明
治
二
〇

年
代
の
株
式
購
入
、
預
金
関
係
等
。
井
狩
弥
左
衛
門
は
明
治
一
六
年

（
一
八
八
三
）
に
江
頭
融
通
銀
行
を
設
立
し
た
人
物
で
、
明
治
二
五
年

（
一
八
九
二
）
に
は
組
織
を
改
変
し
て
新
た
に
江
頭
農
産
銀
行
を
開
業

し
て
い
る
。
そ
の
後
、
明
治
三
九
年
（
一
九
〇
六
）
に
創
業
者
九
代
井

狩
弥
左
衛
門
が
逝
去
す
る
と
、
十
三
代
小
澤
七
兵
衛
政
美
が
頭
取
に
就

任
し
た
（『
近
江
商
人
の
金
融
活
動
と
滋
賀
金
融
小
史
』）。

母
３：

念
仏
寺
講
関
係
。
明
治
三
九
年
〜
大
正
一
〇
年
前
後
。

母
４：

勝
安
寺
講
関
係
。
明
治
三
〇
年
〜
大
正
四
年
前
後
。
講
に
お
け
る
飲
食
代

金
を
記
録
し
た
文
書
ほ
か
が
含
ま
れ
る
。

母
５：

○
大
笹
原
神
社
保
存
会
関
係
。
明
治
三
〇
年
代
。

○
篠
原
起
業
講
関
係
。
明
治
三
〇
年
前
後
。

母
６：

新
座
敷
建
築
関
係
。
大
正
三
年
〜
四
年
。
梨
本
宮
が
宿
泊
所
と
す
る
の
に

あ
わ
せ
て
建
て
た
新
座
敷
の
建
築
に
伴
う
も
の
。
建
具
・
ガ
ラ
ス
等
の
材

料
見
積
も
り
書
、
請
求
書
、
送
付
書
、
大
工
手
間
賃
な
ど
の
会
計
書
類
が

あ
る
。

母
７：

浄
勝
寺
講
関
係
。
明
治
三
〇
年
代
〜
大
正
三
年
。

Ｅ
�
新

新
蔵
に
保
管
さ
れ
て
い
た
文
書
。
新
蔵
一
階
に
保
管
さ
れ
て
い
た
も
の
は
新
１

と
し
、
二
階
の
も
の
は
新
２
の
大
番
号
を
与
え
た
。
新
蔵
の
建
造
年
代
は
幕
末
期

と
伝
え
ら
れ
て
い
る
。

新
１：

○
近
代
書
状
類
。
近
江
帆
布
、
日
本
製
麻
、
滋
賀
県
農
工
銀
行
、
江
頭
農

産
銀
行
、
帝
国
製
麻
な
ど
、
小
澤
家
が
役
員
と
し
て
関
与
し
た
会
社
組

織
か
ら
の
通
信
物
な
ど
。
明
治
二
〇
年
〜
三
〇
年
代
。

○
小
澤
竹
次
郎
に
よ
る
醤
油
醸
造
関
係
。
明
治
五
年
〜
一
〇
年
頃
。
茂
木

店
よ
り
撤
退
し
た
の
ち
も
小
澤
家
は
、
大
篠
原
で
醤
油
醸
造
を
行
っ
て

い
た
（
新
１
―
５
）。

新
２：

新
蔵
二
階
に
保
管
さ
れ
て
い
た
典
籍
類
。
謡
台
本
、
医
学
系
の
書
籍
、
俳

諧
関
係
、
地
理
・
歴
史
書
な
ど
。
近
世
〜
近
代
初
頭
。

Ｆ
�
米

米
蔵
に
保
管
さ
れ
て
い
た
文
書
。
明
治
〜
昭
和
期
の
年
代
分
布
を
示
す
。

米
１：

明
治
期
布
告
・
布
達
。
領
収
書
。

米
２：

○
明
治
期
布
告
・
布
達
。

○
浄
勝
寺
講
関
係
。

○
明
治
五
年
〜
二
〇
年
ご
ろ
の
醤
油
醸
造
関
係
。

米
３：

新
聞
。
明
治
後
期
〜
大
正
期
。

米
４：

書
籍
・
学
校
教
科
書
。
明
治
後
期
〜
昭
和
初
期
。

米
５：

○
大
福
帳
、
売
米
帳
簿
。
明
治
後
期
か
ら
の
も
の
。

○
明
治
後
期
書
状
類
、
書
籍
類
。
一
括
文
書
。

米
６：
木
札
な
ど
。

米
７：
○
大
正
期
〜
昭
和
一
五
年
ご
ろ
ま
で
の
勘
定
帳
。

○
縁
談
関
係
書
状
。
昭
和
二
七
年
前
後
。

米
８：

近
江
八
幡
善
住
寺
富
く
じ
。
断
簡
類
。
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�
�
本
文
書
群
の
関
係
文
書
な
ら
び
に
関
係
文
献

一
�
関
係
文
書

�
大
篠
原
区
有
文
書
。
野
洲
市
歴
史
民
俗
博
物
館
所
蔵
。

�
島
崎
家
文
書
（
栃
木
県
芳
賀
郡
茂
木
町
）。
小
澤
家
同
様
に
下
野
国
茂
木
に
進

出
し
た
近
江
商
人
の
家
の
文
書
。『
栃
木
県
史
』『
茂
木
町
史
』
に
収
載
さ
れ
て

い
る
。

二
�
関
係
文
献

大
篠
原
郷
土
史
編
集
委
員
会
『
近
江

大
篠
原
の
歴
史
』
大
篠
原
区
発
行
、
二
〇

〇
三
年
七
月
。

野
洲
町
総
務
部
企
画
室
編
『
野
洲
町
史
』（
一
九
八
七
年
）

茂
木
町
史
編
さ
ん
委
員
会
編
『
茂
木
町
史
』（
一
九
九
五
―
二
〇
〇
一
年
）

古
川
与
志
継
「
一
近
江
商
人
の
凶
作
記
録
『
天
保
七
年
丙
申
年
大
凶
作
書
』
―
近

江
国
野
洲
郡
大
篠
原
小
澤
七
兵
衛
家
文
書
―
」（『
東
京
大
学
日
本
史
学
研
究
室

紀
要
』
第
三
号
、
一
九
九
九
年
）

古
川
与
志
継
「
仁
正
寺
藩
御
勝
手
方
の
記
録
『
御
勝
手
御
省
略
写
』
―
近
江
国
野

洲
郡
大
篠
原
小
澤
七
兵
衛
家
文
書
―
」（『
東
京
大
学
日
本
史
学
研
究
室
紀
要
』

第
五
号
、
二
〇
〇
一
年
）

小
澤
七
兵
衛
『
童
子
一
百
集
―
小
澤
蕭
鳳
の
教
え
―
』（
自
費
出
版
）

�
�
史
料
細
胞
現
状
記
録

（
一
）
凡
例

本
目
録
は
、
滋
賀
県
野
洲
市
大
篠
原
小
澤
七
兵
衛
氏
所
蔵
古
文
書
を
収
め
た
も

の
で
あ
る
。

史
料
一
点
ご
と
の
記
述
事
項
は
、
�
史
料
番
号
、
�
表
題
・
内
容
表
題
、
�
内

容
・
書
き
出
し
、
�
年
代
、
�
作
成
（
差
出
）、
�
宛
所
、
�
形
態
、
�
数
量
、

	
備
考
情
報
、
か
ら
な
っ
て
い
る
。

史
料
一
点
ご
と
の
記
述
原
則
を
以
下
の
よ
う
に
し
た
。

�
史
料
番
号
（
組
織
単
位
＋
Ｎ
Ｏ
�）

史
料
が
保
存
さ
れ
て
い
た
場
所
を
示
す
「
文
・
金
・
母
・
新
・
米
」
の
記
号
と

数
字
が
組
み
合
わ
さ
れ
た
形
と
な
っ
て
い
る
。
箱
単
位
・
ま
と
ま
り
単
位
に
枝
番

号
を
付
与
し
、
史
料
組
織
を
復
元
で
き
る
よ
う
に
し
て
い
る
。

�
表
題
・
内
容
表
題

表
題
は
、
史
料
表
紙
に
記
載
さ
れ
て
い
る
原
表
題
あ
る
い
は
柱
書
を
採
用
し
た
。

表
題
の
記
載
が
な
い
が
内
容
か
ら
推
定
し
た
表
題
が
与
え
ら
れ
る
場
合
、

「﹇

﹈」
で
示
し
た
内
容
表
題
を
記
し
た
。

�
書
き
出
し
・
内
容

史
料
全
体
の
内
容
を
一
〇
字
か
ら
二
〇
字
で
「（

）」
内
に
簡
潔
に
記
し
た
。

史
料
の
内
容
が
容
易
に
理
解
し
が
た
い
場
合
に
は
書
き
出
し
の
数
文
字
を

「「

」」
内
に
記
し
、
後
日
目
録
と
文
書
を
照
合
し
や
す
い
よ
う
配
慮
し
た
。

�
年
代

史
料
か
ら
正
確
な
作
成
年
月
日
が
判
明
す
る
場
合
に
は
、
年
月
日
を
ア
ラ
ビ
ア

数
字
に
変
換
の
上
、
表
記
し
て
い
る
。
和
暦
・
西
暦
が
不
明
で
干
支
し
か
記
さ
れ

て
い
な
い
場
合
は
、
干
支
を
史
料
表
記
の
ま
ま
記
載
し
た
。
年
代
を
史
料
本
紙
か

ら
で
は
な
く
包
紙
・
封
紙
や
消
印
な
ど
か
ら
と
っ
た
場
合
、
あ
る
い
は
前
後
の
史

料
か
ら
推
測
し
た
場
合
に
は
、「（

）」
で
く
く
っ
て
記
し
た
。
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�
作
成

作
成
（
差
出
）
は
基
本
的
に
史
料
の
記
載
ど
お
り
に
と
っ
た
が
、
肩
書
き
の
一

部
を
省
略
し
て
い
る
箇
所
も
あ
る
。
押
印
に
つ
い
て
は
「（
印
）」
の
よ
う
に
表
記

し
た
。
差
出
人
の
連
名
者
が
複
数
名
い
る
場
合
に
は
「
他
×
名
」
と
略
記
し
た
。

封
筒
・
封
紙
等
か
ら
作
成
者
（
差
出
）
に
関
す
る
情
報
が
補
足
で
き
る
場
合
に
は

「（

）」
で
補
記
す
る
形
で
記
載
し
た
。

�
宛
所

宛
所
に
つ
い
て
は
「
�
作
成
」
と
同
様
に
表
記
し
て
い
る
。

�
形
態

形
態
は
、
状
（
状
型
文
書
）・
竪
（
竪
冊
型
文
書
）・
横
（
横
長
帳
型
文
書
）・

横
半
（
横
小
半
帳
型
文
書
）
の
略
称
を
用
い
て
史
料
の
お
お
よ
そ
の
形
状
を
示
し

た
。そ

の
ほ
か
に
、
葉
書
・
包
紙
・
封
筒
・
袋
・
綴
な
ど
の
表
記
を
適
宜
用
い
た
。

�
数
量

数
量
は
基
本
的
に
１
点
と
な
る
が
、
複
製
物
が
あ
る
場
合
、
同
一
シ
リ
ー
ズ
の

史
料
で
あ
る
場
合
、
複
数
点
を
ま
と
め
た
方
が
目
録
情
報
を
示
す
の
に
適
当
で
あ

る
場
合
に
は
、
そ
の
ま
と
め
た
数
量
を
記
載
し
て
い
る
。

�
備
考
情
報

史
料
の
状
態
に
関
す
る
情
報
や
、
史
料
の
性
質
を
知
る
手
が
か
り
と
な
る
情
報

を
こ
こ
に
記
し
た
。

�
そ
の
他

欠
損
な
ど
に
よ
り
原
記
載
が
判
読
で
き
な
い
場
合
に
は
、「﹇

﹈」
で
そ
の
箇

所
を
表
し
、
欠
損
箇
所
の
字
数
が
推
測
で
き
る
場
合
は
、「
□
」
で
字
数
分
を
記

し
た
。

（
二
）
目
録
（
そ
の
１
）

今
号
に
は
小
澤
家
文
書
「
組
織
単
位

金
」「
組
織
単
位

文
」
の
目
録
を
収

め
た
。「
組
織
単
位

古
」「
組
織
単
位

母
」「
組
織
単
位

新
」「
組
織
単
位

米
」
に
つ
い
て
は
、
紙
幅
の
都
合
に
よ
り
次
号
以
降
に
掲
載
さ
れ
る
予
定
で
あ
る
。

（
付
記
）

な
お
、
史
料
は
小
澤
家
に
保
存
さ
れ
て
い
る
が
、
一
般
に
は
公
開
さ
れ
て
い
な

い
。
内
容
の
詳
細
に
つ
い
て
は
、
東
京
大
学
日
本
史
学
研
究
室
吉
田
研
究
室
ま
で

お
問
い
合
わ
せ
い
た
だ
き
た
い
。
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（
二
）
目
録
（
そ
の
１
）

組
織
単
位

N
o.

表
題
・［
内
容
表
題
］

「
書
き
出
し
」・（
内
容
）

年
代

作
成
→
宛
所

形
態

数
量

備
考

金
１

０
［
木
箱
］

嘉
永
４
年
７
月
２
日

求
之

小
沢
七
兵
衛

箱
１

金
１
の
木
箱

金
１

１
－
０

證
文［
包
紙
］

→
伴
氏

包
紙
１

く
く
り
紐
あ
り

金
１

１
－
１

覚
天
明
３
年
１０
月

借
主
茂
兵
衛
・
請
人
惣
吉
→
六
右
衛
門

状
１

金
１

１
－
２

［
書
状
］

「
及
月
廻
候
処
…
」

１２
月
２５
日

東
吉
郎
→
小
沢
七
兵
衛

状
１

金
１

１
－
３

［
書
状
］

「
公
用
書
附
而
已
拝
見
…
」

１２
月
２０
日

東
吉
郎
→
小
沢
七
兵
衛

状
１

金
１

１
－
４
－
０
［
包
紙
］

「
八
両
貸
内
大
小
預
り
…
」

万
延
１
年
閏
３
月
晦
日

彦
根
領
長
野
村
四
郎
兵
衛
→
請
人
鏡
村
金
右
衛
門

状
１

～
１
－
４
－
２
ま
で
一
括

金
１

１
－
４
－
１

覚
（
御
用
達
金
に
付
）

万
延
１
年
閏
３
月
晦
日

小
沢
七
兵
衛
→
長
野
村
酒
屋
四
郎
兵
衛
他
１
名

状
１

金
１

１
－
４
－
２

請
合
之
覚

（
大
小
一
腰
売
渡
に
付
一
件
）

万
延
１
年
閏
３
月
晦
日

鏡
村
金
右
衛
門
→
篠
原
村
江
戸
屋
七
兵
衛

状
１

金
１

１
－
５
－
０
［
包
紙
］

「
證
文
入
」

芦
浦
竹
内
庄
八

状
１

～
１
－
５
－
１
ま
で
一
括

金
１

１
－
５
－
１

拝
借
申
金
子
事

安
政
６
年
７
月
１２
日

穴
村
請
人
四
郎
右
衛
門
・
芦
浦
借
主
庄
八
→
篠
原
小
沢
七
兵

衛

状
１

金
１

１
－
６

覚
（
御
蔵
米
御
貸
下
に
付
）

嘉
永
４
年
６
月

庄
屋
伝
右
衛
門
・
新
左
衛
門
→
小
沢
七
兵
衛

状
１

金
１

１
－
７

借
用
申
金
子
事

（
金
３０
両
）

寛
政
１２
年
７
月

小
幡
本
町
弥
三
右
衛
門
→
大
篠
原
小
沢
七
兵
衛

状
１

金
１

１
－
８

借
用
申
金
子
事

（
金
子
１
両
２
歩
）

天
保
３
年
１１
月
２８
日

江
古
仁
保
喜
屋
左
兵
衛
→
釜
屋
七
兵
衛

状
１

金
１

１
－
９

借
用
申
金
子
事

（
銀
５３
匁
７
分
）

文
政
１０
年
１２
月

借
主
八
内
・
友
八
・
権
蔵
・
半
三
郎
→
七
兵
衛

状
１

金
１

１
－
１０

借
用
申
一
札
之
事

（
金
１
両
）

文
政
４
年
２
月

借
主
喜
兵
衛
・
請
人
源
蔵
→
東
組
甚
八

状
１

金
１

１
－
１１
－
０
［
包
紙
］

「
証
文

壱
通

玉
田
氏
」

包
紙
１

～
１
－
１１
－
２
ま
で
一
括

金
１

１
－
１１
－
１
借
用
申
金
子
之
事

（
高
８０
石
外
質
入
）

玉
田
義（
カ
）助
・
義
之
助
・
山
添
六
兵
衛
→
小
沢
六
左
衛
門

状
１

金
１

１
－
１１
－
２
［
書
状
］

「
一
筆
啓
上
仕
候
…
」（
金
１００
両
借

用
に
付
）

丑
１１
月
晦
日

玉
田
善
助
→
小
沢
六
左
衛
門

状
１

金
１

２
証

（
雛
一
組
引
宛
に
て
借
用
に
付
）

明
治
８
年
９
月
２０
日

山
田
忠
左
衛
門
→
小
沢
七
兵
衛

状
１

金
１

３
証

（
売
家
代
金
受
取
に
付
）

明
治
７
年
８
月
１２
日

西
組
岸
弥
三
郎
→
東
組
御
地
下
中
殿

状
１

金
１

４
［
包
紙
］

「
上
正
寺
ノ
脇
元
佐
治
郎
家
買
入

証
文
」

明
治
７
年
８
月

岸
弥
三
郎
よ
り

包
紙
１

紙
背「
委
任
状
」

金
１

５
－
０

［
包
紙
］

「
一
札

町
組
地
下
」

包
紙
１

～
５
－
１
ま
で
一
括

金
１

５
－
１

差
入
申
一
札
之
事

（
町
内
頼
母
子
に
付
）

安
政
７
年
３
月

町
組
地
下
講
元
伊
助
他
８
名
→
小
沢
七
兵
衛

状
１

金
１

６
［
包
紙
］

「
岡
田
氏
頼
母
子
勘
定
方
に
付
親

類
よ
り
受
合
一
札
」

包
紙
１
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金
１

７
差
入
申
一
札
之
事

（
相
続
講
取
結
に
付
）

明
治
７
年
１
月

講
元
岡
田
平
兵
衛
・
親
類
岡
田
伊
三
郎
他
２
名
→
小
沢
七
兵
衛
状

１

金
１

８
－
０

［
包
紙
］

「
証

町
地
下
」

包
紙
１

～
８
－
１
ま
で
一
括

金
１

８
－
１

差
入
申
一
札
之
事

（
仕
法
講
に
付
）

安
政
７
年
３
月

町
地
下
喜
左
衛
門
他
８
名
→
西
組
地
下
人
忠
次
郎
他
２
名
・
東

組
地
下
人
重
兵
衛
他
２
名
・
岩
倉
組
地
下
人
甚
右
衛
門
地
下
人

他
２
名
・
庄
屋
平
兵
衛
・
年
寄
小
右
衛
門
他
２
名
・
取
締
小
沢
七

兵
衛

状
１

金
１

９
－
０

［
包
紙
］

「
六
左
衛
門
送
り
状
一
札
」

包
紙
１

～
９
－
１
ま
で
一
括

金
１

９
－
１

宗
旨
送
り
手
形
之
事
（
田
中
村
井
口
三
郎
右
衛
門
に
付
）
嘉
永
３
年
２
月

井
口
三
郎
右
衛
門
他
２
名
・
宇
山
宿
人
光
寺
→
大
篠
原
村
庄
屋

新
右
衛
門
・
年
寄
弥
三
郎

状
１

金
１

１０
－
０

［
包
紙
］

「
具
足
譲
受
書
付
二
通
」

包
紙
１

～
１０
－
２
ま
で
一
括

金
１

１０
－
１

覚
（
具
足
代
受
取
）

嘉
永
３
年
５
月
１９
日

野
洲
村
請
人
遠
藤
次
郎
右
衛
門
・
鏡
村
刀
屋
喜
六
→
小
沢
七

兵
衛

状
１

金
１

１０
－
２

譲
り
状
之
事

（
具
足
に
付
）

嘉
永
３
年
５
月
１９
日

大
嶋
井
安
田
・
仕
法
方
六
兵
衛
→
遠
藤
次
郎
右
衛
門

状
１

金
１

１１
－
０

［
包
紙
］

「
下
野
国
茂
木
町
店
証
書
」

包
紙
１

金
１

１１
－
１

為
取
替
一
札
之
事

（
小
沢
七
兵
衛
戸
籍
改
名
に
付
屋

敷
地
往
復
の
証
）

明
治
７
年
８
月
３０
日

蒲
生
郡
第
五
区
八
幡
北
末
町
２５
番
屋
敷
伊
藤
四
郎
他
１
名
→

大
篠
原
村
４６
番
屋
敷
小
澤
七
兵
衛

竪
１

金
１

１２
－
０

［
包
紙
］

「
為
取
替
証
書
」

包
紙
１

金
１

１２
－
１

為
取
替
一
札
之
事

（
茂
木
店
釜
屋
七
兵
衛
跡
相
続
譲

り
受
）

明
治
１
年
９
月

八
幡
寺
内
北
末
町
譲
受
人
近
江
屋
藤
田
四
郎
他
１
名
→
大
篠

原
村
小
澤
六
左
衛
門

状
１

金
１

１２
－
２

為
取
替
証
文

（
回
行
料
玄
米
進
納
に
付
）

明
治
１０
年
１０
月
１２
日

蒲
生
郡
第
十
五
区
日
野
大
窪
町
嶋
崎
利
兵
衛
他
２
名
→
大
篠

原
村
小
澤
七
兵
衛

状
１

金
１

１３
－
０

［
包
紙
］（
半
紙
）

包
紙
１

金
１

１３
－
１

「
上
ノ
八
百
両
御
月
割
金
…
」（
報

徳
仕
法
計
算
書
カ
）

状
１

金
１

１３
－
２

年
済
金
証
文
之
事

（
月
割
上
納
金
返
済
に
付
）

天
保
２
年
４
月

稲
田
理
兵
衛
他
５
名
→
小
沢
十
兵
衛

状
１

奥
書
あ
り
・
端
裏
書
あ

り

金
１

１４
－
０

［
包
紙
］

「
書
付
」

包
紙
１

金
１

１４
－
１

「
其
方
儀
七
兵
衛
代
よ
り
」（
上
下

着
用
差
免
）

亥
１２
月
１３
日

→
釜
屋
新
介

状
１
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金
１

１５
－
０

［
包
紙
］

包
紙
１

金
１

１５
－
１

書
付

「
書
付
」（
若
殿
様
御
乗
出
御
祝
儀

に
付
奇
特
の
旨
）

酉
６
月

秋
田
助
太
夫
・
中
村
勧
農
衛
→
小
澤
七
兵
衛

状
１

金
１

１６
借
用
金
之
事

「
黒
羽
出
店
釜
屋
十
兵
衛
よ
り
証

文
改
」

文
化
１１
年
１
月

片
岡
菖
次
右
衛
門
・
関
口
湛
蔵
→
茶
屋
七
兵
衛
・
栄
屋
泉
司

状
１

金
１

１７
－
０

［
包
紙
］

状
１

金
１

１７
－
１

奉
公
人
証
文
之
事

（
彦
右
衛
門
醤
油
商
売
見
習
奉
公

に
付
）

天
明
８
年
２
月

大
豆
田
村
証
人
源
蔵
→
釜
屋
十
兵
衛

状
１

金
１

１７
－
２

借
用
申
金
子
之
事

（
金
１
両
）

天
明
４
年
４
月
２８
日

佐
良
土
問
屋
与
惣
左
衛
門
他
１
名
→
黒
羽
釜
屋
佐
平
治
・
茂
兵

衛

状
１

金
１

１７
－
３

添
書
之
事

（
金
子
返
済
滞
り
に
付
）

辰
１２
月

佐
良
土
か
し
与
惣
左
衛
門
・
政
次
→
釜
屋
佐
平
治
・
惣
兵
衛

状
１

金
１

１７
－
４

借
用
仕
証
文

（
金
１
両
１
分
）

天
明
４
年
７
月

塩
か
ま
村
借
主
幸
右
衛
門
他
３
名
→
黒
羽
向
町
釜
屋
左
平
治

状
１

金
１

１７
－
５

米
首
尾
証
文

（
金
１
両
借
用
に
付
）

天
明
４
年
７
月

塩
か
ま
村
借
主
長
右
衛
門
・
半
助
他
１
名
→
黒
羽
向
下
町
釜
屋

左
平
治

状
１

金
１

１７
－
６

借
用
証
文

（
金
１
分
）

天
明
６
年
１２
月

塩
か
ま
村
借
主
孫
兵
衛
他
１
名
→
釜
屋
十
兵
衛
・
取
次
左
平
治
状

１

金
１

１７
－
７

覚
（
御
用
金
預
に
付
）

天
明
３
年
１２
月

片
岡
猪
右
衛
門
他
２
名
→
釜
屋
七
兵
衛

状
１

写

金
１

１７
－
８

「
巳
三
月
廿
六
日
ニ
…
」（
請
取
）

巳
３
月
２６
日

状
１

金
１

１７
－
９

相
定
申
一
札
之
事

（
建
家
諸
道
具
等
売
渡
に
付
）

寛
政
５
年
８
月

野
州
茂
木
町
釜
屋
七
兵
衛
・
代
藤
兵
衛
→
黒
羽
向
町
奈
良
屋

吉
兵
衛
・
同
所
御
立
合
近
江
屋
平
右
衛
門

状
１

金
１

１８
覚

（
御
用
金
借
用
に
付
）

天
保
２
年
２
月

中
村
市
郎
右
衛
門
→
小
沢
七
兵
衛

状
１

写
・
裏
書
あ
り

金
１

１９
田
畑
名
高
覚

文
化
１３
年

竪
１

金
１

２０
－
０

［
包
紙
］

「
酒
株

書
付
」

釜
屋
七
兵
衛

包
紙
１

金
１

２０
－
１

御
達
書

（
酒
造
株
鑑
札
交
付
に
付
）

天
保
１４
年
１
月

役
所
→
藤
縄
村
酒
造
人
七
兵
衛

状
１

金
１

２１
覚

（
御
払
米
代
先
納
金
受
取
に
付
）

天
明
７
年
未
９
月
１２
日

岡
彦
兵
衛
→
釜
屋
七
兵
衛

状
１

金
１

２２
覚

（
御
用
金
預
り
に
付
）

文
化
１
年
６
月

片
岡
菖
左
衛
門
・
関
口
湛
蔵
→
釜
や
七
兵
衛

状
１

金
１

２３
永
代
売
渡
し
申
家
鋪

之
事

（
金
１０
両
に
て
）

文
化
７
年
１２
月

売
主
彦
右
衛
門
他
２
名
→
釜
屋
七
兵
衛

状
１

庄
屋
大
喜
・
惣
八
の
奥

印

金
１

２４
［
包
紙
］

「
此
書
付
二
通
勘
兵
衛
…
」

包
紙
１
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金
１

２５
預
申
金
子
証
文
之
事
（
御
類
焼
に
付
御
用
）

天
明
６
年
５
月

片
岡
猪
右
衛
門
他
２
名
→
釜
屋
七
兵
衛

状
１

金
１

２６
覚

（
御
類
焼
に
付
御
用
）

文
化
３
年
５
月

片
岡
猪
右
衛
門
・
関
口
湛
蔵
→
よ
こ
丁
釜
屋
七
兵
衛

状
１

金
１

２７
［
書
付
］

「
此
度
御
趣
法
之
御
趣
意
…
」

小
沢
七
兵
衛

状
１

金
１

２８
「
天
保
七
申
四
月
廿
六
日
此
書
付
」

（
御
用
達
金
返
上
に
付
）

天
保
７
年
４
月
２６
日

状
１

金
１

２９
譲
渡
申
証
文
之
事

（
酒
林
株
に
付
）

天
保
５
年
７
月

藤
縄
村
世
話
人
田
中
弥
右
衛
門
他
４
名
→
小
沢
七
兵
衛

状
１

裏
書
ア
リ

金
１

３０
預
り
申
種
石
金
子
之

事

（
３０
両
時
貸
し
に
付
）

天
明
７
年
２
月

片
岡
猪
右
衛
門
他
２
名
→
釜
屋
七
兵
衛

状
１

端
裏
書
あ
り

金
１

３１
－
０

［
封
紙
］

「
金
十
五
両
献
金
之
受
取
」

封
紙
１

金
１

３１
－
１

献
納
金
請
取
之
通

辰
１０
月
２０
日

稲
田
彦
九
郎
他
２
名
→
小
沢
七
兵
衛

状
１

金
１

３２
－
０

［
包
紙
］

「
書
付
」

状
１

金
１

３２
－
１

「
小
沢
七
兵
衛
…
」（
御
勝
手
御
用

相
勤
に
付
除
地
）

酉
６
月

秋
田
助
太
夫
・
中
村
勧
農
衛
→
小
沢
七
兵
衛

状
１

金
１

３３
［
書
］

「
恭
倹
持
己
」

小
沢
関
嘱（
カ
）

布
１

金
２

０
［
木
箱
］

「
御
書
附
小
沢
七
兵
衛
」

箱
１

金
２

１
［
書
状
］

「
御
自
分
儀
旧
来
御
勝
手
御
用
相

弁
罷
在
候
処
」

３
月
１１
日

→
小
沢
七
兵
衛

状
１

金
２

２
上

「
覚

一
金
三
百
両
江
戸
小
網

町
三
丁
目
釜
屋
治
左
衛
門
よ
り
返

金
」

天
保
７
申
年
４
月

小
沢
七
兵
衛

横
１

金
２

３
－
０

［
包
紙
］

弘
化
２
年
巳
３
月
２７
日

包
紙
１

金
２

３
－
１

覚
「
江
戸
柳
原
屋
敷
御
普
請
ニ
付
金

百
両
」

丑
３
月
２４
日

関
口
憲
兵
衛
→
釜
屋
七
兵
衛

状
１

金
２

３
－
２

覚
「
一

金
弐
拾
五
両
」（
此
度
類
焼

に
付
上
納
金
受
取
）

巳
３
月
２７
日

片
岡
猪
右
衛
門
他
２
名
→
小
沢
七
兵
衛

状
１

金
２

３
－
３

「
江
戸
柳
原
屋
敷
御
普
請
献
納
金

請
取
通
」（
上
納
金
受
取
）

弘
化
２
年
己
巳
３
月

三
岡
金
三
郎
→
小
沢
七
兵
衛

状
２

折
紙

金
２

４
－
０

口
上
書
覚［
包
紙
］

包
紙
１
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組
織
単
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o.

表
題
・［
内
容
表
題
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「
書
き
出
し
」・（
内
容
）

年
代

作
成
→
宛
所

形
態

数
量

備
考

金
２

４
－
１

「
口
上
ニ
而
被
仰
付
候
文
政
十
二

丑
年
三
月
」（
苗
字
・
帯
刀
被
仰
付

に
付
請
書
）

小
沢
七
兵
衛
征
美
→
御
奉
行
関
口
湛
蔵
他
４
名

状
１

金
２

５
－
０

［
包
紙
］

「
茂
木
御
役
所
ニ
而
御
給
人
格
」

包
紙
１

金
２

５
－
１

被
仰
付
候
覚
書

（
沼
津
御
貸
金
に
付
給
人
格
被
申

付
）

天
保
５
年
４
月
２８
日

状
１

金
２

６
－
０

［
包
紙
］

「
書
付

七
兵
衛
江
」

包
紙
１

金
２

６
－
１

「
文
政
七
甲
申
年
十
二
月
九
日
」

文
政
７
年
１２
月
９
日

状
１

金
２

６
－
２

「
其
方
事
今
般
帯
刀
御
免
被
成
下

候
事
」

１２
月
９
日

→
釜
屋
七
兵
衛

状
１

金
２

６
－
３

覚
（
鈴
木
氏
縁
談
請
入
用
金
受
取
）

天
保
３
年
５
月
３
日

大
根
田
村
徳
蔵
→
三
右
衛
門
・
仙
右
衛
門

状
１

金
２

７
－
０

［
包
紙
］

「
書
付

釜
屋
七
兵
衛
」

包
紙
１

金
２

７
－
１

「
文
化
五
丁
卯
年
十
二
月
…
」

状
１

金
２

７
－
２

「
其
方
御
用
達
相
勤
候
ニ
付
」（
扶

持
方
一
人
分
下
置
か
れ
）

１２
月
１１
日

→
釜
屋
七
兵
衛

状
１

金
２

８
－
０

［
包
紙
］

「
受
取
書
」

包
紙
１

金
２

８
－
１

記
（
小
沢
家
先
祖
書
霊
書
へ
御
備
受

納
）

明
治
２０
年
１
月

安
養
寺
住
�
見
和
峯
→
嶋
崎
泉
治
殿
御
中

状
１

金
２

９
乍
恐
以
口
上
書
奉
申

上
候

（
若
君
様
御
乗
出
の
献
納
金
に
付
）
嘉
永
１
年
１０
月
２
日

嶋
崎
泉
司
代
藤
吉
他
１
名
→
取
次
小
堀
太
左
司

状
１

金
２

１０
覚

「
一
金
百
両
也
」（
御
公
務
御
備
金

の
内
上
納
に
付
）

嘉
永
５
年
９
月
１６
日

片
岡
登
良
輔
他
３
名
→
小
沢
七
兵
衛
他
１
名

状
１

金
２

１１
－
０

御
書
附
写
壱
通

包
紙
１

金
２

１１
－
１

「
文
政
九
丙
戌
年
十
月
十
五
日
」

（
１１
－
２
の
説
明
）

状
１

金
２

１１
－
２

「
小
沢
七
兵
衛
一
其
方
儀
勝
手
用

達
申
附
」

１０
月
７
日

→
小
沢
七
兵
衛

状
１

金
２

１２
－
０

口
上

「
江
戸
に
て

被
仰
付
趣
書
付
覚
」

包
紙
１

金
２

１２
－
１

「
被
仰
付
之
趣
覚
書
…
」

状
１
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表
題
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内
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題
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「
書
き
出
し
」・（
内
容
）

年
代

作
成
→
宛
所

形
態

数
量

備
考

金
２

１３
－
０

書
状

壱
通

包
紙
１

金
２

１３
－
１

［
書
状
］

「
以
手
紙
得
御
意
候
」

１１
月
２０
日

中
村
勧
農
衛
→
小
沢
七
兵
衛

状
１

金
２

１３
－
２

口
上

「
一
寸
得
貴
意
候
然
者
…
」

１
月
１４
日

小
堀
左
右
司
→
小
沢
七
兵
衛

状
１

金
２

１３
－
３

［
書
状
］

「
其
元
義
是
迄
括
別
之
次
…
」

１２
月

→
小
沢
七
兵
衛

状
１

金
２

１３
－
４

「
天
保
十
己
亥
正
月
十
二
日
此
書

付
」

状
１

金
２

１３
－
５

［
書
付
写
］

「
中
村
勧
農
衛
様
よ
り
御
状
…
」

亥
１
月
１１
日

状
１

金
２

１３
－
６

［
書
状
］

「
以
手
紙
得
御
意
候
」

１
月
１４
日

片
岡
猪
右
衛
門
他
２
名
→
小
堀
左
右
司

状
１

金
２

１４
－
０

書
付

弘
化
２
年
１１
月

包
紙
１

金
２

１４
－
１

「
御
自
分
儀
多
年
御
勝
手
許
」（
江

戸
屋
敷
造
営
に
付
き
紋
付
等
下
さ

る
）

巳
１１
月

御
用
所
→
小
沢
七
兵
衛

状
１

金
２

１５
「
天
保
八
丁
酉
年
三
月
十
一
日
於

御
役
所
」（
説
明
書
）

状
１

金
２

１６
覚

「
横
町
釜
屋
七
兵
衛
分
」（
冥
加
金

金
２
両
）

卯
２９
日

御
役
所

状
１

金
２

１７
［
書
状
］

「
此
度
改
日
三
人
扶
持
彼
下
置
候

者
也
」

辰
５
月

千
本
小
太
郎
内

副
田
徳
太
夫
→
釜
屋
七
兵
衛

状
１

金
２

１８
－
０

書
付

包
紙
１

金
２

１８
－
１

「
其
方
事
去
六
月
中
中
村
失
火
之

節
」

亥
１０
月

→
釜
屋
七
兵
衛

状
１

金
２

１９
－
０

口
達
書

包
紙
１

金
２

１９
－
１

口
達
書

「
近
来
病
身
老
衰
」

９
月
１８
日

役
所
→
小
沢
七
兵
衛

状
１

金
２

１９
－
２

覚
「
一
茂
木
蔵
六
拾
表
」

□
４
月
３
日

［
］
平
蔵（
カ
）→
か
ま
や
熊
八

状
１

金
２

１９
－
３

覚
「
一
金
三
分
也
」

辰
１２
月
２９
日

御
役
所
→
釜
屋
七
兵
衛

状
１

金
２

２０
－
０

［
包
紙
］

「
書
付
」

小
沢
七
兵
衛

包
紙
１

金
２

２０
－
１

覚
書

「
弘
化
二
巳
三
月
廿
日
、一
金
百
両

…
」（
献
納
金
柳
原
御
普
請
等
の

覚
）

状
１
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組
織
単
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N
o.

表
題
・［
内
容
表
題
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「
書
き
出
し
」・（
内
容
）

年
代

作
成
→
宛
所

形
態

数
量

備
考

金
２

２０
－
２

指
出
申
一
札
之
事

「
一
、此
度
氏
家
宿
大
野
屋
…
」

（
下
女
世
話
致
し
に
付
）

享
和
３
年
亥
３
月
２
日

亀
屋
弥
兵
衛
他
１
名
→
油
屋
忠
兵
衛

状
１

金
２

２０
－
３

「
献
納
金
御
貸
付
月
賦
納
割
合
之

通
」（
献
納
金
の
指
示
）

弘
化
丙
午（
３
年
）１
月

小
堀
左
右
司
→
小
沢
七
兵
衛

状
１

折
紙

金
２

２０
－
４

借
用
金
子
證
文
之
事
「
一
、金
三
百
両
也
．
右
を
此
度

無
據
金
子
御
入
用
…
」（
御
離
縁
出

金
外
ニ
御
下
知
の
写
）

御
蔵
方
稲
田
理
兵
衛
他
６
名
→
小
沢
七
兵
衛

状
１

端
裏
書
あ
り

金
２

２１
覚

「
一
、金
六
両
也
」（
請
取
証
文
）

日
本
橋
通
一
丁
目
近
江
屋
三
郎
右
衛
門
→
儀
右
衛
門

状
１

金
２

２２
－
０

［
包
紙
］

「
文
政
元
戊
寅
九
月
御
下
屋
敷
御

類
焼
ニ
付
」

包
紙
１

金
２

２２
－
１

覚
「
一
金
弐
十
両
也
」

寅
１０
月

小
堀
七
郎
兵
衛
他
１
名
→
釜
屋
七
兵
衛

状
１

金
２

２３
覚

（
半
切
十
四
枚
也
、他
代
金
受
取
）

天
保
８
年
１２
月
２２
日

永
島
四
兵
衛
→
小
澤
七
兵
衛

状
１

金
２

２４
－
０

［
包
紙
］

「
證
文

文
政
五
午
年
六
月
改
」

包
紙
１

金
２

２４
－
１

證
文
之
事

（
五
ヵ
年
間
利
息
米
用
捨
に
付
證

文
）

文
政
５
年
６
月

沢
村
源
五
右
衛
門
、大
谷
津
求
馬
→
釜
屋
七
兵
衛

状
１

奥
書
、裏
書
あ
り

金
２

２５
－
０

［
包
紙
］

「
辰
三
月
廿
三
日

金
三
拾
両
」

包
紙
１

金
２

２５
－
１

覚
（
月
割
先
納
加
入
金
預
り
に
付
）

辰
３
月
２２
日

釜
屋
七
兵
衛
→
片
岡
氏

状
１

「
野
洲
茂
木
町
釜
屋
」の

印
あ
り

金
２

２６
－
０

［
包
紙
］

「
御
殿
様
御
下
知
書
」

包
紙
１

金
２

２６
－
１

「
御
役
所
よ
り
…
」（
別
紙
の
通
り

す
べ
き
に
付

達
）

４
日

小
い（
カ
）出
久
兵
衛
→
釜
屋
七
兵
衛

状
１

金
２

２６
－
２

「
御
勝
手
引
受
ニ
付
…
」（
御
勝
手

引
受
の
書
付
返
上
命
令
）

８
月
４
日

役
所
→
指（
カ
）行
所

状
１

金
２

２７
覚

（
畑
質
地
に
相
渡
９
両
内
借
に
付
）

安
永
３
年
１１
月
２
日

横
町
沢
屋
岸（
カ
）次
郎
他
１
名
→
釜
屋
八
兵
衛
殿

状
１

金
２

２８
覚

（
金
拾
両
受
取
）

７
月
９
日

役
所
→
小
沢
七
兵
衛

状
１

金
２

２９
－
０

［
包
紙
］

「
金
百
両
上
切
手
形
」

包
紙
１

金
２

２９
－
１

覚
（
金
百
両
借
用
に
付
）

未
１２
月
２７
日

門
屋
左
司
衛
門
→
釜
屋
七
兵
衛

状
１

金
２

３０
－
０

書
付

壱
通

［
包
紙
］

包
紙
１
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年
代

作
成
→
宛
所

形
態

数
量

備
考

金
２

３０
－
１

「
釜
屋
七
兵
衛
…
」（
町
年
寄
格
申

し
付
け
）

１２
月

→
釜
屋
七
兵
衛

状
１

金
２

３１
－
０

［
包
紙
］

「
上
下
代
金
三
百
匹

小
沢
七
兵

衛
」

安
政
４
丁
巳
年
８
月

茂
木

細
川
長
門
守
→
小
沢
七
兵
衛

包
紙
１

作
成
者
は
貼
紙
に
よ
り

わ
か
る
。

金
２

３１
－
１

「
小
沢
七
兵
衛
」（
普
請
金
献
納
受

取
り
）

８
月

→
小
沢
七
兵
衛

状
１

金
２

３２
－
０

書
付
［
包
紙
］

包
紙
１

金
２

３２
－
１

「
釜
屋
七
兵
衛
」

（
帯
刀
御
免
）

１０
月
２４
日

→
釜
屋
七
兵
衛

状
１

金
２

３２
－
２

「
文
政
六

癸
未
年
十
月
二
十
四

日
…
」

（
呼
出
し
奉
行
三
名
の
名
）

文
政
６
癸
未
年
１０
月

２４
日
頃

状
１

金
２

３３
年
越
手
形
之
事

「
一

金
五
百
両
也
」

寛
政
１２
庚
申
年
１２
月

馬
込
久
蔵
、関
口
湛
蔵
→
釜
屋
七
兵
衛

状
１

金
３

０
［
木
箱
］

木
箱
１

金
３

１
－
０

［
包
紙
］

「
一
札
」

包
紙
１

～
１９
－
１
－
１
ま
で
一
括

金
３

１
－
１

覚
（
御
用
達
金
証
文
差
登
せ
ニ
付
一

札
）

天
保
７
年
４
月

上
田
正
太
郎
、秋
田
清
七
郎
、片
岡
猪
右
衛
門
、岡
勘
兵
衛
→

小
沢
七
兵
衛

状
１

金
３

２
－
０

［
包
紙
］

「
書
付

安
養
寺
」

包
紙
１

～
１９
－
２
－
２
ま
で
一
括

金
３

２
－
１

流
地
買
請
畑
手
形
之

事

（
上
畑
な
ど
金
３
両
に
て
）

文
政
４
年
１
月

買
主
吉
兵
衛
、組
内
金
兵
衛
、他
２
名
→
釜
屋
七
兵
衛

状
１

金
３

２
－
２

［
包
紙
］

「
瀧
下
畑
砂
田
油
屋
…
」

包
紙
１

紙
替「
書
状
」

金
３

３
－
０

［
包
紙
］

「
御
城
山
畑
売
渡
し
申
手
形
…
」

包
紙
１

～
１９
－
３
－
２
ま
で
一
括

金
３

３
－
１

山
之
事

（
山
売
渡
シ
ニ
付
）

明
和
５
年
４
月
１６
日

小
井
戸
村
売
主

清
次
郎
他
３
名
→
横
町
釜
屋

七
兵
衛

状
１

金
３

３
－
２

為
替
取
畑
証
文
之
事
（
山
畑
金
２
分
に
て
）

文
政
４
年
４
月

買
主
吉
兵
衛

他
３
名
→
釜
屋
七
兵
衛

状
１

加
判
２
名
ア
リ

金
３

４
相
渡
シ
申
山
手
形
事
（
写
）

安
永
７
年
５
月
７
日

横
町
売
主

七
兵
衛
、立
合
小
井
戸
村

平
兵
衛
→
小
井
戸

村
玉
上

新
六

状
１

加
判
３
名

金
３

５
－
０

［
包
紙
］

「
御
達
書

藤
縄
村

酒
造
人

七
兵
衛
」

包
紙
１
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年
代

作
成
→
宛
所

形
態

数
量

備
考

金
３

５
－
１

口
上
之
覚

（
養
子
家
督
相
続
ニ
付

御
用
達

継
承
願
）

６
月

小
沢
七
兵
衛
→
中
勇
三
、上
正
太
郎
他
２
人

状
１

金
３

６
－
０

［
包
紙
・
写
］

「
御
預
人
証
文
之
事
」

包
紙
１

金
３

６
－
１

御
預
金
［

］
之
事
（
金
８０
両
）

嘉
永
１
年
１２
月

嶋
崎
泉
司
、小
沢
七
兵
衛
→
御
役
所

状
１

虫
損
大

金
３

６
－
２

御
預
金
［

］
之
事
（
金
８０
両
）

状
１

６
－
１
の
コ
ピ
ー

金
３

７
－
１

「
釜
屋

七
兵
衛
」（
地
面
永
代
被

下
置
ニ
付
）

文
政
７
年
８
月

岡
口
湛
蔵
、片
岡
猪
右
衛
門
、片
岡
葛
次
右
衛
門

状
１

金
３

７
－
２

書
付

（
年
貢
免
除
ニ
付
）

文
政
７
閏
８
月

岡
口
湛
蔵
、片
岡
猪
右
衛
門
、片
岡
葛
次
右
衛
門

状
１

金
３

７
－
３

相
渡
申
手
形
之
事

（
屋
敷
地
に
付
）

宝
暦
４
年
４
月
１５
日

藤
縄
村
検
行

押
久
保

半
助

年
寄
田
中
弥
右
衛
門
、高

村
吉
兵
衛
→
横
町
釜
屋

七
兵
衛

状
１

裏
書
ア
リ

金
３

７
－
４

永
代
ニ
売
渡
シ
申
家

屋
敷
之
事

（
３０
両
に
て
売
り
渡
し
）

享
保
４
年
２
月
５
日

横
町

売
主

丈
右
衛
門
他
２
名
→
市
場
村
馬
込

弥
五
右

衛
門

状
１

加
判
ア
リ

金
３

７
－
５

永
代
ニ
売
渡
シ
申
家

屋
敷
之
事

（
２１
両
２
分
に
て
売
り
渡
し
）

享
保
４
年
１
月
２３
日

売
主

石
井
丈
右
衛
門
他
２
名
→
宇
都
宮
新
宿
町

釜
屋
七

兵
衛

状
１

加
判
ア
リ

金
３

７
－
６

覚
（
除
地
ニ
付
）

天
保
５
年
７
月

関
口
武
兵
衛
、他
２
名
→
小
沢
七
兵
衛

状
１

金
３

８
－
０

［
包
紙
］

「
証
文

塩（
カ
）田
山

一
通
」

包
紙
１

～
１９
－
８
－
１
ま
で
一
括

金
３

８
－
１

借
用
金
子
証
文
之
事
「
一
、金
弐
百
両
也
」（
本
堂
再
建
に

付
）

弘
化
３
年
１２
月

借
主

能
持
院
、御
奉
行

井
戸
東
四
郎
他
２
名
→
金
主

小

沢
七
兵
衛
、島
崎
泉
司

状
１

「
御
家
老

中
村
勘
農

衛
」奥
印

金
３

９
有
合
ニ
売
渡
申
田
地

之
事

（
金
３
両
に
て
）

宝
暦
８
年
２
月

横
町
売
主

幸
七
、他
２
名
→
釜
屋
七
兵
衛

状
１

金
３

１０
立
替
金
渡
帳

弘
化
３
年
１２
月

小
沢
七
兵
衛
→
塩
田
山
副
寺

横
１

金
３

１１
－
０

［
包
紙
］

「
館
ノ
畑
売
渡
し
申
候
所
」

包
紙
１

～
１９
－
１１
－
１
ま
で
一

括

金
３

１１
－
１

流
地
ニ
買
請
申
畑
之

事

（
金
子
５
両
に
て
）

文
政
６
年
２
月
２５
日

小
井
戸
村
買
主
武
左
衛
門
他
５
名
→
横
町
釜
屋

七
兵
衛

状
１

金
３

１２
－
０

［
包
紙
］

「
酒
造
株
譲
渡
証
文
壱
通
」

包
紙
１

金
３

１２
－
１

覚
（
酒
桶
・
酒
船
売
渡
し
ニ
付
）

天
保
１０
年
１１
月

永
島
由
兵
衛
→
小
沢
七
兵
衛

状
１

金
３

１２
－
２

差
上
申
御
証
文
之
事
（
酒
林
取
上
げ
ニ
付
）

宝
暦
８
年
１０
月
２７
日

芦
沼
村
庄
屋

藤
蔵

他
３
名
→
御
役
所
様

状
１

裏
書
ア
リ
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年
代

作
成
→
宛
所

形
態

数
量

備
考

金
３

１３
－
０

［
包
紙
］

「
坂
井
畑
手
形
藤
兵
衛
殿
分
」

包
紙
１

～
１９
－
１３
－
１
ま
で
一

括

金
３

１３
－
１

相
渡
申
畑
手
形
之
事
（
金
４
両
に
て
）

宝
暦
８
年
９
月

横
町
地
主

藤
兵
衛

他
１
名
→
釜
屋
七
兵
衛

状
１

金
３

１４
－
０

［
包
紙
］

「
会
下
絹
舘
坂
道
之
東
畑
手
畑
」

包
紙
１

～
１９
－
１４
－
１
ま
で
一

括

金
３

１４
－
１

流
地
買
受
田
畑
之
事
（
金
２
両
に
て
）

文
政
６
年
１１
月

売
主
槻
木
村

庄
介

他
２
名
→
釜
屋
七
兵
衛

状
１

奥
書
あ
り

庄
屋
新
右
衛
門

金
３

１５
－
０

［
包
紙
］

「
紋
形
」

包
紙
１

金
３

１５
－
１

「
一
」（
マ
マ
）

状
１

金
３

１６
－
０

［
包
紙
］

「
坂
田
安
養
畑
之
手
事
」

包
紙
１

～
１９
－
１６
－
２
ま
で
一

括

金
３

１６
－
１

覚
（
畑
方
御
年
貢

他
書
上
）

３
月
１
日

垣
田
喜
蔵
→
釜
屋
七
兵
衛

状
１

金
３

１６
－
２

有
合
売
渡
畑
証
文
之

事

「
一
金
三
両
也
」

享
和
３
年
３
月
１
日

売
主
喜
蔵

他
２
名
→
横
町
釜
屋

七
兵
衛

状
１

金
３

１７
－
０

［
包
紙
］

「
田
畑
右
手
形
入
」

包
紙
１

金
３

１７
－
１

覚
「
一
下
畑

九
畝
十
八
分
」

１２
月
１８
日

状
１

金
３

１７
－
２

売
渡
申
田
地
之
事

「
一
上
田
壱
反

弐
畝
拾
歩
」

寛
保
２
年
７
月

売
人

幸
助

他
２
名
→
坂
田
五
郎
左
衛
門

状
１

金
３

１７
－
３

相
渡
申
田
畑
之
事

「
右
之
田
壱
反
四
畝
拾
五
歩
…
」

延
享
４
年
１２
月
２４
日

請
人
孝
七

他
２
名
→
釜
屋
七
兵
衛

状
１

加
判
あ
り

五
郎
左
衛
門

金
３

１７
－
４

覚
「
一
壱
両
壱
分
八
文
」

（
割
付
上
納
金
覚
）

７
月
８
日

庄
屋

重
右
衛
門
→
横
町

七
兵
衛

状
１

金
３

１７
－
５

借
用
申
金
子
之
事

「
一
金
三
両
也
」

（
上
畑
三
畝
九
歩
）

明
治
７
年
４
月
１２
日

売
主

南
八

他
１
名
→
七
兵
衛

状
１

加
判

重
右
衛
門

金
３

１７
－
６

借
用
申
手
形
之
事

「
金
子
合
三
両
也
」

（
畑
三
枚
）

寛
保
１
年
１２
月
３０
日

借
主

伊
惣
治

他
１
名
→
釜
屋
七
兵
衛

状
１

金
３

１８
－
０

［
包
紙
］

「
新
地
畑
申
二
月
よ
り
…
」

包
紙
１

～
１９
－
１８
－
２
ま
で
一

括

金
３

１８
－
１

「
上
々
畑
四
セ
十
三
歩
…
」

（
年
貢
割
付
下
書
）

状
１
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年
代

作
成
→
宛
所

形
態

数
量

備
考

金
３

１８
－
２

「
上
々
畑
四
セ
拾
三
歩
…
」

（
年
貢
割
付
）

状
１

金
３

１９
－
０

［
包
紙
］

「
酒
株
御
印
鑑
并
御
書
附
壱
通
…
」

包
紙
１

～
１９
－
１９
－
１
ま
で
一

括

金
３

１９
－
１

［
包
紙
］

「
田
畑
遣
之
手
形
入
…
」

包
紙
１

金
３

２０
借
用
申
金
子
之
事

「
一
金
弐
両
也
」

弘
化
２
年
６
月
日

当
人

井
戸
東
四
郎
→
小
澤
七
兵
衛

状
１

金
３

２１
「
小
沢
七
兵
衛（
印
）」

状
１

前
欠
カ

金
３

２２
－
０

御
印
鑑

春
田
次
郎
助
→
沢
村
源
右
衛
門

状
１

金
３

２２
－
１

印
鑑

千
本
小
太
郎

状
１

金
３

２３
－
０

［
包
紙
］

「
千
本
様
ヨ
リ
被
下
包
紙
」

包
紙
１

金
３

２３
－
１

［
包
紙
］

「
扶
持
方
弐
人
分
」

包
紙
１

金
３

２３
－
２

［
包
紙
］

「
紋
付
小
袖
金
五
百
疋
」

包
紙
１

金
３

２３
－
３

［
包
紙
］

「
御
肴

金
弐
百
疋
」

包
紙
１

金
３

２３
－
４

［
包
紙
］

「
上
下

金
三
百
疋
」

包
紙
１

金
３

２４
－
１

年
季
ニ
売
渡
申
畠
之

事

（
金
１４
両
に
て
）

安
永
３
年
１１
月
７
月

売
主
横
町

沢
屋
幸
四
郎
他
１
名
→
釜
屋
七
兵
衛

状
１

金
３

２４
－
２

覚
「
一
上
田
」

状
１

後
欠

金
３

２４
－
３

覚
「
一
上
田
弐
十
弐
間
…
」

未
２
月
２０
日

状
１

金
３

２４
－
４

「
一
上
田
弐
十
四
間
」

状
１

前
欠

金
３

２４
－
５

覚
「
一
田
三
段
」

状
１

金
３

２５
永
代
売
渡
申
畑
之
事
（
金
２
両
２
分
）

享
保
７
年
３
月
１５
日

吉
左
衛
門

他
４
名
→
釜
屋
七
兵
衛

状
１

金
３

２６
金
子
借
用
證
文
之
事
（
金
十
両
）

弘
化
３
年
５
月
２２
日

石
井
孫
兵
衛

他
１
名
→
小
沢
七
兵
衛

状
１

金
３

２７
－
０

［
包
紙
］

「
天
子
村
畑
手
形
」

状
１

金
３

２７
－
１

被
渡
申
質
地
證
文
之

事

（
上
畑
六
畝
）

文
化
３
年
寅

天
子
村
質
主

新
左
衛
門

他
２
名
→
釜
屋
七
兵
衛

状
１

金
３

２８
「
小
沢
七
兵
衛（
印
）」

（
状
の
差
出
書
判
切
取
）

状
４

金
３

２９
－
０

［
包
紙
］

「
瀧
下
畑
證
文
」

包
紙
１
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年
代

作
成
→
宛
所

形
態

数
量

備
考

金
３

２９
－
１

年
季
売
渡
畑
証
文
之

事

（
金
拾
両
）

文
化
１
年
３
月
日

槻（
カ
）木
村

売
主
金
二
郎

他
１
名
→
釜
屋
七
兵
衛

状
１

金
３

２９
－
２

年
季
売
渡
畑
証
文
之

事

（
中
畑
五
畝
）

文
化
１
年
３
月

沖
屋
売
主
金
二
郎

他
１
名
→
釜
屋
七
兵
衛

状
１

金
３

２９
－
３

「
一
中
畑
五
畝
」

状
１

金
３

３０
永
代
売
渡
シ
申
畑
之

事

（
金
２
両
２
分
に
て
）

享
保
７
年
３
月
２
日

売
主

茂
左
衛
門

他
４
名
→
か
ま
や
七
兵
衛

状
１

金
３

３１
「
小
沢
七
兵
衛（
印
）」

（
状
の
差
出
書
判
切
取
）

状
２

金
３

３２
－
０

［
包
紙
］

「
証
文

柏
屋
仁
平
治
様
よ
り
」

包
紙
１

金
３

３２
－
１

譲
渡
申
証
文
之
事

（
酒
林
壱
本
）

文
政
９
年
６
月

小
源
村

仲
立
人

理
右
衛
門

他
４
名
→
茂
木
横
町

仁

平
治
殿

状
１

奥
書
あ
り
、裏
書
あ
り

金
３

３３
－
０

［
包
紙
］

「
證
文
一
通
」

包
紙
１

金
３

３３
－
１

永
代
譲
渡
家
屋
敷
証

文
之
事

（
金
２４
両
）

文
政
１２
年
１２
月

売
主

高
村
錦
平

他
８
名
→
小
沢
七
兵
衛

状
１

奥
書
あ
り
、端
裏
あ
り

金
３

３４
借
用
申
金
子
証
文
之

事

「
一

金
弐
両
也
」

弘
化
３
年
１０
月

借
主

三
宅
左
織

他
１
名
→
小
沢
七
兵
衛

状
１

金
３

３５
［
包
紙
］

「
証
文

金
二
両
井
戸
東
四
郎
様
」

包
紙
１

金
４

０
［
木
箱
］

「
古
証
文
色
々
」

箱
１

金
４

１
－
０

［
包
紙
］

「
安
養
寺
書
附
三
通

別
家
釜
屋

新
兵
衛
書
附
壱
通
」

包
紙
１

金
４

１
－
１

［
綴
］

綴
１

金
４

１
－
１
－
１

受
取
覚

（
横
町
屋
敷
永
代
相
渡
す
に
付
）

寛
政
６
年
寅
５
月

大
喜
藤
右
衛
門
→
安
養
寺
様
、釜
屋
七
兵
衛
殿

状
１

～
１９
－
１
－
１
－
３
ま
で

一
括

金
４

１
－
１
－
２

「
年
季
屋
敷
手
形
之
事
」

宝
暦
９
卯
３
月
１１
日

藤
右
衛
門

他
３
名
→
釜
屋
七
兵
衛

状
１

金
４

１
－
１
－
３
［
書
状
］

「
今
朝
者
御
細
書
拝
見
…
」（
永
代

証
文
に
付
）

白
雄
→
七
兵
衛
様

状
１

裏
書

「
七
兵
衛
様

白
雄
」

金
４

１
－
２

取
替
一
札
之
事

（
塩
蔵
地
代
に
付
）

寛
政
７
卯
２
月

筒
屋
廉
蔵

他
２
名
→
釜
屋
七
兵
衛

状
１

端
裏
書
あ
り

金
４

１
－
３

「
永
代
院
号
居
士
致
許
容
」

文
政
７
甲
申
年
２
月

安
養
寺

他
１
名
→
小
澤
七
兵
衛

状
１
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表
題
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内
容
表
題
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「
書
き
出
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」・（
内
容
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年
代

作
成
→
宛
所

形
態

数
量

備
考

金
４

１
－
４

請
取
一
札

（
金
１０
両
、施
入
金
に
付
）

安
永
６
年
５
月
７
日

安
養
寺
→
釜
屋
七
兵
衛

状
１

金
４

２
－
０

［
包
紙
］

「
證
文

安
養
寺
」

状
１

金
４

２
－
１

相
渡
申
一
札
之
事

（
拙
僧
移
転
に
付
）

明
和
６
年
巳
丑
１０
月

安
養
寺

実
源
叟
→
小
澤
七
兵
衛

状
１

金
４

３
－
０

［
包
紙
］

「
證
文

惣
檀
中
右
」

包
紙
１

金
４

３
－
１

覚
「
客
殿
建
立
御
企
可
被
下
候
」

明
和
６
巳
丑
年
１０
月

大
喜
藤
右
衛
門

他
１２
名
→
安
養
寺

実
源
和
尚

状
１

金
４

４
－
０

［
包
紙
］

「
一
札
」

包
紙
１

金
４

４
－
１

差
出
申
一
札
之
事

（
稲
田
理
兵
衛
娘
、柏
屋
家
入
に

付
）

文
政
６
年
８
月

田
中
弥
右
衛
門
、天
谷
儀
右
衛
門
、越
智
院
→
柏
屋
満
左
衛

門
・
親
類
同
平
八
・
本
居
釜
屋
七
兵
衛

状
１

金
４

５
－
０

［
包
紙
］

「
書
付

小
沢
七
兵
衛
」

包
紙
１

金
４

５
－
１

口
達
書

（
御
用
弁
出
精
ニ
付

御
掛
物
下

置
れ
）

安
政
２
年
５
月

役
所
→
小
沢
七
兵
衛

状
１

金
４

６
書
付

（
酒
造
株
御
改
ニ
付
）

天
保
８
年
１２
月

酒
造
掛
り

小
松
庭
治
、中
村
雄
弥
→
藤
縄
村

釜
屋
七
兵

衛

状
１

金
４

７
［
包
紙
］

「
山
手
形
壱
本
入

清
治
郎
」

包
紙
１

金
４

８
覚

「
一
、判
御
米
三
百
俵
…
」

寅
１０
月
２９
日

須
賀
川

内
藤
源
之
助
、六
右
衛
門
→
茂
木
釜
屋
七
兵
衛

御
手
代

忠
蔵

奥
四
ヶ
所

関
東
屋

幸
左
衛
門
、御
取
次

状
１

金
４

９
－
０

［
包
紙
］

「
離
縁
状
一
札
」

包
紙
１

金
４

９
－
１

離
縁
状
之
事

（「
し
け
」に
付
）

幸
吉
→
釜
屋
七
兵
衛

状
１

金
４

１０
米
前
売
借
用
申
手
形

之
事

天
保
６
年
１
月

中
根
村
年
寄
安
兵
衛
ほ
か
１３
人
→
釜
屋
七
兵
衛

状
１

割
元
平
野
徳
治
の
奥
印

金
４

１１
－
０

［
包
紙
］

「
証
文

壱
通
」

包
紙
１

金
４

１１
－
１

永
代
売
渡
申
家
屋
舗

証
文
之
事

（
金
５０
両
）

文
化
１０
年
１１
月

売
主
横
町
善
蔵
ほ
か
２
人
→
釜
屋
七
兵
衛

状
１

金
４

１２
－
０

［
包
紙
］

「
五
十
両

千
本
」

包
紙
１

金
４

１２
－
１

相
渡
申
規
定
一
札

（
旦
那
勝
手
向
月
割
入
用
金
指
支

に
付
）

天
保
４
年
５
月

千
本
小
太
郎
内
副
田
猪
太
夫
→
釜
屋
七
兵
衛

状
１

金
４

１３
覚

（
蔵
米
駄
賃
に
付
）

酉
年
１１
月
２３
日

（
真
岡
荒
町
）塚
田
茂
右
衛
門
→
釜
屋
七
兵
衛

状
１
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「
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年
代

作
成
→
宛
所

形
態

数
量

備
考

金
４

１４
永
代
売
渡
シ
申
家
屋

敷
之
事

（
金
子
２１
両
２
分
）

享
保
４
年
３
月
２３
日

売
主
石
井
丈
右
衛
門
・
小
堀
幸
右
衛
門
・
立
合

矢
口
十
蔵
→

宇
都
宮
新
宿
町
・
釜
屋
七
兵
衛

状
１

加
判
９
人

金
４

１５
－
０

［
包
紙
］

「
水
戸

中
川
西
村
…
」

包
紙
１

金
４

１５
－
１

覚
（
利
足
残
金
請
取
）

未
年
閏
１２
月
１４
日

西
野
忠
左
衛
門
・
使

忠
太
→
釜
屋
仁
兵
衛
ほ
か
２
人

状
１

金
４

１６
御
借
用
金
御
返
済
并

御
借
居
覚

（
元
金
〆
７５
両
）

寛
政
８
年
１１
月

千
本
中
根
町

口
入

名
主

丈
助
→
茂
木

釜
屋
七
兵
衛
状

１

金
４

１７
一
札
之
事

（
屋
敷
、蔵
敷
金
に
付
）

寛
政
５
年
６
月

釜
屋
七
兵
衛
代
藤
兵
衛
→
難
波
屋
惣
助
・
小
松
屋
久
右
衛
門

状
１

金
４

１８
覚

（
茂
木
蔵
米
預
り
置
に
付
）

酉
年
１１
月
２７
日

宮
田
権
兵
衛
→
茂
木
か
し
釜
屋
七
兵
衛
・
同
清
兵
衛

状
１

金
４

１９
覚

（
秋
成
先
納
に
付
）

享
和
１
年
９
月
１
日

庄
屋
高
村
吉
右
衛
門
→
釜
屋
七
兵
衛

状
１

金
４

２０
覚

（
高
田
米
預
り
置
に
付
）

未
年
２
月
１２
日

（
黒
羽
向
町
）上
川
岸
源
左
衛
門
→
茂
木
町
七
兵
衛

状
１

金
４

２１
覚

（
茂
木
蔵
米
に
付
）

酉
年
１２
月
１９
日

（
野
州
中
里
）鶴
見
平
蔵
→
か
ま
や
清
兵
衛
・
塚
田
茂
右
衛
門

状
１

金
４

２２
覚

（
茂
木
蔵
米
に
付
）

酉
年
１２
月
２
日

（
野
州
中
里
）鶴
見
平
蔵
→
か
ま
や
七
兵
衛
・
惣
八

状
１

金
４

２３
－
０

［
包
紙
］

「
居
屋
敷
弐
間
…
」

包
紙
１

金
４

２３
－
１

相
渡
申
手
形
之
事

（
横
町
地
面
永
代
下
置
れ
に
付
）

宝
暦
４
年
４
月
１５
日

藤
縄
村

検
断

押
久
保
半
助
・
年
寄
２
人
→
横
町
釜
屋
七
兵

衛

状
１

裏
書
ア
リ

金
４

２４
永
代
取
替
申
屋
敷
手

形
之
事

（
表
口
５
間
、裏
行
川
根
ま
で
）

寛
政
６
年
６
月

取
替
主
安
左
衛
門
他
２
人
→
釜
屋
七
兵
衛

状
１

金
４

２５
覚

（
時
か
り
に
付
）

午
年
１
月
７
日

庄
屋
源
兵
衛
→
釜
屋
七
兵
衛

状
１

金
４

２６
－
０

［
包
紙
］

「
千
本
酒
蔵

書
付
」

包
紙
１

金
４

２６
－
１

相
渡
申
一
札
之
事

（
酒
蔵
借
し
渡
前
金
に
付
）

文
化
５
年
８
月

千
本
借
シ
主
久
蔵

他
２
人
→
茂
木
町
釜
屋
七
兵
衛
代
幸
八
・

難
波
屋
太
助

状
１

金
４

２６
－
２

為
取
替
申
一
札
之
事
（
酒
株
并
酒
蔵
諸
道
具
借
し
渡
に

付
）

文
化
５
年
８
月

千
本
借
シ
主
久
蔵

他
２
人
→
茂
木
町
釜
屋
七
兵
衛
代
幸
八
・

難
波
屋
太
助

状
１

金
４

２７
仕
切
状
之
事

（
米
千
三
百
俵
う
け
と
り
に
付
）

酉
年
１２
月
２２
日

（
野
州
七
井
）田
谷
儀
左
衛
門
→
釜
屋
七
兵
衛

状
１

金
４

２８
覚

（
金
子
う
け
と
り
）

８
月
１０
日

石
河
保
右
衛
門
・
桐
野
五
左
衛
門
→
釜
屋
善
助

状
１

金
４

２９
相
渡
し
申
一
札
之
事
（
五
左
衛
門
土
蔵
売
渡
し
に
付
）

宝
暦
３
年
２
月
２４
日

売
主
五
左
衛
門
他
２
人
→
釜
屋
七
兵
衛
・
大
工
喜
兵
衛

状
１

金
４

３０
相
渡
申
一
札
之
事

（
田
中
弥
右
衛
門
娘
に
付
）

文
化
７
年
１１
月

壬
生
真
光
寺
隠
居
世
話
人
善
□
・
小
松
甲
斐
守
→
立
合
庄
屋

大
喜
宗
八
様
・
田
中
弥
右
衛
門
殿
御
組
合
中

状
１
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年
代

作
成
→
宛
所

形
態

数
量

備
考

金
４

３１
永
年
季
ニ
売
渡
申
家

屋
敷
之
事

「
一

表
口
三
方
裏
形
町
並
之
所

」

延
享
２
年
３
月
２３
日

売
主
十
兵
衛
ほ
か
２
名
→
釜
屋
七
兵
衛

状
１

奥
印
あ
り

金
４

３２
口
演

（
金
拾
両
御
時
借
）

午
年
４
月
１５
日

中
掘
久
兵
衛
→
釜
屋
七
兵
衛
様
・
御
代
官
様

状
１

金
４

３３
覚

（
高
田
米
弐
百
俵
預
）

安
永
４
年
未
３
月
２７
日

黒
羽
町
上
川
岸
源
左
衛
門
→
茂
木
町
釜
屋
七
兵
衛
代
久
兵
衛
状

１

金
４

３４
伊
勢
講
売
渡
申
証
文

之
事

「
一

金
壱
両
弐
分
也
」

文
化
辛
未
年
７
月

大
町
売
主
高
村
吉
左
衛
門
ほ
か
１
名
→
小
沢
七
兵
衛

状
１

金
４

３５
相
定
申
庭
銭
之
事

（
庭
銭
１
駄
に
付
５
文
宛
）

延
享
２
年
１
月

大
せ
か
し
問
屋
勘
兵
衛
→
釜
屋
七
兵
衛
ほ
か
３
名

状
１

奥
印
、端
裏
書
あ
り

金
４

３６
－
０

［
包
紙
］

「
米
千
三
百
俵
…
」

包
紙
１

包
紙

金
４

３６
－
１

「
大
豆
五
斗
…
」・（
大
豆
・
小
麦
・
塩

代
金
書
上
）

状
１

金
４

３７
預
手
形
之
事

「
一

小
麦
百
俵
」

申
年
８
月
１５
日

砂
山
か
し
池
田
伝
蔵
→
茂
木
町
釜
屋
七
兵
衛

状
１

金
４

３８
覚

（
米
代
金
計
算
書
）

午
年
３
月
１９
日

屋
代
甚
兵
衛
→
釜
屋
七
兵
衛
代
久
兵
衛

状
１

金
４

３９
仕
切
之
事

「
一

三
百
五
拾
文
…
」

戌
年
１
月
２４
日

鶴
見
平
蔵（
野
州
中
里
）→
か
ま
や
七
兵
衛
・
熊
八
殿

状
１

金
４

４０
永
年
季
売
渡
申
屋
敷

事

「
一
、表
三
間
裏
行
町
並
之
所
」・

（
屋
敷
売
渡
し
証
文
）

延
享
４
卯
年
２
月
２６
日

藤
縄
村
横
町
売
主
六
兵
衛
他
４
名
→
か
ま
や
七
兵
衛

状
１

金
４

４１
一
札
離
縁
状
・［
包

紙
］

「
福
手
屋
藤
兵
衛
田
中
娘
離
縁
状

也
」

包
紙
１

金
４

４２
覚

「
一
、茂
木
蔵
米
弐
百
俵
」・（
積
送

り
状
）

酉
年
１２
月
１１
日

鶴
見
平
蔵（
野
州
中
里
）→
釜
や
七
兵
衛
他
１
名

状
１

金
４

４３
売
渡
シ
申
伊
勢
講
証

文
之
事

「
一
、金
壱
両
弐
歩
也
」・（
片
町
伊

勢
講
売
渡
し
に
付
）

文
政
５
年
午
１１
月

売
主
宗
七
他
３
名
→
釜
屋
七
兵
衛

状
１

金
４

４４
為
取
替
申
一
札
之
事
「
酒
株
并
酒
蔵
諸
道
具
別
紙
之
通

…
」・（
借
用
証
文
）

文
化
５
辰
年
８
月

千
本
借
主
久
兵
衛
他
１
名
→
釜
屋
七
兵
衛
他
２
名

状
１

金
４

４５
永
代
売
渡
シ
申
家
屋

敷
之
事

「
一
、表
口
五
間
…
」・（
売
渡
証
文
）
享
保
４
年
２
月
５
日

横
町
売
主
丈
右
衛
門
他
２
名
→
市
塙
村
駒
込
弥
五
右
衛
門

状
１

金
４

４６
覚

「
一
、土（

？
）曲
道
具
」・（
売
渡
証

文
）

辰
年
７
月
２９
日

千
本
町
釜
屋
惣
八
→
茂
木
町
釜
屋
七
兵
衛
代
多
助

状
１

金
４

４７
書
付

「
一
、年
貢
本
銭
ハ
〆
三
百
九
文
」・

（
藤
縄
村
小
井
戸
村
年
貢
免
除
高

の
書
付
）

文
政
７
甲
申
年
閏
８
月

関
口
湛
蔵
外
２
名
→
釜
屋
七
兵
衛

状
１
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」・（
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）

年
代

作
成
→
宛
所

形
態

数
量

備
考

金
４

４８
覚

「
一
、茂
木
御
蔵
米
三
百
俵
」・（
預

り
証
文
）

明
和
３
年
戌
１
月
２３
日

久
保
田
河
岸

伊
地
五
郎
兵
衛
→
茂
木
町
釜
屋
七
兵
衛

状
１

金
４

４９
覚

「
一
、茂
木
御
蔵
米
弐
百
三
十
七

俵
」・（
預
り
証
文
）

酉
年
１２
月
２
日

久
保
田
河
岸

宮
田
権
兵
衛
→
釜
屋
七
兵
衛
他
１
名

状
１

金
４

５０
覚

（
受
取
証
文
）

明
和
２
年
１２
月

か
ま
や
七
兵
衛
→
御
役
所
様

状
１

金
４

５１
覚

「
一

茂
蔵
米
八
拾
四
俵
」

酉
年
１２
月
１１
日

久
保
田
河
岸

宮
田
権
兵
衛
→
茂
木
町
釜
屋
七
兵
衛
ほ
か
１

名

状
１

金
４

５２
相
定
申
庭
銭
之
事

（
正
月
よ
り
番
銭
庭
銭
共
壱
駄
ニ

付
五
文
）

延
享
２
年
１
月
２０
日

大
瀬
川
岸

問
屋
勘
兵
衛
→
茂
木
町
釜
屋
七
兵
衛
ほ
か
３
名

状
１

端
裏
書
有
り

金
４

５３
為
取
替
申
一
札
事

（
酒
造
株
借
用
証
文
）

文
化
５
年
７
月

釜
屋
七
兵
衛
ほ
か
２
名
→
千
本
町

酒
株
主
久
蔵

状
１

奥
裏
書
有
り

金
４

５４
［
包
紙
］

「
手
形
入

大
喜
藤
二
郎
」

包
紙
１

金
４

５５
［
包
紙
］

「
午
十
二
月
黒
羽
受
取
書
」

包
紙
１

金
４

５６
引
替
証
文
之
事

（
地
所
書
入
金
子
証
文
）

文
化
３
年
１
月

駒
込
屋
安
左
衛
門
→
釜
屋
七
兵
衛

状
１

端
裏
書
有
り

金
４

５７
［
包
紙
］

「
大
沢
村
円
通
寺
請
取
証
文
」

包
紙
１

金
４

５８
覚

（
来
迎
柱
寄
付
金
受
取
付
）

１２
月
１１
日

円
通
寺
役
者
→
釜
屋
七
兵
衛

状
１
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組
織
単
位

N
o.

表
題
・［
内
容
表
題
］

「
書
き
出
し
」・（
内
容
）

年
代

作
成
→
宛
所

形
態

数
量

備
考

文
０
イ

０
牧
村
芦
浦
村
田
地
証

文
箱

安
政
５
年
１
月
２０
日

木
箱
１

内
底
に「
安
政
五
戊
午

正
月
廿
日
造
之
細
工
人

出
町
平
蔵
老
人
手
間
」

文
０
イ

１
―０

［
く
く
り
紐
］

紐
１

文
０
イ

１
―１
―１

證
（
借
用
金
子
皆
済
に
付
）

明
治
３
年
１２
月
９
日

西
川
一
平
→
大
沢
元
左
衛
門

状
１

～
１
―１
―２
ま
で
一
括
、封

紙
あ
り

文
０
イ

１
―１
―２

覚
（
金
子
用
達
手
違
い
に
成
、下
書
反

古
と
す
べ
き
旨
）

安
政
４
年
５
月

久
松
玄
蕃
→
守
山
宿
山
本
多
右
衛
門
・
小
篠
原
村

鈴
木
小

右
衛
門

状
１

文
０
イ

１
―２

覚
（
金
５０
両
預
り
）

元
治
１
年
１１
月
１８
日

小
沢
七
兵
衛
→
芦
浦
村

西
川
一
平

状
１

文
０
イ

１
―３

覚
（
利
足
金
受
取
）

子
年
１１
月
１８
日

西
川
一
平
・
片
岡
善
一
郎
→
小
沢
七
兵
衛

状
１

文
０
イ

１
―４
―０

［
く
く
り
紐
］

状
１

文
０
イ

１
―４
―１

覚
（
質
物
永
徳
絵
画
差
出
に
付
）

文
久
１
年
３
月
２８
日

芦
浦

久
松
玄
蕃
・
西
川
一
平
→
小
沢
七
兵
衛

状
１

封
紙
あ
り

文
０
イ

１
―４
―２

［
包
紙
］

（
金
１４
両
２
歩（
マ
マ
）３
朱
入
）

あ
し
浦

久
松
玄
蕃
・
西
川
一
平
→
大
篠
原

小
沢
七
兵
衛

状
１

文
０
イ

１
―４
―３

［
書
状
］

「
以
手
紙
啓
上
仕
候
春
暖
之
節

…
」・（
借
金
・
質
物
の
件
に
付
）

３
月
１５
日

西
川
一
平
・
久
松
玄
蕃
→
小
沢
七
兵
衛

状
１

文
０
イ

１
―４
―４

［
書
状
］

「
御
尊
書
被
下
奉
拝
読
…
」・（
約
束

の
金
子
入
手
、他
）

３
月
１５
日

小
沢
七
兵
衛
→
久
松
玄
蕃
・
西
川
一
平

状
１

文
０
イ

１
―４
―５

［
書
状
］

「
以
手
紙
啓
上
仕
候
…
」・（
八
右
衛

門
質
物
承
知
の
礼
、他
）

３
月
２６
日

久
松
玄
蕃
・
西
川
一
平
→
小
沢
七
兵
衛

状
１

文
０
イ

１
―４
―６

［
書
状
］

「
以
手
紙
啓
上
仕
候
…
」・（
金
子
３０

両
請
取
方
に
付
）

３
月
２８
日

久
松
玄
蕃
・
西
川
一
平
→
小
沢
七
兵
衛

状
１

文
０
イ

１
―４
―７
―１

［
書
状
］

「
以
寸
筆
奉
啓
上
候
」・（
金
子
借
用
、

狩
野
永
徳
屏
風
質
物
と
し
て
渡
し

た
旨
）

３
月
晦
日

久
松
玄
蕃
・
西
川
一
平
→
小
沢
七
兵
衛

状
１

文
０
イ

１
―４
―７
―２

［
書
状
］

「
御
筆
…
」・（
質
物
の
屏
風
、軸
物

落
手
）

３
月
２９
日

小
沢
七
兵
衛
→
西
川
一
平
・
久
松
玄
蕃

状
１

文
０
イ

１
―５

一
札

（
平
治
文
蔵
庄
八
よ
り
田
地
７２
ヶ

所
譲
請
）

安
政
５
年
３
月

野
州
郡
大
篠
原
村
田
地
譲
請
主
小
沢
七
兵
衛
ほ
か
１
人
→
芦

浦
村
御
地
方
役
人

状
１

文
０
イ

１
―６

差
入
申
一
札
之
事

（
芦
浦
村
の
田
地
小
沢
殿
質
入
に

付
御
上
様
よ
り
の
下
知
書
渡
す

旨
）

安
政
５
年
３
月

芦
浦
村
質
入
主
平
治
他
１０
人
→
御
世
話
人
小
篠
原
村
小
右
衛

門
他
４
人

状
１
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組
織
単
位

N
o.

表
題
・［
内
容
表
題
］

「
書
き
出
し
」・（
内
容
）

年
代

作
成
→
宛
所

形
態

数
量

備
考

文
０
イ

１
―７

御
下
知
書
之
事

（
芦
浦
村
観
音
寺
領
田
地
質
入
に

付
）

観
音
寺
内
久
松
他
５
人
→
村

平
治
他
４
人

状
１

文
０
イ

１
―８
―０

［
く
く
り
紐
］

紐
１

文
０
イ

１
―８
―１

［
書
状
］

「
以
手
紙
致
啓
上
候
…
」・（
田
地
一

条
書
付
御
覧
入
に
付
）

３
月
１７
日

久
松
玄
蕃
→
小
沢
七
兵
衛
様

状
１

包
紙
入

文
０
イ

１
―８
―２

［
書
状
］

「
任
幸
便
致
啓
上
候
…
」・（
３
月
１７
、

８
日
の
内
に
当
地
へ
入
来
に
付
）

２
月
１２
日

久
松
玄
蕃
→
小
沢
七
兵
衛
様

状
１

包
紙
入

文
０
イ

１
―９
―０

［
く
く
り
紐
］

紐
１

文
０
イ

１
―９
―１
―１
―

１

差
入
申
一
札
之
事

（
貴
殿
所
持
田
地
を
金
９７０
両
に
て

引
受
に
付
）

安
政
２
年
５
月

坪
田
与
次
右
衛
門
→
東
佐
市
郎
殿

状
１

１
―９
―１
―１
―２
ま
で
１
枚
に

書
か
れ
て
い
る
、文
久
３

年
正
月
２６
日
証
文
戻
し

文
０
イ

１
―９
―１
―１
―

２

譲
渡
申
田
地
之
事

（
下
書
カ
）

譲
人
蒲
生
郡
牧
ノ
村
東
佐
市
郎
他
４
名
→
野
州
郡
大
篠
原
村

小
沢
七
兵
衛
殿

状
１

文
０
イ

１
―９
―１
―２

覚
（
戌
年
田
地
諸
掛
り
他
書
出
）

文
久
３
年
１
月
２６
日

小
沢
七
兵
衛
→
坪
田
与
兵
衛
殿

状
１

文
０
イ

１
―９
―２
―１

覚
（
東
佐
市
郎
殿
行
之
金
子
７０
両
受

取
）

卯（
安
政
２
）年
５
月
１１

日

紣
屋
与
治
右
衛
門
→
小
沢
七
兵
衛
様

状
１

文
０
イ

１
―９
―２
―２

［
書
簡
］

「
夜
前
者
参
上
仕
…
」・（
利
得
金
の

金
額
に
付
）

卯（
安
政
２
）５
月
２６
日

坪
口
与
次
右
衛
門
→
小
沢
御
伯
父
様
・
同
六
左
衛
門
様

状
１

１
―９
―２
―６
ま
で
包
紙
入

一
括
、（
端
裏
書
）「
金
百

両
渡
ス
受
申
書
与
二
右

衛
門
」

文
０
イ

１
―９
―２
―３

約
定
書
之
事

（
貴
殿
持
分
の
田
地
を
９７０
両
で
譲

渡
に
付
）

安
政
２
年
５
月

篠
原
村
小
沢
七
兵
衛
他
１
名
→
東
佐
市
郎
殿

状
１

包
紙
入「
牧
村
田
地
一

条
ニ
付
書
付
入
牧
村
諸

書
付
」

文
０
イ

１
―９
―２
―４

覚
（
田
地
買
入
金
９７０
両
の
明
細
を
記

す
）

安
政
２
年（
カ
）

状
１

文
０
イ

１
―９
―２
―５

「
板
屋
長
命
寺
ヘ
行
…
」・（
耕
地
１０

ヶ
所
見
分
に
付
覚
）

安
政
２
年（
カ
）

状
１

文
０
イ

１
―９
―２
―６

覚
（
礼
金
・
礼
物
書
付
）

安
政
２
年
５
月
１２
日

状
１
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N
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表
題
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内
容
表
題
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「
書
き
出
し
」・（
内
容
）

年
代

作
成
→
宛
所

形
態

数
量

備
考

文
０
イ

１
―９
―３

「
去
極
月
廿
六
日

四
両
…
」

状
１

文
０
イ

１
―９
―４

覚
（
田
切
１６
筆
反
別
・
石
高
・
小
物
成

書
付
）

状
１

（
端
裏
書
）「
牧
田
地
之

事
与
ニ
右
衛
門
預
り
」

文
０
イ

１
―９
―５

一
札
之
事

（
当
村
東
佐
一
郎
田
地
貴
殿
へ
譲

渡
に
付
小
作
料
納
入
場
所
は
勝
手

次
第
に
と
の
旨
）

安
政
２
年
５
月

蒲
生
郡
牧
村
庄
屋
新
之
丞
→
野
州
郡
大
篠
原
村
小
沢
七
兵
衛

殿

状
１

（
包
紙
入
）「
一
札
」

文
０
イ

１
―９
―６

（
卯
年
～
戌
年
御
年
貢
勘
定
覚
綴
）

牧
村
東
新
之
丞
→
小
沢
七
兵
衛

綴
１

文
０
イ

１
―１０

―０
［
く
く
り
紐
］

紐
１

文
０
イ

１
―１０

―１
―１

高
印
帳

安
政
４
年
５
月
２４
日

芦
浦

竹
内
庄
八

横
１

文
０
イ

１
―１０

―１
―２

田
畑
書
分
帳

安
政
３
年
９
月

横
１

文
０
イ

１
―１０

―２
［
書
状
］

「
以
返
翰
口
上
申
上
候
…
」

巳
年
６
月
１０
日

下
拙（
カ
）→
久
松
玄
蕃

状
１

文
０
イ

１
―１０

―３
印
鑑

（
譲
主
百
姓
小
作
人
・
親
類
・
庄
屋
・

年
寄
）

状
１

文
０
イ

１
―１０

―４
譲
渡
申
田
地
證
文
之

事

（
芦
浦
村
字
八
田
）

安
政
４
年
２
月

栗
太
郡
芦
浦
村
観
音
寺
御
領
譲
主
百
姓
小
作
人
平
治
ほ
か
７

名
→
大
篠
原
村
小
沢
七
兵
衛

状
１

下
書

文
０
イ

１
―１０

―５
［
書
状
］

「
任
幸
便
得
…
」・（
体
調
そ
の
他
様

子
伺
い
）

２
月
１６
日

久
松
玄
蕃
→
小
沢
七
兵
衛

状
１

文
０
イ

１
―１０

―６
―１
［
書
状
］

「
御
尊
書
被
下
…
」・（
先
達
て
拝
顔

の
節
失
敬
申
上
）

２
月
８
日

小
沢
七
兵
衛
→
久
松
玄
蕃

状
１

１
―１０

―６
―２
ま
で
一
括
、

封
紙
あ
り

文
０
イ

１
―１０

―６
―２
［
書
状
］

（
御
約
条
案
内
并
金
子
持
参
の
上

入
来
下
さ
る
べ
く
）

２
月
８
日

久
松
玄
蕃
→
小
沢
七
兵
衛

状
１

文
０
イ

１
―１０

―７
［
書
状
］

（
田
地
譲
一
条
之
儀
）

１
月
１９
日

久
松
玄
蕃
→
八
右
衛
門
様

状
１

文
０
イ

１
―１０

―８
「
一
扇
子
一
箱
…
」・（
御
礼
の
品
書

上
）

状
１

文
０
イ

１
―１０

―９
［
書
状
］

（
小
沢
御
氏
一
件
に
付
）

５
月
１２
日

久
松
玄
蕃
→
鈴
木
小
右
衛
門

状
１

文
０
イ

１
―１０

―１０
覚

「
相
徳
米
一
、三
拾
石
二
斗
二
升
余

…
」・（
相
徳
米
・
用
達
内
訳
書
上
）

状
１
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組
織
単
位

N
o.

表
題
・［
内
容
表
題
］

「
書
き
出
し
」・（
内
容
）

年
代

作
成
→
宛
所

形
態

数
量

備
考

文
０
イ

１
―１０

―１１
［
書
状
］

（
小
作
人
調
印
猶
余
に
付
）

５
月
晦
日

守
山
駅

山
本
多
右
衛
門
・
小
篠
原

鈴
木
小
右
衛
門
→
芦

浦
久
□（
不
読
）小
右
衛
門

状
１

文
０
イ

１
―１０

―１２
―

０

［
包
紙
］

包
紙
１

文
０
イ

１
―１０

―１２
―

１

覚
「
一
七
両
三
朱
八
十
一
文
…
」・（
利

足
に
付
）

巳
年
１２
月
１７
日

→
大
篠
原
小
沢
七
兵
衛
様

状
１

文
０
イ

１
―１０

―１２
―

２

［
書
状
］

（
借
用
金
猶
余
に
付
）

１２
月
１７
日

久
松
玄
蕃
→
小
沢
七
兵
衛
様

状
１

文
０
イ

１
―１０

―１３
―

０

［
包
紙
］

包
紙
１

文
０
イ

１
―１０

―１３
―

１

一
札

「
此
度
其
御
料
方
小
作
人
…
」・（
田

地
譲
請
け
る
に
付
）

安
政
４
年
５
月

大
篠
原
村

小
沢
七
兵
衛
ほ
か
１
名
→
芦
浦
村
御
地
方
久
松

玄
蕃

状
１

文
０
イ

１
―１０

―１３
―

２

［
書
状
］

（
田
地
一
件
に
付
）

６
月
１８
日

久
松
玄
蕃
→
小
沢
七
兵
衛
様

状
１

文
０
イ

１
―１１

―０
―１
［
包
紙
］

「
芦
浦
村
証
文
下
書
数
々
」

包
紙
１

文
０
イ

１
―１１

―０
―２
［
く
く
り
紐
］

紐
１

文
０
イ

１
―１１

―１
［
書
状
下
書
］

（
御
田
地
味
に
付
）

巳
年
４
月
９
日

小
沢
七
郎
兵
衛
→
久
松
玄
蕃

状
１

（
端
裏
書
）「
芦
浦
へ
下

書
…
」

文
０
イ

１
―１１

―２
［
書
状
］

（
田
地
損
毛
に
付
）

１
月
１６
日

小
沢
七
兵
衛
→
井
上
八
右
衛
門

状
１

文
０
イ

１
―１１

―３
譲
渡
申
田
地
証
文
之

事

（
ひ
な
形
の
書
上
）

芦
浦
村
小
作
人

状
１

文
０
イ

１
―１１

―４
小
作
証
文
之
事

（
芦
浦
観
音
寺
領
田
地
）

安
政
４
年
５
月

橋
内
村
小
作
人
清
七（
他
）→
大
篠
原
村
七
兵
衛

状
１

文
０
イ

１
―１１

―５
弐
百
両
書
付

（
芦
浦
観
音
寺
領
田
地
の
件
）

観
音
寺

―→
篠
原
村
小
沢
七
兵
衛

状
１

文
０
イ

―１‐１１‐４
と
関
係

カ

文
０
イ

１
―１１

―６
［
絵
図
］

（
地
図
カ
）

状
１

文
０
イ

１
―１１

―７
実
意
書
之
事

（
藩
主
よ
り
扶
持
被
下
に
付
）

状
１

文
０
イ

１
―１１

―８
［

］（
不
読
）取
極
メ

書
之
事

（
村
入
用
等
減
納
規
定
）

久
松
→
小
沢
七
兵
衛

状
１
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組
織
単
位

N
o.

表
題
・［
内
容
表
題
］

「
書
き
出
し
」・（
内
容
）

年
代

作
成
→
宛
所

形
態

数
量

備
考

文
０
イ

１
―１１

―９
宛
田
引
請
小
作
米
芦

浦
村
観
音
寺
御
領
見

取
場
所
証
文

状
１

下
書

文
０
イ

１
―１１

―１０
質
地
田
地
証
文
之
事
（
２８
ヶ
所
、３７
石
余
、２００
両
受
取
）

安
政
４
年
５
月

芦
浦
村
観
音
寺
領
質
入
主
ほ
か
→
大
篠
原
村
七
兵
衛

状
１

下
書

文
０
イ

１
―１１

―１１
田
地
小
作
証
文

（
芦
浦
観
音
寺
領
田
地
に
付
）

安
政
４
年
５
月

小
作
人
清
助
ほ
か
→
大
篠
原
村
七
兵
衛
殿

状
１

下
書

文
０
イ

２
牧
村
芦
浦
村
田
地
帳

安
政
２
年
１
月

小
沢
正
美

横
１

文
０
イ

３
［
不
祝
儀
袋
］

「
金
五
拾
銭
」

袋
１

水
引
つ
き

文
０
イ

４
［
祝
儀
袋
］

「
御
料
理
代

金
五
十
疋
」

袋
１

水
引
つ
き

文
０
イ

５
［
金
子
目
録
包
紙
一

括
］

小
沢
六
左
衛
門
ほ
か

包
紙
１７

く
く
り
紐
つ
き

文
０
イ

６
［
包
紙
］

「
明
治
十
三
年
二
月
廿
七
日
預
り

…
」

（
明
治
１３
年
２
月
２７

日
）

包
紙
１

裏
面
に
も
文
字
あ
り
、

数
回
使
わ
れ
た
か

文
０
イ

７
「
上
津
旅
費
」・（
上
津
旅
費
２
両
余

渡
し
）

３
月
２６
日

竹
村
忠
雄
→
小
澤
六
蔵

状
１

（
端
裏
朱
書
）「
三
両
二

歩
壱
朱
」

文
０
イ

８
―０

［
く
く
り
紐
］

紐
１

文
０
イ

８
―１

［
包
紙
］

「
金
弐
両
三
分
一
朱
」・（
内
入
用
と

し
て
玉
尾
よ
り
被
下

ほ
か
）

包
紙
１

文
０
イ

８
―２

［
包
紙
］

「
小
魚
御
弐
朱
」・（
田
中
昇
様
御
泊

り
に
付

ほ
か
）

（
１０
月
６
日
）

包
紙
１

文
０
イ

８
―３

［
包
紙
］

「
御
年
玉

上
西
本
郷
村
…
」

包
紙
１

文
０
イ

８
―４

［
包
紙
］

「
金

七
百
疋
…
」・（
御
用
多
骨
折

に
付
）

未
年
１
月

→
小
澤
七
兵
衛

包
紙
１

文
０
イ

８
―５

［
包
紙
］

「
金

五
百
疋
…
」

未
年
１
月

→
勝
光
寺
伐
木
掛

小
沢
七
兵
衛

包
紙
１

文
０
イ

８
―６

［
目
録
包
紙
］

「
金
千
疋
」

包
紙
１

文
０
イ

８
―７

［
目
録
］

「
金
千
疋
」

状
１

文
０
イ

８
―８
―０

［
く
く
り
紐
］

紐
１

文
０
イ

８
―８
―１

［
断
簡
］

「
未
十
月
天
長
節
被
下
」

状
１
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組
織
単
位

N
o.

表
題
・［
内
容
表
題
］

「
書
き
出
し
」・（
内
容
）

年
代

作
成
→
宛
所

形
態

数
量

備
考

文
０
イ

８
―８
―２

覚
（
上
ヶ
物
代
と
下
賜
品
の
金
銭
差

引
）

閏
１０
月
２８
日

→
小
澤

状
１

文
０
イ

８
―９

［
目
録
］

「
金

七
百
疋
」・（
調
金
骨
折
に
よ

り
下
さ
る
）

状
１

文
０
イ

８
―１０

御
渡
方

（
扶
持
分
カ
、年
２
石
７
ヶ
月
分
、調

金
方
年
１
石
半
年
分
）

午
年
１２
月

状
１

包
紙
入

文
０
イ

８
―１１

［
包
紙
］

「
巳
十
二
月
御
上
よ
り
弐
両
入
被

下
」

包
紙
１

文
０
イ

８
―１２

―１
（
扶
持
分
渡
状
、年
３
石
２５
の
割
２

ヶ
月
分
）

状
１

文
０
イ

８
―１２

―２
（
端
裏
）「
官
録
被
下
」・（
９
、１０
、１１

３
ヶ
月
分
）

状
１

文
０
イ

８
―１３

の
し

状
１

反
古
紙
を
利
用

文
０
イ

８
―１４

［
包
紙
］

「
金

三
百
疋
」

包
紙
１

文
０
イ

８
―１５

「
五
百
壱
歩

地
券
手
間
賃
」

状
１

文
０
イ

８
―１６

「
進
上

素
麺
三
拾
把
…
」

明
治
６
年
９
月

状
１

文
０
イ

８
―１７

御
渡
方

（
玄
米
代
金
御
渡
）

→
小
沢
六
左
衛
門

状
１

包
紙
あ
り

文
０
イ

８
―１８

（
高
反
別
調
仰
出
、年
貢
上
納
の
儀

に
付
）

明
治
４
年
７
月

町
組
、西
組
、東
組
、岩
蔵
組
地
下
惣
代
→
里
正
山（
カ
）内
甚

三
郎
ほ
か
４
名

状
１

文
０
イ

９
―０

［
く
く
り
紐
］

紐
１

文
０
イ

９
―１

覚
（
多
三
郎
よ
り
預
り
金
）

未
年
２
月

状
１

文
０
イ

９
―２

覚
（
金
子
御
渡
）

申
年
８
月
１１
日

扇
屋
傳
兵
衛
代
喜
兵
衛
→
小
沢
七
兵
衛

状
１

文
０
イ

９
―３

［
書
状
］

「
甚
寒
之
砌
御
座
候
得
共
…
」・（
今

日
手
形
を
持
参
さ
せ
る
旨
）

１２
月
１２
日

伴
伝
兵
衛
・
仁
兵
衛
→
小
沢
七
兵
衛
様

状
１

文
０
イ

９
―４

覚
（
年
賦
金
・
利
足
金
御
渡
）

子
年
１
月

扇
屋
伝
兵
衛
→
小
沢
七
兵
衛
様

状
１

（
端
裏
書
）「
伴
伝
子
正

月
十
八
日
」

文
０
イ

９
―５

覚
（
申
１０
月
～
戌
年
の
利
金
勘
定
差

引
）

状
１
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組
織
単
位

N
o.

表
題
・［
内
容
表
題
］

「
書
き
出
し
」・（
内
容
）

年
代

作
成
→
宛
所

形
態

数
量

備
考

文
０
イ

９
―６

覚
（
江
戸
日
本
橋
近
江
屋
三
右
衛
門

よ
り
登
せ
金
ほ
か
御
渡
）

嘉
永
４
年
２
月
５
日

扇
屋
伝
兵
衛
・
喜
兵
衛
→
小
沢
七
兵
衛
様

状
１

文
０
イ

９
―７

覚
（
内
池
屋
升
兵
衛
よ
り
の
金
ほ
か

渡
し
）

１０
月
１
日

近
江
屋
三
右
衛
門
→
釜
屋
七
兵
衛
様

状
１

古
帳
面
売
払
代
１２
両
３

分

文
０
イ

９
―８

［
書
状
］

「
以
手
紙
申
上
候
…
」・（
金
３００
両

融
通
願
）

１０
月
６
日

扇
屋
三
郎
兵
衛
・
同
嘉
兵
衛
→
小
沢
七
兵
衛
様

状
１

文
０
イ

９
―９

覚
（
金
２３１
両
余
送
金
）

未
年
７
月
１４
日

近
江
屋
三
右
衛
門
・
忠
兵
衛
・
勘
七
→
小
沢
七
兵
衛
様

状
１

文
０
イ

９
―１０

［
書
状
］

「
中
元
之
御
祝
儀
芽
出
度
申
納
候

…
」・（
中
元
祝
儀
・
登
せ
金
に
付
）

７
月
１７
日

近
江
屋
三
右
衛
門
・
忠
兵
衛
・
勘
七
→
小
沢
七
兵
衛
様

状
１

文
０
イ

９
―１１

覚
（
登
せ
金
通
知
）

未
年
６
月
１６
日

近
江
屋
三
右
衛
門
・
忠
兵
衛
→
小
澤
七
兵
衛

状
１

文
０
イ

９
―１２

借
用
金
子
之
事

（
金
５００
両
借
用
）

文
久
３
年
１２
月
５
日

八
幡
町

扇
屋
伝
兵
衛
他
支
配
人
１
名
→
小
沢
七
兵
衛

状
１

封
紙
入

文
０
イ

９
―１３

［
書
状
］

「
寒
冷
之
砌
御
座
候
…
」・（
借
用
金

返
済
延
期
願
）

１０
月
１５
日

状
１

文
０
イ

９
―１４

借
用
金
証
文
之
事

（
諸
国
神
拝
の
途
中
金
難
渋
に
つ

き
借
金
証
文
）

嘉
永
１
年
５
月
２８
日

野
州
市
樽
村

永
山
弥
四
郎
→
大
篠
原
村
小
沢
七
兵
衛

状
１

文
０
イ

９
―１５

覚
（
若
宮
頼
母
子
掛
銀
受
取
）

申
年
２
月
２５
日

金
剛
寺
飛
脚
屋

市
兵
衛
→
篠
原

小
沢
七
兵
衛

状
１

文
０
イ

９
―１６

覚
「
以
便
札
得
貴
意
得
候
…
」（
茂
木

店
よ
り
の
届
金
受
取
）

申
年
２
月
２２
日

幸
兵
衛
→
小
沢
七
兵
衛

状
１

文
０
イ

９
―１７

［
書
状
］

（
借
用
金
２００
両
返
済
す
る
旨
）

６
月
１
日

竹
村
猪
兵
衛
→
小
沢
七
兵
衛

状
１

文
０
イ

９
―１８

［
書
状
］

「
以
便
札
得
貴
意
候
…
」・（
丸
印
願

い
、２
本
証
文
入
）

７
月
４
日

竹
村
猪
兵
衛
→
小
沢
七
兵
衛

状
１

文
０
イ

９
―１９

［
書
状
］

「
鏡
村
迄
出
役
被
仰
付
…
」・（
宮
様

御
通
輿
滞
り
な
く
す
み
恐
悦
お
見

舞
）

１１
月
２
日

竹
村
猪
兵
衛
→
小
沢
七
兵
衛

状
１

文
０
イ

９
―２０

［
書
状
］

「
乍
恐
一
筆
啓
上
仕
候
…
」・（
２５０

俵
落
札
に
付
干
賀
屋
藤
左
衛
門
参

る
件
）

１２
月
２４
日

問
庄
→
小
沢
七
兵
衛

状
１

文
０
イ

９
―２１

覚
（
引
当
御
拝
借
之
儀
御
預
申
上
）

１１
月
２６
日

干
か
や
常
左
衛
門
→
小
沢
様

状
１

文
０
イ

９
―２２

［
書
状
］

（
喜
兵
衛
へ
路
用
銀
貸
し
遣
し
下

さ
る
べ
く
）

１２
月
２８
日

九
之
里
村
ニ
而
村
田
金
介
事
佐
々
木
金
一
→
篠
原
村
小
澤
七

兵
衛

状
１

329



組
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表
題
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内
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題
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「
書
き
出
し
」・（
内
容
）

年
代

作
成
→
宛
所

形
態

数
量

備
考

文
０
イ

９
―２３

［
書
状
］

（
金
子
返
済
御
日
の
べ
願
）

１２
月
晦
日

ト
バ
村

万
屋
吉
兵
衛
→
大
篠
原

小
澤
御
氏

状
１

封
筒
あ
り

文
０
イ

９
―２４

［
書
状
］

（
土
蔵
普
請
の
た
め
金
子
拝
借
致

し
、お
礼
）

５
月
１６
日

豊
嶋
屋
元
右
衛
門
ほ
か
４
人
→
小
澤
七
兵
衛

状
１

封
紙
あ
り

文
０
イ

９
―２５

［
書
状
］

（
道
具
屋
藤
六
慥
な
る
商
人
に
付

ご
心
配
な
く
）

７
月
３
日

（
野
州
）遠
藤
次
郎
右
衛
門
→
小
沢
七
兵
衛

状
１

封
筒
あ
り

文
０
イ

９
―２６

覚
（
金
１５０
両
借
用
）

万
延
１
年
５
月
１
日

綛
屋
半
右
衛
門
→
小
澤
七
兵
衛

状
１

文
０
イ

９
―２７

覚
（
金
１５０
両
借
用
）

万
延
１
年
６
月

加
勢
屋
半
右
衛
門
→
小
澤
七
兵
衛

状
１

文
０
イ

９
―２８

覚
（
金
２
朱
１５０
文
預
り
）

申
年
５
月
１
日

小
澤
七
兵
衛
→
か
せ
や
半
右
衛
門

状
１

文
０
イ

９
―２９

覚
（
金
１５０
両
御
用
達
）

万
延
１
年
６
月
１
日

→
二
保
か
せ
や
半
右
衛
門

状
１

文
０
イ

９
―３０

覚
（
２００
両
借
用
）

万
延
１
年
４
月
１７
日

綛
屋
半
右
衛
門
→
小
澤
七
兵
衛

状
１

文
０
イ

１０
村
勘
定
平
々
面
割
改

帳

天
保
１４
年
～
嘉
永
６

年

小
澤
正
美

横
１

文
０
ロ

０
小
作
証
文

（
字
壱
里
塚
・
赤
根
田
・
出
口
ほ
か

田
地
に
付
）

明
治
７
年
１０
月
１
日

当
村
三
拾
壱
番
屋
敷
橋
吉
蔵
ほ
か
→
小
沢
七
兵
衛
殿

綴
１

罫
紙
使
用
、４１
通
を
綴

る

文
１

０
［
行
李
］

行
李
１

ダ
ン
ボ
ー
ル
の
ふ
た
付

文
１

１
除
地
之
内
小
山
之
前

并
よ
き
と
き
田
畑
名

前
帳

（
八
冊
之
内
）

安
政
２
年
８
月

来
宝
寺

竪
１

文
１

２
［
断
簡
］

「
○
佐
竹
」

横
１

文
１

３
［
断
簡
］

「
○
石
五
郎
」

横
１

文
１

４
「
千
鶴
万
亀
」・（
金
銀
出
納
簿
）

明
治
２１
年
４
月
～

横
１

文
１

５
［
断
簡
］

「
立
替
口
」

横
１

文
１

６
年
中
勘
定
帳

明
治
５
年

横
１

文
１

７
黒
羽
元
河
岸
店
卸
帳

五
番

天
保
１０
年

小
沢
七
兵
衛

横
１

文
１

８
大
針
田
畑
名
寄
帳

（
八
冊
之
内
）

安
政
２
年
８
月

来
宝
寺

竪
１

文
１

９
―１

皆
済
目
録

「
納
篠
原
村
御
年
貢
米
之
事
」・（
浄

勝
寺
）

弘
化
２
巳
年
９
月

状
１

折
紙
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「
書
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年
代

作
成
→
宛
所

形
態

数
量

備
考

文
１

９
―２

皆
済
目
録

「
納
篠
原
村
御
年
貢
米
之
事
」・（
浄

勝
寺
）

弘
化
３
年
９
月

状
１

折
紙

文
１

９
―３

皆
済
目
録

「
納
篠
原
村
御
年
貢
米
之
事
」・（
浄

勝
寺
）

弘
化
４
年
９
月

状
１

折
紙

文
１

９
―４

皆
済
目
録

「
納
篠
原
村
御
年
貢
米
之
事
」・（
浄

勝
寺
）

嘉
永
１
年
９
月

状
１

折
紙

文
１

９
―５

皆
済
目
録

「
納
篠
原
村
御
年
貢
米
之
事
」・（
浄

勝
寺
）

嘉
永
２
年
９
月

状
１

折
紙

文
１

９
―６

皆
済
目
録

「
納
篠
原
村
御
年
貢
米
之
事
」・（
浄

勝
寺
）

嘉
永
３
年
９
月

状
１

折
紙

文
１

９
―７

皆
済
目
録

「
納
篠
原
村
御
年
貢
米
之
事
」・（
浄

勝
寺
）

嘉
永
４
年
９
月

状
１

折
紙

文
１

９
―８

皆
済
目
録

「
納
篠
原
村
御
年
貢
米
之
事
」・（
浄

勝
寺
）

嘉
永
５
年
９
月

状
１

折
紙

文
１

９
―９

皆
済
目
録

「
納
篠
原
村
御
年
貢
米
之
事
」・（
浄

勝
寺
）

嘉
永
６
年
９
月

状
１

折
紙

文
１

９
―１０

皆
済
目
録

「
納
篠
原
村
御
年
貢
米
之
事
」・（
浄

勝
寺
）

嘉
永
７
年
９
月

状
１

折
紙

文
１

９
―１１

預
り
金
之
覚

「
一
、金
弐
両
弐
朱

預
り
」・（
預

り
証
文
）

卯
年
９
月

助
次
郎
カ

状
１

折
紙

文
１

９
―１２

覚
「
申
年
迄
金
三
両
弐
朱
預
り
」・（
預

り
証
文
）

卯
９
月
２６
日

助
次
郎
→
御
住
寺
様
・
御
身
内
様
・
八
十
八
様

状
１

折
紙

文
１

９
―１３

「
納
篠
原
村
御
年
貢
米
之
事
」・（
浄

勝
寺
）

安
政
２
年
９
月

状
１

折
紙

文
１

９
―１４

「
納
篠
原
村
御
年
貢
米
之
事
」・（
浄

勝
寺
）

安
政
３
年
９
月

状
１

折
紙

文
１

９
―１５

「
納
篠
原
村
御
年
貢
米
之
事
」・（
浄

勝
寺
）

安
政
４
年
９
月

状
１

折
紙

文
１

１０
―１

「
爰
ニ
本
社
忠
愛
ノ
主
旨
ヲ
協
賛

シ
…
」・（
感
謝
状
）

明
治
２８
年
１
月
２６
日

日
本
赤
十
字
社
総
裁

大
勲
位
彰
仁
親
王
・
日
本
赤
十
字
社

子
爵
佐
野
常
民
→
小
澤
七
兵
衛

状
１
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組
織
単
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N
o.

表
題
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内
容
表
題
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「
書
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出
し
」・（
内
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）

年
代

作
成
→
宛
所

形
態

数
量

備
考

文
１

１０
―２

「
明
治
三
十
七
八
年
事
件
の
功
ニ

依
り
」・（
感
謝
状
）

明
治
３９
年
４
月
１
日

賞
勲
局
総
裁
従
二
位

勲
一
等
子
爵
大
給
恒

状
１

虫
損

文
１

１０
―３

「
明
治
三
十
七
八
年
戦
後
ノ
際

…
」・（
感
謝
状
）

明
治
３８
年
３
月
１５
日

滋
賀
県
知
事
正
五
位
勲
四
等

鈴
木
定
直
→
小
澤
七
兵
衛

状
１

文
１

１０
―４

「
本
社
忠
愛
ノ
主
旨
ヲ
協
賛
シ

…
」・（
感
謝
状
）

明
治
２８
年
１
月
２６
日

日
本
赤
十
字
社
総
裁

大
勲
位
彰
仁
親
王
・
日
本
赤
十
字
社

子
爵
佐
野
常
民
→
小
澤
七
兵
衛

状
１

文
１

１０
―５

「
一
金
三
圓
右
ハ
本
會
ノ
旨
趣
ヲ

…
」

明
治
３６
年
５
月
９
日

大
日
本
武
徳
會
滋
賀
支
部
長

鈴
木
定
直
→
小
澤
七
兵
衛

状
１

文
１

１０
―６

「
夙
ニ
本
社
ノ
主
旨
ヲ
翼
賛
シ

…
」・（
感
謝
状
）

明
治
３５
年
１２
月
２６
日

日
本
赤
十
字
社
滋
賀
支
部
長

鈴
木
定
直
→
小
澤
七
兵
衛

状
１

文
１

１０
―７

「
恤
兵
報
告
ノ
大
旨
ニ
基
キ
…
」・

（
謝
品
贈
呈
状
）

明
治
３５
年
１２
月
２３
日

日
本
赤
十
字
社
滋
賀
支
部
野
洲
郡
委
員
長

磯
部
信
剛
→
小

澤
七
兵
衛

状
１

文
１

１０
―８

「
其
郡
義
王
村
義
王
尋
常
高
等
小

学
校
」・（
寄
付
感
謝
状
）

明
治
２７
年
４
月
１８
日

滋
賀
県
知
事

大
越
亨
→
滋
賀
県
野
洲
郡
篠
原
村

小
澤
七

兵
衛

状
１

文
１

１０
―９

「
守
山
警
察
書
建
築
費
ト
シ
テ

…
」・（
寄
付
感
謝
状
）

明
治
２２
年
７
月
１０
日

滋
賀
県
知
事

中
井
弘
→
小
澤
七
兵
衛

状
１

文
１

１０
―１０

謝
状

「
一

金
五
圓

右
以
篤
志
寄
贈

…
」

明
治
２２
年
５
月
８
日

滋
賀
県
勧
業
協
會
会
頭

中
井
弘
→
小
澤
七
兵
衛

状
１

文
１

１０
―１１

「
本
県
庁
舎
建
築
ニ
付
…
」

明
治
２１
年
９
月
１５
日

滋
賀
県
知
事

中
井
弘
→
小
澤
七
兵
衛

状
１

文
１

１０
―１２

「
明
治
廿
年
秋
季
日
野
川
支
流
光

善
寺
川
…
」・（
寄
付
感
謝
状
）

明
治
２１
年
８
月
１０
日

滋
賀
県
知
事

中
井
弘
→
小
澤
七
兵
衛

状
１

文
１

１０
―１３

「
其
郡
貧
民
救
助
ト
シ
テ
…
」・（
寄

付
感
謝
状
）

明
治
２５
年
１１
月
２０
日

滋
賀
県
知
事

大
越
亨
→
小
澤
七
兵
衛

状
１

文
１

１０
―１４

「
謹
啓
時
下
向
暑
之
砌
益
…
」・（
感

謝
状
）

明
治
３５
年
５
月

京
釜
鉄
道
株
式
会
社
→
小
澤
七
兵
衛

状
１

文
１

１０
―１５

「
拝
啓
時
下
厳
寒
々
御
座
候
…
」

（
本
社
株
式
募
集
に
付
）

明
治
３５
年
２
月
１
日

京
釜
鉄
道
株
式
会
社
→
小
澤
七
兵
衛

状
１

文
１

１０
―１６

「
本
県
庁
舎
建
築
ニ
付
…
」・（
木
杯

下
賜
）

明
治
２１
年
６
月
２４
日

滋
賀
県
知
事

中
井
弘
→
小
澤
七
兵
衛

状
１
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組
織
単
位

N
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表
題
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内
容
表
題
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「
書
き
出
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」・（
内
容
）

年
代

作
成
→
宛
所

形
態

数
量

備
考

文
１

１０
―１７

「
帝
国
義
勇
艦
隊
建
設
ニ
関
シ

…
」・（
七
等
功
労
章
贈
与
）

明
治
４０
年
１２
月
２５
日

帝
国
海
軍
協
會
総
裁

大
勲
位
威
仁
親
王
→
小
澤
七
兵
衛

状
１

文
１

１０
―１８

「
日
野
川
支
流
光
善
寺
川
堤
防
敷

地
ト
シ
テ
…
」・（
田
寄
付
感
謝
状
）

明
治
３４
年
６
月
２５
日

滋
賀
県
知
事

河
島
醇
→
小
澤
七
兵
衛

状
１

文
１

１０
―１９

「
本
會
ノ
趣
首
ヲ
翼
賛
シ
…
」・（
感

謝
木
杯
贈
呈
）

明
治
３３
年
１１
月
５
日

弔
魂
會
長
男
爵

小
川
又
次
→
小
澤
七
兵
衛

状
１

文
１

１０
―２０

賛
第
二
九
八
七
号

「
本
會
ノ
趣
首
ヲ
翼
賛
シ
金
五
圓

…
」・（
正
会
員
ニ
列
ス
）

明
治
３３
年
１０
月
２７
日

弔
魂
會
長
男
爵

小
川
又
次
→
小
澤
七
兵
衛

状
１

文
１

１０
―２１

「
夙
ニ
報
告
恤
兵
ノ
主
旨
ヲ
…
」・

（
感
謝
状
）

明
治
３２
年
１２
月
２０
日

日
本
赤
十
字
社
滋
賀
支
部
長

河
島
醇
→
小
澤
七
兵
衛

状
１

文
１

１０
―２２

［
白
紙
］

状
１

文
１

１０
―２３

「
爰
ニ
本
社
忠
愛
ノ
主
旨
ヲ
…
」・

（
感
謝
状
）

明
治
３１
年
１２
月
２０
日

日
本
赤
十
字
社
総
裁
大
勲
位

彰
仁
親
王
・
日
本
赤
十
字
社

長
佐
野
常
民
→
正
社
員

小
沢
七
兵
衛

状
１

文
１

１０
―２４

謝
状

「
貴
下
ハ
豊
太
閤
墳
墓
修
理
…
」・

（
寄
付
感
謝
状
、第
七
等
章
贈
）

明
治
３１
年
４
月
１５
日

豊
国
會
会
長
侯
爵

黒
田
長
成
→
小
澤
七
兵
衛

状
１

文
１

１０
―２５

「
貴
下
ハ
豊
太
閤
墳
墓
修
築
及

…
」・（
感
謝
状
）

明
治
３１
年
３
月
２５
日

豊
国
會
会
長
侯
爵

黒
田
長
成
→
小
澤
七
兵
衛

状
１

文
１

１０
―２６

「
其
村
大
字
小
堤
溜
池
改
修
并
養

水
路
…
」・（
寄
付
感
謝
、木
杯
下

賜
）

明
治
３０
年
１０
月
５
日

滋
賀
県
知
事

折
田
平
内
→
小
澤
七
兵
衛

状
１

文
１

１０
―２７

「
明
治
二
十
八
年
県
下
水
害
救
助

金
ト
シ
テ
…
」・（
寄
付
感
謝
、木
杯

下
賜
）

明
治
３０
年
９
月
６
日

滋
賀
県
知
事

折
田
平
内
→
小
澤
七
兵
衛

状
１

文
１

１０
―２８

［
白
紙
］

状
１

文
１

１０
―２９

「
社
則
第
五
条
三
項
ニ
…
」・（
社
員

ト
シ
テ
認
定
）

明
治
２８
年
７
月
４
日

日
本
赤
十
字
社
長

佐
野
常
民
→
小
澤
七
兵
衛

状
１

文
１

１０
―３０

「
桓
武
天
皇
平
安
遷
都
千
百
年
記

念
祭
…
」・（
第
七
種
紀
念
白
銅
牌

贈
）

明
治
２７
年
１０
月
１
日

平
安
遷
都
千
百
年
記
念
祭
協
賛
会
総
裁
大
勲
位

熾
仁
親

王
・
同
会
長

近
衛
篤
麿
→
小
澤
七
兵
衛

状
１

文
１

１０
―３１

褒
賞
授
与
證

「
菜
種
二
等
褒
賞
」

明
治
１７
年
７
月
３
日

大
日
本
農
会
滋
賀
支
会
幹
事
長

籠
手
田
安
定
→
小
澤
七
兵

衛

状
１
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年
代

作
成
→
宛
所

形
態

数
量

備
考

文
１

１１
地
下
方
万
金
銭
出
入

帳

明
治
５
年
カ

小
澤
重
蔵

横
１

文
１

１２
御
領
中
御
中
勘
定
帳

安
政
６
年

小
沢
正
美

横
半
１

文
１

１３
―１

小
番
帳

安
政
５
年
１
月

肝
煎

東
組

重
蔵
・
正
治
郎

横
１

文
１

１３
―２

寺
山
人
足
帳

安
政
５
年
１
月

肝
煎

東
組

重
兵
衛
・
正
治
郎

横
１

（
表
紙
の
み
記
載
）

文
１

１４
地
下
頼
母
子
帳

嘉
永
５
年
１２
月
３
日

小
沢
七
兵
衛

横
１

文
１

１５
粕
干
鰯
勘
定
帳

文
化
１２
年

釜
屋

横
１

表
紙
の
み

文
１

１６
大
福
帳

安
政
７
年
１
月

小
沢
七
兵
衛

横
１

文
１

１７
勘
定
手
尻
帳

嘉
永
５
年
４
月

小
沢
六
左
衛
門
・
支
配
人
権
十
郎

横
１

主
上
差
引
帳
と
売
上
帳

合
綴

文
１

１８
御
中
勘
定
帳

安
政
２
年

小
沢
七
兵
衛

横
半
１

文
１

１９
御
領
中
御
中
勘
定
帳

安
政
３
年
１０
月

御
勝
手
方
小
沢
七
兵
衛

横
半
１

文
１

２０
覚

（
白
半
切
、青
半
切
他
入
用
帳
）

横
１

文
１

２１
―１

御
領
中
御
講
中

安
政
５
年
６
月
４
日

東
組

横
１

文
１

２１
―２

巳
年
大
算
用
帳

安
政
５
年
２
月
２１
日

東
組

横
１

文
１

２２
勘
定
并
買
物
通

嘉
永
４
年

�
屋

与
治
右
衛
門
→
小
澤
七
兵
衛

横
半
１

文
１

２３
（
田
畑
反
別
書
上
）

南
喜
代
松
カ

竪
１

文
１

２４
平
尾
田
畑
名
寄
帳

安
政
２
年
８
月

桑
実
寺

竪
１

文
１

２５
江
頭
田
畑
名
寄
帳

安
政
２
年
８
月

桑
実
寺

竪
１

文
１

２６
南
北
北
方
笠
谷
田
畑

名
寄
帳

安
政
２
年
８
月

桑
実
寺

竪
１

文
１

２７
（
田
畑
反
別
書
上
）

竪
１

文
１

２８
（
田
畑
反
別
書
上
）

竪
１

文
１

２９
（
田
畑
反
別
書
上
）

竪
１

文
１

３０
［
絵
図
］

「
溜
池
堤
」・「
江
頭
」・「
二
印
」

葉
１

文
１

３１
［
絵
図
］

「
平
尾
」・「
リ
印
」

葉
１

文
１

３２
［
絵
図
］

「
奥
場
坪
」・「
イ
印
」

葉
１
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組
織
単
位

N
o.

表
題
・［
内
容
表
題
］

「
書
き
出
し
」・（
内
容
）

年
代

作
成
→
宛
所

形
態

数
量

備
考

文
１

３３
［
絵
図
］

「
大
針
」・「
屋
敷
」・「
道
筋
」

葉
１

文
１

３４
［
絵
図
］

「
北
山
屋
敷
地
」「
石
寺
道
」

葉
１

文
１

３５
［
絵
図
］

「
谷
川
石
橋
腰
越
山
道
」

葉
１

文
１

３６
［
絵
図
］

「
笠
ヶ
谷
」

葉
１

文
１

３７
［
絵
図
］

「
中
道

石
橋
西
」
「
江
頭
」

葉
１

文
１

３８
―０

［
包
紙
］

「
石
ず
り
」

包
紙
１

文
１

３８
―１

［
収
支
記
載
用
罫
紙
］
「
月
日
」

状
１

水
墨
画
の
裏
紙
カ

文
１

３８
―２
―１

舞
殿
再
建
賛
来
簿
第

號

明
治
３２
年
３
月

多
賀
神
社
宮
司
正
六
位
国
部
譲
他
３
名

竪
１

活
版

文
１

３８
―２
―２

多
賀
神
社
舞
殿
五
十

分
一
ノ
図

葉
１

活
版

文
１

３８
―３

世
界
歴
史
譚
等
二
十

七
編
虞
蘭
滉
将
軍

葉
１

活
版

文
１

３８
―４

［
書
］

「
詩
情
」

玄
々
居
士

葉
１

木
版
画
、木
の
表
紙
、

「
小
沢
憲
治
郎
」の
署
名

文
１

３８
―５

［
絵
図
］

明
治
３５
年
３
月
１５
日

大
阪
森
川
印
刷
所
大
阪
朝
日
新
聞

葉
１

「
雪
舟
」の
署
名「
等
楊
」

の
印

文
１

３８
―６

深
澤
疏
水
碑［
拓
本
］

明
治
３０
年
１０
月

正
八
位
巌
本
範
治

葉
１

文
１

３８
―７

免
許
角
力

「
地
方
頭
取
中
」「
地
方
世
話
人
中
」
明
治
３５
年
１０
月
吉
日

角
力
阪
元
告
田
昇
栄
堂
勧
進
元
荒
川
勇
峯
太
郎

葉
１

文
１

３８
―８

天
保
義
民
碑［
拓
本
］

明
治
２８
年
春
３
月

正
四
位
勲
三
等
巌
本
修

葉
１

文
１

３９
新
講
帳

弘
化
２
乙
巳
年
１１
月
３

日

東
組

横
１

文
１

４０
小
遣
帳

安
政
７
庚
申
年
１
月
吉

日

小
沢
七
兵
衛

横
１

「
写
」の
印

文
１

４１
―０

［
封
筒
］旧
藩
書
類
頼

母
子
公
債
證
々
類
共

之
袋

封
筒
１

文
１

４１
―１

旧
西
大
路
藩
江
調
達

金
證
文
写
書
上

「
御
預
金
一
札
之
事
」

明
治
７
年
３
月
２０
日

野
洲
郡
第
五
区
大
篠
原
村

竪
１
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組
織
単
位

N
o.

表
題
・［
内
容
表
題
］

「
書
き
出
し
」・（
内
容
）

年
代

作
成
→
宛
所

形
態

数
量

備
考

文
１

４１
―２
―１

旧
西
大
路
藩
債
別
冊

弐
ヶ
条
仕
訳
書

明
治
３
庚
午
年
１２
月

竹
村
左
衛
門

竪
１

文
１

４１
―２
―２

御
公
債
証
譲
渡
御
願

書

明
治
７
年
８
月

山
田
き
乃
他
７
名

竪
１

文
１

４１
―２
―３

旧
西
大
路
藩
新
債
旧

債
御
所
分
書
写

（
竹
村
太
左
衛
門
差
し
出
し
の
写

し
）

明
治
７
年
９
月
２４
日

竹
村
太
左
衛
門

竪
１

小
沢
七
兵
衛
の
署
名

文
１

４１
―３

旧
西
大
路
藩
調
達
金

御
處
分
書
写

小
沢

竪
１

文
１

４１
―４

金
主
之
者
ヨ
リ
被
差

出
候
引
合
書
写
取

明
治
５
年
７
月
～
明
治

７
年
３
月

竪
１

文
１

４１
―５
―１

新
公
債
御
証
書
譲
渡

ス
儀
ニ
付
御
願
書

明
治
７
年

梅
村
亦
五
郎
伊
兵
衛

竪
１

文
１

４１
―５
―２

公
債
譲
渡
之
儀
ニ
付

御
願
書

明
治
７
年
９
月
２２
日

竪
１

文
１

４１
―５
―３

「
旧
西
大
路
藩
債
新
第
一
号
…
…
」
明
治
６
年
１０
月

竹
村
秀
補

竪
１

文
１

４１
―５
―４

旧
西
大
路
藩
債
請
金

二
ヶ
条
仕
訳
書

明
治
５
壬
申
７
月

竹
村
太
歳
門
他
九
名

竪
１

文
１

４１
―６

旧
西
大
路
藩
債
新
債

旧
債
御
所
分
書
写

（
徳
井
太
郎
左
衛
門
差
し
出
し
の

写
し
）

明
治
７
年
３
月
２５
日

小
澤
七
兵
衛

竪
１

文
１

４１
―７

旧
西
大
路
藩
債
新
債

旧
債
御
所
分
書
写

明
治
７
年
９
月
２４
日

竹
村
左
衛
門
外
九
人

竪
１

文
１

４２
店
卸
帳

弘
化
３
～
４
年

横
１

文
１

４３
町
組
東
組
納
米
庭
帳

明
治
１４
年
１１
月

戸
長
役
場

横
１

フ
セ
ン
有

文
１

４４
初
会
小
沢
持
三
十
四

番
地
下
持
三
十
八
番

掛
金
集
帳

安
政
５
年
３
月
１２
日

東
組

横
１

文
１

４５
地
税
納
米
売
拂
帳

明
治
６
年

大
篠
原
村
戸
長
役
場

横
１

文
１

４６
―０

［
く
く
り
紐
］

紐
１

文
１

４６
―１

以
御
書
付
御
省
略
被

仰
出
候
事

（
端
裏
）安
政
３
年

状
１

虫
損
甚
し
。
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組
織
単
位

N
o.

表
題
・［
内
容
表
題
］

「
書
き
出
し
」・（
内
容
）

年
代

作
成
→
宛
所

形
態

数
量

備
考

文
１

４６
―２

以
御
書
付
被
仰
出
候

御
趣
意
箇
條

「
一
此
度
御
勝
向
追
々
御
省
略
ニ

付
」（
請
書
提
出
及
び
取
締
箇
条
の

写
）

嘉
永
６
癸
丑
５
月

村
庄
屋
役
人
、取
締
方
宛

状
１

文
１

４６
―３

乍
恐
御
請
書
奉
御
差

上
候

（
御
公
儀
様
倹
約
取
締
等
の
請
書
）
安
政
３
辰
１
月

篠
原
村
庄
屋
２
名
、年
寄
３
名
、村
惣
代
１
名
、取
締
一
名
→
御
奉

行
様

竪
１

文
１

４６
―４

以
御
書
付
を
被
仰
出

候
御
趣
意
箇
條

「
一
此
度
御
勝
手
向
追
々
御
省
略

ニ
付
」（
請
書
提
出
及
び
取
締
箇
条

の
写
）

嘉
永
６
癸
丑
５
月

村
庄
屋
役
人
、取
締
宛

状
１

文
１

４７
小
日
記

（
本
勘
定
帳
の
下
書
）

安
政
６１２
月

小
沢
七
兵
衛

横
１

文
１

４８
付
売
米
其
他
調
査

明
治
２５
年

横
１

文
１

４９
黒
羽
下
河
岸
一
件
入

用
帳

弘
化
２
年

横
１

文
１

５０
下
野
国
黒
羽
町
下
川

岸
三
森
杢
之
助
年
割

済
入
金
帳
、同
千
本

小
太
郎
様
御
扶
持
米

帳

（
天
保
・
嘉
永
）

横
１

文
１

５１
五
ヵ
年
調
帳

嘉
永
３
～
７
年

西
地
下

横
１

文
１

５２
「
売
渡
候
御
触
書
之
写
」（
梵
鐘
御

触
書
）

竪
１

文
１

５３
出
作
田
畠
名
寄
帳

安
政
２
年
８
月

桑
実
寺

竪
１

文
１

５４
―０

［
封
筒
］

「
旧
藩
書
類
頼
母
子
公
債
証
之
類

共
之
袋
」

封
筒
１

文
１

５４
―１

公
債
証
券
并
現
金
賦

金
等
御
下
渡
ニ
付

明
治
７
年
７
月
１７
日

小
沢
七
兵
衛
他
５
名

横
半
１

文
１

５４
―２

竹
村
忠
雄
君
竹
村
隼

雄
君
秩
禄
御
買
入
調

書

明
治
８
年
５
月
２６
日

横
１

文
１

５４
―３

「
旧
債

一
金
三
千
百
八
十
五

円
」

横
１
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「
書
き
出
し
」・（
内
容
）

年
代

作
成
→
宛
所

形
態

数
量

備
考

文
１

５４
―４

旧
藩
債
御
下
段
之
儀

ニ
付
委
任
状

明
治
７
年
７
月
１９
日

野
洲
郡
第
５
区
大
篠
原
村
山
田
成
乃
他
１８
名
→
小
沢
七
兵
衛

竪
１

文
１

５４
―５
―１

新
公
債
証
券
番
号
記

竪
１

文
１

５４
―５
―２

旧
西
大
路
藩
調
達
金

ニ
付
御
答
書

明
治
５
年
７
月

近
江
国
蒲
生
郡
第
２４
区
鋳
物
師
村
竹
村
太
歳
門
他
９
名
→
大

蔵
省
御
出
張
所

竪
１

文
１

５４
―６

旧
西
大
路
藩
調
達
金

竪
１

文
１

５４
―７

約
定
証

（
公
債
譲
代
金
受
取
に
付
）

→
滋
賀
県
第
５
区
上
小
唐
崎
町
武
田
静
二
殿

竪
１

雛
形

文
１

５４
―８

西
大
路
藩
債
調
帳

明
治
５
年
３
月

調
金
方

竪
１

文
１

５４
―９

（
公
債
約
定
証
他
）

綴
１

文
１

５４
―９
―１

約
定
証

「
一

新
公
債
」（
公
債
譲
渡
ニ
付
）

状
１

文
１

５４
―９
―２

約
定
証

「
一

新
公
債
」（
公
債
譲
渡
ニ
付
）

状
１

文
１

５４
―９
―３

約
定
証

「
三
ツ
井

一
旧
公
債
…
」（
公

債
譲
渡
ニ
付
）

状
１

文
１

５４
―９
―４

「
一

旧
公
債
証
書
高
…
…
」（
公

債
金
高
、枚
数
書
上
）

状
１

文
１

５４
―９
―５

公
債
御
証
書
譲
り
渡

御
願
書

状
１

文
１

５４
―１０

（
公
債
関
係
綴
）

綴
１

文
１

５４
―１０

―１
公
債
御
証
書
譲
り
渡

御
願
書

明
治
８
年

蒲
生
郡
第
十
六
区
西
大
路
村
百
弐
十
六
番
屋
敷
徳
井
太
郎
三

郎

状
１

文
１

５４
―１０

―２
旧
公
債
御
証
書
譲
り

渡
之
儀
ニ
付
御
願
書

明
治
８
年

蒲
生
郡
第
十
六
区
西
大
路
村
百
弐
十
六
番
屋
敷
徳
井
太
郎
三

郎

状
３

冊
か
？
本
人
□
印
あ
り

（
西
大
路
戸
長
）

文
１

５４
―１０

―３
証

「
新
債

一
廿
五
円
証
書
」（
公

債
証
書
枚
数
書
上
）

状
１

文
１

５４
―１０

―４
控

「
一

新
債
七
百
弐
拾
五
円
」

京
都
府
下
上
京
第
三
拾
区
油
屋
町
五
百
九
拾
弐
番
地
平
井
忠

兵
衛

状
１

文
１

５４
―１０

―５
御
公
債
譲
渡
御
願
書
（
蒲
生
郡
第
拾
区
桑
実
寺
村
外
郷

中
所
持
分
）

状
１
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「
書
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」・（
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年
代

作
成
→
宛
所

形
態

数
量

備
考

文
１

５４
―１０

―６
公
債
御
証
書
譲
り
渡

御
願
書

「
一

新
公
債
御
証
書
人
数
」

状
１

文
１

５４
―１０

―７
御
公
債
譲
渡
御
願
書
（
蒲
生
郡
第
拾
区
桑
実
寺
村
外
郷

中
所
持
分
）

状
１

文
１

５４
―１０

―８
公
債
証
譲
渡
之
儀
ニ

付
御
願
書

蒲
生
郡
第
拾
区
桑
実
寺
村

状
１

冊
表
紙
カ

文
１

５４
―１０

―９
公
債
御
証
書
譲
り
渡

御
願
書

明
治
８
年
４
月

蒲
生
郡
第
十
六
区
西
大
路
村
百
弐
十
六
番
屋
敷
徳
井
太
郎
三

郎

状
１

文
１

５４
―１１

旧
西
大
路
藩
調
達
金

御
所
文
書
之
写

７
月
２５
日

橋
本
五
郎
兵
衛
→
小
沢
七
兵
衛

竪
１

文
１

５４
―１２

御
公
債
証
譲
渡
ニ
付

御
願
書

明
治
７
年
８
月
２９
日

野
洲
郡
第
五
区
高
木
村
橋
本
五
郎
兵
衛
→
滋
賀
県
令
松
田
道

之

竪
１

文
１

５４
―１３

旧
西
大
路
藩
調
達
金

証
書
写
十
九
通

請

取
通
写
二
冊

明
治
７
年
３
月
２３
日

蒲
生
郡
第
十
四
区
鋳
物
師
村
竹
村
太
左
衛
門
外
九
人
→
滋
賀

県
令
松
田
道
之

竪
１

文
１

５５
黒
羽
下
川
岸
掛
合
入

用
帳

弘
化
２
年
１
月

横
１

文
１

５６
―１

観
音
堂
勘
定
帳

嘉
永
２
年
７
月
１１
日

立
会
世
話
人
中

横
１

文
１

５６
―２

浮
堂
屋
根
替
帳

嘉
永
２
年
３
月

檀
中

横
１

文
１

５６
―３

三
七
家
譜
購
入
用
帳

嘉
永
２
年
２
月
６
日

世
話
・
小
沢
七
兵
衛

横
１

文
１

５７
奥
底
田
畠
名
寄
帳

安
政
２
年
８
月

桑
実
寺

竪
１

文
１

５８
本
勘
定
帳

万
延
１
年
１２
月

篠
原
村
→
御
勝
手
方

竪
１

文
１

５９
再
勘
定
帳

寛
永
４
年
１２
月
６
日

西
本
郷
村
庄
屋
新
平
→
御
勝
手
中
・
御
勘
定
所

竪
１

文
１

６０
勘
定
手
尻
帳

嘉
永
６
年
１１
月
８
日
～

嘉
永
７
年
５
月
８
日

小
沢
六
左
衛
門

横
１

主
人
差
引
帳
と
合
綴

文
１

６１
乍
恐
以
書
付
奉
願
上

候

（
貸
付
金
内
済
に
付
願
書
）

天
保
４
年
７
月

釜
屋
→
御
役
所

状
１

切
断

文
１

６２
村
々
連
印
米
永
引
当

借
用
証
文

野
州
茂
木
検
断

小
堀
七
郎
兵
衛
→
小
沢
七
兵
衛

竪
１
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年
代

作
成
→
宛
所

形
態

数
量

備
考

文
１

６３
文
化
七
庚
午
正
月

「
文
化
七
庚
午
正
月
」（
大
福
帳
カ
）
文
化
７
年
１
月

横
１

文
１

６４
黒
羽
元
河
岸
店
卸
帳

天
保
８
年

小
沢
七
兵
衛

代
覚
右
衛
門

横
１

文
１

６５
道
米
帳

安
政
５
年
１２
月
２６
日

東
地
下

横
１

文
１

６６
黒
羽
下
河
岸
一
件
願

書
之
扣

（
河
岸
株
家
賃
滞
一
件
始
末
書
写
）
天
保
２
年
８
月

小
澤
七
兵
衛

百
姓
代

仙
右
衛
門

竪
１

文
１

６７
（
東
組
関
係
諸
帳
簿
綴
）

―
―

文
１‐６７‐１

～
６
合
綴

文
１

６７
―１

覚
「
七
月
廿
日
一
、三
百
三
拾
文
」

安
政
２
年
１０
月

蚊
帳
屋
佐
兵
衛
→
仁
正
寺
藩
御
勝
手
方
様

横
１

文
１

６７
―２

覚
「
□

七
百
九
十
四
文
」

小
沢
七
兵
衛

状
１

文
１

６７
―３

覚
「
□

弐
石
八
千
文
」

子
年
１２
月

庄
や
伊
兵
衛

状
１

文
１

６７
―４

仁
正
寺
様
之
御
入
用

覚

７
月
１８
日

加
屋
佐
兵
衛
→
仁
正
寺
様
御
勝
手
方
御
役
人
衆
中
様

横
１

文
１

６７
―５

仁
正
寺
様
之
御
入
用

覚

子
年
１２
月
１４
日

蚊
帳
屋
佐
兵
衛

横
１

文
１

６７
―６

買
之
下
残
り

横
１

文
１

６８
―１

御
年
貢
米
名
寄
帳

嘉
永
３
年
１１
月
２５
日

東
組

横
１

文
１

６８
―２

「
藤
五
郎

一
入
町
上
づ
か
い

…
」（
村
役
人
足
帳
）

横
１

文
１

６８
―３

小
遣
帳

弘
化
５
年
１
月
１１
日

東
組
地
下

横
１

文
１

６８
―４

「
傳
馬
金
…
高
木
講
…
」（
講
金
取

立
）

嘉
永
１
年
６
月
１
日

東
組

横
１

文
１

６８
―５

「
拾
壱
会
目
人
別
講
…
」（
講
金
取

立
）

弘
化
５
年
３
月
４
日

東
組

横
１

文
１

６８
―６

「
傳
馬
金
…
高
木
講
…
」（
講
金
取

立
）

嘉
永
１
年
１０
月
２２
日

横
１

文
１

６８
―７

「
拾
弐
会
目
人
別
講
」（
講
金
取
立
）
嘉
永
１
年
９
月
７
日

東
組

横
１

文
１

６８
―８

道
米
差
引
帳

嘉
永
１
年
１２
月
２３
日

横
１

文
１

６８
―９

歩
銀
代
賃
集
帳

嘉
永
１
年
１２
月
２４
日

東
組

横
１

文
１

６９
大
福
帳

安
政
５
戊
午
年
１
月
１１

日

小
沢
七
兵
衛

横
１
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年
代

作
成
→
宛
所

形
態

数
量

備
考

文
１

７０
［
綴
］

綴
１

文
１

７０
―１

覚
「
弐
間
七
〆

弐
拾
弐
丁
…
」（
材

木
の
送
り
リ
ス
ト
カ
）

辰
１２
月
２５
日

→
小
沢
七
兵
衛

状
１

文
１‐７０‐１

～
７
ま
で
綴

文
１

７０
―２

送
り

「
丈
壱
四
寸
二
七
寸

九
丁
…
」

（
材
木
の
寸
法
）

４
月
４
日

大
篠
原
村
仲
間
→
小
沢
七
兵
衛

状
１

折
紙

文
１

７０
―３

「
四
寸
三
分
…
」（
材
木
の
寸
法
書

付
）

折
紙
１

文
１

７０
―４

「
松
、二
八
枚
…
」（
材
木
の
計
算
）

状
１

文
１

７０
―５

「
地
回
長
サ
二
丈
五
尺
…
」（
材
木

の
見
積
り
書
）

大
工
市
兵
衛

折
紙
１

文
１

７０
―６

覚
（
材
木
見
積
書
）

１１
月
２９
日

小
沢
→
弥
次
兵
衛

状
１

文
１

７０
―７

覚
「
レ
ン
ダ
イ
四
寸
九
寸
…
…
」

状
１

文
１

７１
「
東
地
下
上
正
寺
か
つ
ち
」「
小
沢

通
ニ
テ
御
差
引
可
下
候
」

状
１

文
１

７２
村
方
勘
定
帳
下
書
写

吉
村
製（
小
沢
七
兵
衛
蔵
書
）

竪
１

文
１

７３
伐
木
買
渡
申
証
文
之

故

明
治
２
年
１０
月

篠
原
村
買
主
忠
七（
印
）
他
２
名
→
御
役
人
中
様

状
１

文
１

７４
借
家
証
文
之
事

（
河
岸
積
問
屋
株
・
家
財
等
）

天
保
４
年
４
日

借
屋
人
油
屋
源
兵
右
衛
門
他
４
人
→
茂
木
町
釜
屋
七
兵
衛

状
１

文
１

７５
―１

御
年
貢
名
寄
帳

嘉
永
６
年
１１
月
２２
日

東
組

横
１

文
１

７５
―２

弐
拾
壱
会
目
人
別
講

子
年
大
算
用
割

嘉
永
６
年
３
月
４
日

東
組

横
１

文
１

７５
―３

佐
々
木
様
御
見
舞
守

山
講
高
木
講

嘉
永
６
年
４
月
３
日

東
組

横
１

文
１

７５
―４

二
十
二
会
目
人
別
講

御
領
中
講
高
木
講
五

月
受
立

嘉
永
６
年
８
月
２９
日

東
組

横
１

文
１

７５
―５

四
会
目
御
領
中
御
講

受
取
帳

嘉
永
６
年
１１
月
１
日

東
組

横
１

文
１

７５
―６

夫
銀
太
賃
守
山

嘉
永
６
年
１２
月
２３
日

東
組

横
１

341



組
織
単
位

N
o.

表
題
・［
内
容
表
題
］

「
書
き
出
し
」・（
内
容
）

年
代

作
成
→
宛
所

形
態

数
量

備
考

文
１

７５
―７

道
米
帳

嘉
永
６
年
１２
月
２５
日

東
組

横
１

文
１

７５
―８

小
番
帳

嘉
永
６
年
１
月

東
組

横
１

文
１

７６
頼
母
子
金
子
受
取
□

嘉
永
１
年
１２
月
５
日

横
１

□
は
虫
食
い
、下
部
失

文
１

７７
月
割
受
拂
帳

文
化
５
年
６
月

横
１

文
１

７８
観
音
堂
寄
進
帳

嘉
永
２
年
１０
月

世
話
方

竪
１

文
１

７９
本
勘
帳

嘉
永
４
年
１２
月

妙
光
寺
村

竪
１

文
１

８０
「
第
四
百
四
拾
三
番
字
壱
里
塚
…
」

（
地
番
別
反
別
当
書
上
）

竪
１

文
１

８１
「
西
組

六
人

弥
三
郎
」（
干
魃

見
分
顔
付
等
）

状
２

横
冊
断
簡

文
１

８２
西
組
岩
蔵
組
納
米
庭

帳

明
治
１６
年

戸
長
役
場

状
１

横
冊
断
簡

文
１

８３
「
一

廿
五
銭

五
之
里

浅
七
」

（
金
銭
并
人
名
書
上
）

状
１

文
１

８４
「
一

百
四
拾
七
匁
壱
分
引
出
し

…
」（
品
代
書
上
）

状
１

文
１

８５
村
方
観
定
帳
并
大
番

水
入
定
書
有

文
政
１２
年
６
月

小
沢
七
兵
衛

竪
１

文
１

８６
小
日
記

（
寺
社
人
足
書
上
）

安
政
６
年
１２
月

小
沢
七
兵
衛

横
１

文
１

８７
「
一

村
高
四
百
参
拾
八
石
弐
斗

三
升
弐
合
」（
村
内
取
調
書
）

竪
１

文
１

８８
（
田
畑
申
上
綴
）

綴
１

文
１

８８
―１

「
一

山
反
別
四
畝
七
歩
」（
田
畑

書
上
）

竪
１

文
１

８８
―２

「
一

反
別
七
歩
」（
田
畑
書
上
）

竪
１

文
１

８９
「
一

畑
壱
畝
十
八
歩
」（
田
畑
書

上
）

状
１

竪
冊
断
簡

文
１

９０
「
○
前
川
仁
蔵
…
」（
米
納
に
付
書

上
）

横
１
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年
代

作
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→
宛
所

形
態

数
量

備
考

文
１

９１
三
百
号

（
布
達
書
）「
管
下
人
民
出
廳
之
節

…
」（
公
宿
会
社
取
□
之
儀
に
付
）

明
治
５
年
１１
月
５
日

滋
賀
懸
令
松
田
道
之

竪
１

文
１

９２
（
布
達
書
綴
）

綴
１

９２
―１
～
９２

―４
は
綴
り
。

文
１

９２
―１

二
百
三
十
六
号

（
布
達
書
）（
行
政
区
画
改
に
付
）

明
治
８
年
３
月

竪
１

文
１

９２
―２

甲
第
百
九
十
一
号

（
布
達
書
）（
東
京
師
範
学
校
へ
中

学
師
範
学
科
相
設
に
付
）

明
治
８
年
８
月
１３
日

滋
賀
県
権
令
籠
手
田
安
定

竪
１

文
１

９２
―３

甲
第
百
九
十
三
号

「
別
紙
ノ
通
公
布
相
成
候
條
…
」

明
治
８
年
８
月
２３
日

滋
賀
県
権
令
籠
手
田
安
定

竪
１

文
１

９２
―４

甲
第
百
九
十
五
号

（
文
部
省
よ
り
の
布
達
に
付
）

明
治
８
年
８
月
２３
日

竪
１

文
１

９３
覚

（
店
お
ろ
し
状
綴
）

未
～
弘
化
３
午
年

小
沢
正
美

横
１

文
１

９４
「
千
祥
万
禎
…
」（
金
銭
出
納
簿
）

（
近
代
）

横
１

文
１

９５
「
斬
奸
趣
意
書
…
」（
風
説
留
カ
）

竪
１

文
１

９６
甲
第
三
百
五
十
七
号
（
海
陸
軍
刑
律
改
正
に
付
通
達
）

明
治
８
年
１２
月
１９
日

滋
賀
県
権
令
籠
手
田
安
定
代
理
滋
賀
県
権
参
事
酒
井
明

綴
１

文
１

９７
市
橋
下
総
守
様
御
家

中
附

嘉
永
２
年
５
月

小
沢
蕭
鳳
蔵
書

横
半
１

文
１

９８
町
組
東
組
納
米
庭
帳

明
治
１１
年
１１
月
３
日

～

大
篠
原
村
戸
長
役
場

横
１

文
１

９９
掛
銀
受
取
帳

嘉
永
３
年
１１
月
２８
日

講
元
東
組
→
小
澤
七
兵
衛

横
１

文
１

１００
―１

本
勘
定
帳

安
政
６
年
１２
月

篠
原
村

竪
１

文
１

１００
―２

本
勘
帳

安
政
６
年
１２
月

安
養
寺
村

竪
１

文
１

１００
―３

本
勘
帳

安
政
６
年
１２
月

高
木
村

竪
１

文
１

１００
―４

本
勘
帳

安
政
６
年
１２
月

妙
高
寺
村

竪
１

文
１

１０１
「
弐
分
廿
四
文

樽
…
」（
品
代
等

書
上
）

状
２

文
１

１０２
太
政
官
日
誌

第
七

十

慶
応
４
年
８
月

御
用
御
書
物
所
東
洞
院
上
ル
町
村
上
勘
兵
衛
ほ
か

竪
１

文
１

１０３
甲
第
三
百
五
拾
八
号
（
第
１
国
立
銀
行
紙
幣
ニ
付

大
蔵

省
よ
り
の
布
達
通
知
）

明
治
８
年
１２
月
１９
日

滋
賀
県
権
令
籠
手
田
安
定
代
理
滋
賀
県
権
参
事
酒
井
明

綴
１

文
１

１０４
―０

［
包
紙
］

「
証
文
」

包
紙
１
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年
代

作
成
→
宛
所

形
態

数
量

備
考

文
１

１０４
―１

差
入
申
証
文
事

「
右
者
江
戸
御
用
油
御
手
続
…
」

弘
化
３
丙
午
１０
月

四
ツ
目
屋
木
七

他
二
人
→
小
澤
七
兵
衛

他
三
人

状
１

片
岡
良
輔
奥
印

文
１

１０４
―２

差
入
申
証
文
事

「
一
金
四
両
壱
分
弐
朱
…
」

弘
化
３
丙
午
１０
月

大
和
屋
儀
兵
衛
→
小
澤
七
兵
衛

他
三
人

状
１

文
１

１０５
―０

［
包
紙
］

「
一

証
文
」

包
紙
１

文
１

１０５
―１

差
入
申
証
文
事

「
一
金
九
両
也
、右
者
今
般
従
御
上

様
御
下
ヶ
金
…
」

嘉
永
３
庚
戌
７
月

林
村
借
用
人
亀
三
郎
他
五
人
→
小
澤
七
兵
衛

状
１

旗
方
高
木
勘
右
衛
門
奥

印

文
１

１０５
―２

差
入
申
証
文
事

「
一
金
六
両
也

右
者
今
般
従
御

上
様
御
下
ヶ
金
…
」

嘉
永
３
庚
戌
７
月

林
村
借
用
人
五
郎
兵
衛
他
五
人
→
小
澤
七
兵
衛

状
１

旗
方
高
木
勘
右
衛
門
奥

印

文
１

１０６
勘
定
手
取
帳

嘉
永
３
庚
戌

小
澤
正
美

横
１

亥
正
月
改

文
１

１０７
東
池
さ
ら
い
入
用
帳

安
政
４
丁
巳
年
１２
月

小
澤
正
美

竪
１

文
１

１０８
江
州
野
洲
郡
篠
原
村

宗
旨
御
改
五
人
組
調

印
帳

嘉
永
３
年
３
月
７
日

横
１

文
１

１０９
御
高
帳

弘
化
２
年
３
月

東
組

竪
１

文
１

１１０
―１

諸
用
口

（
金
銭
人
名
書
上
）（
＊
人
名
：
上
川

岸
、丁
内
若
衆
、黒
羽
字
中
、茂
木

…
）

横
１

１１０
―２
ま
で
綴

文
１

１１０
―２

子
仕
切
貸

（
金
銭
人
名
書
上
）（
＊
人
名
：
千
住
、

黒
羽
、烏
山
、茂
木
）

状
１

文
１

１１１
仁
正
寺
様
御
入
用
之

覚

１２
月
１７
日

蚊
帳
屋
作
兵
衛（
江
州
八
幡
）→
仁
正
寺
様
御
勝
手
方
御
役
人

衆
中
様

状
１

文
１

１１２
―１

「
一
四
斗
八
升

内
一
升
二
合

福
永
…
」（
石
高
人
名
書
上
）

横
１

１１２
―２
ま
で
綴

文
１

１１２
―２

「
過
分

一
七
斗
九
合
…
」（
石
高

人
名
書
上
）

横
１

文
１

１１２
―３

「
一

壱
斗
三
升
壱
合
弐
勺
…
」

（
石
高
人
名
書
上
）

横
１

文
１

１１３
［
絵
図
］

（
芦
浦
関
係
ヵ
）

葉
１

断
簡

文
１

１１４
［
布
達
綴
］

明
治
１０
年
３
月

綴
１

文
１

１１５
第
七
十
号

（
諸
品
売
買
取
引
心
得
方
之
義
ニ

付
）

（
明
治
４
年
）辛
未
５
月

滋
賀
県
庁

綴
１
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組
織
単
位

N
o.

表
題
・［
内
容
表
題
］

「
書
き
出
し
」・（
内
容
）

年
代

作
成
→
宛
所

形
態

数
量

備
考

文
１

１１６
第
七
十
五
号

（
電
信
線
通
信
始
に
付
）

（
明
治
５
年
）壬
申
４
月

１７
日

工
部
省
・
滋
賀
県
庁

綴
１

文
１

１１７
御
上
様
上
切
金
請
取

書
写

安
永
１０
年
～
天
保
７

年

竪
１

文
１

１１８
「
竹
村
太
左
衛
門
…
」（
人
名
・
公
債

額
書
上
）

横
１

文
１

１１９
積
銀
講
割
渡
下
帳

明
治
６
年
３
月
１４
日

横
１

文
１

１２０
公
債
旧
管
下
村
々
割

渡
帳

明
治
７
年
８
月
１
日

下
側

横
１

文
１

１２１
付
買
米
金
精
査
簿

明
治
２３
年
１０
月

主
擔
小
沢
七
兵
衛

横
１

文
１

１２２
嘉
永
二
酉
年
十
二
月

分
勘
定
帳

嘉
永
３
年
１
月
４
日

江
頭
加
セ
屋
与
次
右
衛
門
→
志
の
原
小
沢
七
兵
衛

横
半
１

文
１

１２３
売
も
の
通

弘
化
３
年
秋
～
弘
化

年
７
月
迄

江
頭
紣
屋
与
次
右
衛
門
→
小
沢
七
兵
衛

横
半
１

文
１

１２４
―０

［
く
く
り
ひ
も
］

紐
１

文
１

１２４
―１
―１

「
合
テ

八
百
八
十
石
壱
斗
五
…
」

（
米
計
算
書
）

状
１

文
１

１２４
―１
―２

「
亥
二
月
…
」（
米
人
員
書
上
げ
）

状
１

文
１

１２４
―２
―０

［
く
く
り
ひ
も
］

紐
１

文
１

１２４
―２
―１

「
六
月
十
八
日
…
」（
日
記
）

～
７
月
１７
日

横
１

文
１

１２４
―２
―２

河
内
国
星
田
村
出
役

覚

状
１

文
１

１２４
―２
―３
―

１

［
付
箋
］

「
百
三
十
九
両
…
」

状
１

文
１

１２４
―２
―３
―

２

「
惣
〆

七
百
九
両
」

状
１

文
１

１２４
―２
―４

河
内
国
星
田
村
出
張

入
用
覚

状
１

文
１

１２４
―２
―５

「
一

四
百
五
十
九
文
…
」

状
１
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組
織
単
位

N
o.

表
題
・［
内
容
表
題
］

「
書
き
出
し
」・（
内
容
）

年
代

作
成
→
宛
所

形
態

数
量

備
考

文
１

１２４
―２
―６

「
一

十
弐
文

茶
代
」（
入
用
金

書
上
）

状
１

文
１

１２４
―２
―７

日
勤
覚

「
一
、（
虫
損
）壱
人
…
」

状
１

文
１

１２４
―３
―０

［
く
く
り
紐
］

紐
１

文
１

１２４
―３
―１

十
二
月
三
日

九
札

目
御
拂
米

状
１

文
１

１２４
―３
―２

十
一
月
二
十
三
日

八
札
目

御
拂

状
１

文
１

１２４
―３
―３

十
一
月
十
四
日

七

札
目

御
拂
米

状
１

文
１

１２４
―３
―４

十
一
月
三
日

六
札

目
御
拂
米

「
六
十
石

一
志
の
原
…
」

状
１

文
１

１２４
―３
―５

十
月
二
十
三
日

五

札
目

御
拂
米

「
八
石

一
妙
光
寺
…
」

状
１

文
１

１２４
―３
―６

十
月
十
四
日

四
札

目
御
拂
米

「
四
石

一
妙
光
寺
…
」

状
１

文
１

１２４
―３
―７

十
月
五
日

御
拂
米

三
札
目

「
八
石

一
妙
光
寺
…
」

状
１

文
１

１２４
―３
―８

九
月
廿
四
日

二
札

目
御
拂

「
八
石

一
妙
光
寺
…
」

状
１

文
１

１２５
［
書
状
］

「
益
御
機
嫌
能
可
被
御
座
…
」（
茂

木
店
醤
油
・
味
噌
等
経
営
状
況
の

知
ら
せ
）

栄
屋
ニ
而
茂
七
→
小
沢
七
兵
衛

状
１

文
１

１２６
―１

御
公
儀
様
ヨ
リ
杣
木

挽
大
工
御
触
并
家
作

御
触

天
保
１４
年
１１
月
触

小
沢
七
兵
衛
写

竪
１

１２６
―２
ま
で
一
括

文
１

１２６
―２

中
井
様
御
役
所
御
請

書

天
保
１４
年
１１
月
触

嘉
永
５
年
１２
月
８
日
上

ル

小
沢
七
兵
衛

竪
１
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組
織
単
位

N
o.

表
題
・［
内
容
表
題
］

「
書
き
出
し
」・（
内
容
）

年
代

作
成
→
宛
所

形
態

数
量

備
考

文
１

１２７
「
今
度
市
橋
下
総
守
殿
御
領
分
…
」

（
市
橋
山
売
払
ニ
付
買
取
請
書
等
）

安
政
３
年
１２
月

東
川
村
杣
買
主
重
兵
衛
他
３
人
→
小
沢
七
兵
衛
他
１
人

竪
１

文
１

１２８
御
宗
旨
御
改
ニ
付
村

方
よ
り
御
証
文
書
上

写

安
政
２
年
３
月
１
日

小
沢
七
兵
衛

竪
１

文
１

１２９
除
地
之
内
深
谷
田
畠

名
寄
帳

安
政
２
年
８
月

乗
実
寺

竪
１

文
１

１３０
辰
極
月
廿
六
日
勘
定

書

（
村
入
用
軒
割
ニ
付
）

横
１

文
１

１３１
大
鳥
屋
弥
四
郎
借
金

覚

享
和
３
年
５
月
１２
日

横
１

後
部
に
家
屋
敷
家
財
書

道
具
改
あ
り

文
１

１３２
店
引
渡
代
金
扣
帳

文
政
３
年
２
月

常
陸
屋
久
次

横
１

上
部
欠

文
１

１３３
御
領
中
御
中
勘
定

安
政

小
沢
七
兵
衛
正
堂

横
半
１

表
紙
に
朱
書「
七
」

文
１

１３４
醤
油
仕
入
帳

明
治
１８
年
７
月
１
日

横
１

文
１

１３５
浄
勝
寺
檀
中
頼
母
子

帳

文
政
６
年
８
月

横
１

文
１

１３６
金
銭
出
納
簿

明
治
１１
年
６
月
３
日
～

戸
長
役
場

横
１

文
１

１３７
浄
勝
寺
住
院
諸
勘
定

覚
帳

安
永
２
年
１２
月
２５
日

浄
勝
寺
旦
中

横
１

文
１

１３８
掛
銀
受
取
帳

（
小
澤
七
兵
衛
覚
書
）

天
保
１５
年
１２
月
１０
日

地
下

横
１

文
１

１３９
―０

［
く
く
り
紐
］

紐
１

文
１

１３９
―１
―０

［
封
紙
］

「
蚊
佐

嘆
願
書
…
」

封
紙
１

く
く
り
紐
ア
リ

cf．１３９
―１０
を
見
よ

文
１

１３９
―１
―１

「
以
村
継
啓
上
仕
候
、…
」（
八
幡
問

屋
猪
右
衛
門
方
御
拂
米
津
出
し
ニ

付
）

子
閏
２
月
２６
日（
嘉
永

５
カ
）

竹
村
猪
三
郎
→
小
沢
七
兵
衛
、玉
尾
藤
左
衛
門

状
１

文
１

１３９
―１
―２

「
一
、拾
八
俵
御
拝
借
之
覚
…
」

亥
１１
月
２１
日

折
紙
１

文
１

１３９
―１
―３

庄
屋
伝
右
衛
門
長
改
ル（
拾
八
俵

御
拝
借
ニ
付
）

状
１
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組
織
単
位

N
o.

表
題
・［
内
容
表
題
］

「
書
き
出
し
」・（
内
容
）

年
代

作
成
→
宛
所

形
態

数
量

備
考

文
１

１３９
―１
―４

覚
「
次
助

小
八
…
」（
御
拝
借
米
に

付
窺
書
）

→
御
用
方

状
１

文
１

１３９
―１
―５

覚
「
一
、治
助
壱
俵
…
」

１１
月
２５
日

状
１

文
１

１３９
―１
―６

上
ル
下
ゑ（
写
）

（
篠
原
・
鏡
・
江
頭
な
ど
里
程
図
）

亥
１０
月
１８
日

→
御
奉
行

状
１

文
１

１３９
―１
―７

乍
恐
奉
御
願
上
候
事

（
写
）

（
八
幡
町
仲
間
入
札
触
御
除
に
付
）

八
幡
仲
間
九
人

状
１

文
１

１３９
―１
―８

口
上［
書
簡
］

（
仲
間
方
願
書
に
付
）

１
月
１９
日

玉
尾
→
小
沢

状
１

文
１

１３９
―１
―９

［
書
簡
］

「
前
文
御
□

過
日
は
夫
々
之
…
」
１
月
２８
日

竹
村
猪
三
郎
→
小
沢
七
兵
衛

状
１

文
１

１３９
―１
―１０

［
書
簡
］

「
以
村
継
啓
上
仕
候
…
」（
八
ま
ん

仲
間
ノ
事
）

酉
１
月
１２
日

竹
村
猪
三
郎
→
小
沢
七
兵
衛
、玉
尾
藤
左
衛
門

状
１

文
１

１３９
―１
―１１

［
書
簡
］

「
以
村
継
啓
上
仕
候
…
」（
八
幡
表

よ
り
願
之
一
件
に
付
）

２
月
３
日

竹
村
猪
三
郎
→
小
沢
七
兵
衛
、玉
尾
藤
左
衛
門

状
１

文
１

１３９
―１
―１２

［
書
簡
］

「
以
村
継
啓
上
仕
候
…
」（
蚊
帳
佐

再
願
一
件
に
付
）

１
月
１９
日

竹
村
猪
三
郎
→
小
沢
七
兵
衛
、玉
尾
藤
左
衛
門

状
１

文
１

１３９
―１
―１３

［
書
簡
］

「
以
村
継
再
度

御
尊
書
…
」（
八

ま
ん
蚊
佐
蔵
元
御
拂
米
比
？
所

付
）

１
月
２０
日

小
沢
七
兵
衛
、玉
尾
藤
左
衛
門
→
竹
村
猪
三
郎

状
１

文
１

１３９
―１
―１４

［
書
簡
］

「
新
春
之
御
慶
不
可
有
…
」（
仁
正

寺
御
蔵
御
拂
米
ニ
付
）

１
月
１１
日

小
沢
七
兵
衛
→
菱
ヵ
屋
忠
右
衛
門

状
１

文
１

１３９
―１
―１５

［
書
簡
］

「
年
始
之
御
尊
書
難
在
…
」（
仁
正

寺
様
御
願
達
之
義
…
）

１
月
１５
日

蚊
帳
屋
佐
兵
衛
→
小
沢
七
兵
衛

状
１

文
１

１３９
―１
―１６

［
書
簡
］

「
昨
日
者
参
上
致
…
」（
御
執
成
に

よ
り
御
聞
済
に
付
）

子
１
月
２２
日

行
事

菱
屋
忠
右
衛
門
→
小
沢
七
兵
衛

状
１

文
１

１３９
―１
―１７

［
書
簡
］

「
去
ル
廿
日
御
認
之
貴
書
…
」（
蚊

帳
左
仲
間
再
願
一
件
に
付
）

１
月
２４
日

竹
村
猪
三
郎
→
小
沢
七
兵
衛

状
１

文
１

１３９
―１
―１８

［
書
簡
］

「
新
春
之
御
吉
慶
不
可
有
休
期
…
」

（
仁
正
寺
御
蔵
元
御
拂
場
所
に
付
）

１
月
１５
日

小
沢
七
兵
衛
→
蚊
帳
屋
佐
兵
衛

状
１

文
１

１３９
―１
―１９

乍
恐
奉
御
願
上
候
事
（
御
入
札
触
加
入
に
付
）

嘉
永
５
年
１
月
１５
日

八
幡
町
仲
買

米
や
半
兵
衛

他
８
人

状
１

文
１

１３９
―１
―２０

八
ま
ん
仲
間
下
書

八
幡
町
仲
株
仲
ヶ
間
―
、―
、常
楽
寺
村
仲
間
―
、江
頭
村
―
、

仲
ヶ
間
→
仁
―

状
１
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年
代

作
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→
宛
所

形
態

数
量

備
考

文
１

１３９
―１
―２１

八
ま
ん
仲
間
株
定

「
株
元
請
人
同
大
文
字
屋
彦
兵
衛

…
」

状
１

文
１

１３９
―２

覚
「
一

壱
人
口
林
…
」（
人
別
口
数

書
上
）

状
１

文
１

１３９
―３

調
達
金
勘
定
覚

明
治
７
年
８
月
７
日

森
尻
村
大
梁
金
弥
→
小
沢
七
兵
衛

状
１

文
１

１３９
―４

覚
「
一

弐
両
弐
分
…
」

９
月
２４
日

→
上

状
１

文
１

１３９
―５

覚
「
一

金
四
拾
弐
円
…
」（
下
ヶ
金

請
取
ニ
付
）

８
月
７
日

玉
尾
藤
平
→
小
沢
七
兵
衛

状
１

文
１

１３９
―６

記
（
新
旧
御
処
分
帳
等
渡
ニ
付
）

明
治
７
年
５
月
１６
日

竹
村
太
左
衛
門
→
小
沢
七
兵
衛

状
１

文
１

１３９
―７

「
百
円

一
久
郷
…
」（
人
別
金
銭

書
上
）

状
１

文
１

１３９
―８
―１

「
一

弐
朱
四
百
文
…
」

９
月

→
橋
木
、小
沢

状
１

文
１

１３９
―８
―２

「
一

五
両
弐
分
…
」

９
月

→
橋
木
、小
沢

状
１

文
１

１３９
―９

口
上
覚

（
平
井
忠
蔵
公
債
証
買
入
ニ
付
）

（
明
治
）８
年
１
月
２０
日

堀
田
与
左
右
衛
門
→
小
沢
七
兵
衛

状
１

文
１

１３９
―１０

覚
（
金
銭
受
取
ニ
付
）

４
月
２２
日

米
与
→
小
沢
、橋
本
、安
井

状
１

文
１

１３９
―１１

覚
「
壱
両
弐
朱
…
」

７
月
１９
日

→
上

状
１

文
１

１３９
―１２

お
ほ
え

「
七
月
廿
一
日
、一
、内
〆
六
百
五

十
文
…
」

７
月
２１
日

か
ら
さ
き
か
ぎ
や
→
上

状
１

文
１

１３９
―１３

覚
「
一
、新
公
債
証
…
」

状
１

文
１

１３９
―１４

証
「
一

金
百
六
拾
七
円
…
」

明
治
７
年
８
月
７
日

久
郷
東
太
→
小
沢
七
兵
衛

状
１

文
１

１４０
―０

［
く
く
り
紐
］

紐
１

文
１

１４０
―１

覚
（
御
納
米
預
り
）

明
治
２
年
１２
月

と
ゐ
へ（
江
州
江
頭
問
平
）→
大
篠
原
村

甚
右
衛
門

状
１

文
１

１４０
―２

十
二
月
十
一
日
皆
済

御
払

状
１

文
１

１４０
―３

九
月
廿
七
日

二
札

目
御
払

状
１

文
１

１４０
―４

十
二
月
二
日

九
札

目
御
払

状
１
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年
代

作
成
→
宛
所

形
態

数
量

備
考

文
１

１４０
―５

八
札
目

十
一
月
廿

三
日
御
払

状
１

文
１

１４０
―６

七
札
目

「
十
一
月
十
四
日
御
拂
…
」

状
１

文
１

１４０
―７

十
月
十
六
日
四
札
目

御
拂
米

「
一
妙
光
寺

弐
拾
俵
…
」

状
１

文
１

１４０
―８

十
一
月
五
日
六
札
目

御
拂

「
一
、篠
原

百
俵
…
」

状
１

文
１

１４０
―９

十
月
七
日
三
札
目
御

拂
米

「
一
妙
光
寺

弐
拾
俵
…
」

状
１

文
１

１４０
―１０

十
月
廿
五
日

五
札

目
御
拂
米

「
一
妙
光
寺

拾
俵
…
」

状
１

文
１

１４０
―１１

九
月
十
八
日

初
拂
「
一
妙
光
寺

拾
俵
…
」

状
１

文
１

１４１
―０

［
く
く
り
紐
］

紐
１

文
１

１４１
―１

上
津
米
覚

状
１

文
１

１４１
―２

「
此
度
山
西
村
江
三
拾
石
上
津
米

御
用
」（
上
津
米
ニ
付
…
）

１１
月
１０
日

状
１

文
１

１４１
―３

覚
（
米
代
金
覚
）

柴
や
長
九
郎
→
志
の
原
小
沢
六
郎

状
１

文
１

１４１
―４

覚
（
米
俵
数
覚
）

未
１０
月
１１
日

→
庄
屋

甚
右
衛
門

状
１

文
１

１４１
―５

お
ほ
へ

（
米
俵
数
覚
）

未
４
月
夏

→
庄
屋

甚
右
衛
門

状
１

文
１

１４１
―６

差
上
申
証
文
事

（
西
大
路
県
納
税
米
運
送
請
書
）

明
治
４
年
９
月

何
県
管
轄
何
郡
何
村
運
送
問
屋
渡
世
何
其
・
親
類
惣
代
何
其
・

庄
屋
何
其
→
西
大
路
県
租
税
掛
り
御
役
人
中

状
１

ひ
な
形

文
１

１４１
―７

七
札
目
御
払
米
廻
章
（
村
方
租
税
勘
定
書
上
）

未
１１
月
１９
日

潤
計
方
→
妙
光
寺
村
実
正
御
中

状
１

包
紙
帖
継

文
１

１４１
―８

七
札
目
御
払
米
廻
章

未
１１
月
８
日

潤
計
方
→
妙
光
寺

志
の
原
、高
木
、安
養
寺

村
々

状
１

包
紙
帖
継

文
１

１４１
―９
―０

六
札
目
御
払
米
廻
章
「
以
廻
章
得
…
」

１２
月
２５
日

潤
計
方
→
志
の
原
村
妙
光
寺
村

状
１

包
紙
帖
継

文
１

１４１
―９
―１

五
札
目
御
払
米
廻
章
「
以
廻
章
得
…
」

１０
月
１８
日
・１０
月
□
５

日

潤
計
方
→
志
の
原
村
妙
光
寺
村

状
１

包
紙
帖
継

文
１

１４１
―１０

四
札
目
御
払
米
廻
章
「
以
廻
章
得
…
」

１０
月
８・９
日

潤
計
方
→
志
の
原
村
妙
光
寺
村
・
妙
光
寺
村
御
匡
政
中

状
１

包
紙
帖
継

文
１

１４１
―１１

―０
三
札
目
御
払
米
廻
章

［
包
紙
］

潤
計
方

包
紙
１

１４１
―１１

―１
と
貼
付
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年
代

作
成
→
宛
所

形
態

数
量

備
考

文
１

１４１
―１１

―１
「
以
廻
札
得
御
意
候
、…
」

９
月
２９
日

潤
計
方
→
篠
原
村
・
妙
光
寺
村

右
村
々
御
里
正
中

状
１

文
１

１４１
―１２

―０
弐
札
目
御
払
米
廻
章

［
包
紙
］

潤
計
方

包
紙
１

１４１
―１２

―１
と
貼
付

文
１

１４１
―１２

―１
「
以
廻
札
得
御
意
候
、…
」

未
９
月
２０
日

潤
計
方
→
篠
原
村
・
妙
光
寺
村
・
高
木
村
・
安
養
寺
村
御
里
正

中

状
１

文
１

１４１
―１３

―０
新
穀
初
拂

廻
章

［
包
紙
］

潤
計
方

包
紙
１

１４１
―１３

―１
と
貼
付

文
１

１４１
―１３

―１
「
以
廻
札
得
御
意
候
、…
」

未
９
月
１２
日

潤
計
方
→
篠
原
村
・
妙
光
寺
村
・
高
木
村
・
安
養
寺
村
御
里
正

中

状
１

文
１

１４１
―１４

―０
御
囲
米
拂

廻
章

［
包
紙
］

潤
計
方

包
紙
１

１４１
―１４

―１
と
貼
付

文
１

１４１
―１４

―１
「
以
廻
札
得
御
意
候
、…
」

９
月
３
日

潤
計
方
→
し
の
原
村
・
妙
光
寺
村

御
里
正
中

状
１

文
１

１４２
―０

［
く
く
り
紐
］

紐
１

文
１

１４２
―１

御
請
書

御
救
金
之
内
江
上
金
に
付

天
保
１５
年
１
月

篠
原
村
百
姓

七
兵
衛
代
仁
兵
衛
→
御
奉
行
様

状
１

虫
損

文
１

１４２
―２

「
市
橋
主
殿
頭
領
分

江
州
…
」

（
冥
加
金
十
七
両
上
金
内
願
に
付
）

天
保
１４
年
８
月

市
橋
主
殿
頭
領
分
江
州
野
洲
郡
篠
原
村

百
姓
七
兵
衛
→
桑

田
歳
兵
衛

状
１

文
１

１４２
―３

五
街
道
宿
助
郷
助
成

金
御
請
書
写

天
保
１４
年
８
月

市
橋
主
殿
頭
領
分
江
州
野
洲
郡
篠
原
村

百
姓
七
兵
衛
→
桑

田
歳
兵
衛

竪
１

文
１

１４３
―０

［
く
く
り
紐
］

紐
１

文
１

１４３
―１
―１
―

０

八
札
目
御
拂
米
廻
章

［
包
紙
］

大
潤
計
方

包
紙
１

１４３
―１
―１
―１
と
貼
付

文
１

１４３
―１
―１
―

１

「
以
廻
章
得
御
意
候
、…
」

１１
月
１８
日

大
潤
計
方
→
篠
原
村
・
妙
光
寺
村
・
高
木
村
・
安
養
寺
村
々
御

庄
屋
中

状
１

文
１

１４３
―１
―２
―

０

九
札
目
御
払
米
廻
章

［
包
紙
］

大
潤
計
方

包
紙
１

１４３
―１
―２
―１
と
貼
付

文
１

１４３
―１
―２
―

１

「
以
廻
章
得
御
意
候
、…
」

１１
月
２９
日

大
潤
計
方
→
篠
原
村
・
安
養
寺
村
御
庄
屋
中

状
１

文
１

１４３
―２
―０

皆
済
御
払
米
廻
章

［
包
紙
］

大
潤
計
方

包
紙
１

１４３
―２
―１
と
貼
付
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年
代

作
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→
宛
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形
態

数
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備
考

文
１

１４３
―２
―１

「
以
廻
章
得
御
意
候
、…
」

午
１２
月
１０
日

大
潤
計
方
→
篠
原
村
・
安
養
寺
村
御
庄
屋
中

状
１

文
１

１４３
―３
―０

御
払
米
急
廻
章［
包

紙
］

大
潤
計
方

包
紙
１

１４３
―３
―１
と
貼
付

文
１

１４３
―３
―１

「
以
廻
章
得
御
意
候
、…
」

（
明
治
３
年
ヵ
）午
閏

１０
月
２３
日

潤
計
方
→
小
房
村
、外
原
村
、岩
井
村

右
村
々
御
庄
屋
中

状
１

文
１

１４３
―４
―０

御
拂
米

廻
章［
包

紙
］

大
潤
計
方

包
紙
１

１４３
―４
―１
と
貼
付

文
１

１４３
―４
―１

「
以
廻
章
得
御
意
候
、…
」

９
月
２９
日

大
潤
計
方
→
篠
原
村
・
妙
光
寺
村
・
高
木
村
・
安
養
寺
村

状
１

文
１

１４３
―５
―０

七
札
目
御
拂

廻
章

［
包
紙
］

大
潤
計
方

包
紙
１

１４３
―５
―１
と
貼
付

文
１

１４３
―５
―１

「
以
廻
章
得
御
意
候
、…
」

午
１１
月
８
日

大
潤
計
方
→
篠
原
村
・
妙
光
寺
村

右
御
庄
屋
中

状
１

文
１

１４３
―６
―０

六
札
目
御
拂
米

廻

章［
包
紙
］

大
潤
計
方

包
紙
１

１４３
―６
―１
と
貼
付

文
１

１４３
―６
―１

「
以
廻
札
得
御
意
候
、…
」

午
閏
１０
月
２６
日

大
潤
計
方
→
篠
原
村
・
妙
光
寺
村
・
高
木
村
・
安
養
寺
村

右

村
々
御
庄
屋
中

状
１

文
１

１４３
―７
―０

五
札
目
御
拂
米

廻

章［
包
紙
］

大
潤
計
方

包
紙
１

１４３
―７
―１
と
貼
付

文
１

１４３
―７
―１

「
以
廻
章
得
御
意
候
、…
」

午
閏
１０
月
２５
日

大
潤
計
方
→
篠
原
村
・
妙
光
寺
村
・
高
木
村
・
安
養
寺
村

右

村
々
御
庄
屋
中

状
１

文
１

１４３
―８
―０

四
札
目
御
拂
米

廻

章［
包
紙
］

大
潤
計
方

包
紙
１

１４３
―８
―１
と
貼
付

文
１

１４３
―８
―１

「
以
廻
章
得
御
意
候
、…
」

閏
１０
月
４
日

大
潤
計
方
→
妙
光
寺
村
・
篠
原
村
・
高
木
村
・
安
養
寺
村
右

村
々
御
庄
屋
中

状
１

文
１

１４３
―９
―０

三
札
目
御
拂
米

廻

章［
包
紙
］

大
潤
計
方

包
紙
１

１４３
―９
―１
と
貼
付

文
１

１４３
―９
―１

「
以
廻
章
得
御
意
候
、…
」

午
１０
月
２５
日

大
潤
計
方
→
妙
光
寺
村
・
篠
原
村
・
安
養
寺
村
右
村
々
御
庄
屋

中

状
１

文
１

１４３
―１０

―０
弐
札
目
御
拂

廻
章

［
包
紙
］

大
潤
計
方

包
紙
１

１４３
―１０

―１
と
貼
付

文
１

１４３
―１０

―１
「
以
廻
章
得
御
意
候
、…
」

午
１０
月
１４
日

大
潤
計
方
→
妙
光
寺
村

ほ
か
３
村
庄
屋
中

状
１
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年
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→
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形
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数
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備
考

文
１

１４３
―１１

―０
御
拂
米

二
札
目

廻
章［
包
紙
］

大
潤
計
方

包
紙
１

１４３
―１１

―１
と
貼
付

文
１

１４３
―１１

―１
「
以
廻
章
得
御
意
候
、…
」

午
１０
月
３
日

大
潤
計
方
→（
妙
光
寺
ほ
か
３
村
）右
村
々
御
庄
屋
中

状
１

文
１

１４４
―０

［
く
く
り
紐
］

紐
１

文
１

１４４
―１

「
一
、篠
原

百
十
一
屋
…
」（
仁

正
寺
藩
領
年
貢
金
納
関
係
か
）

状
１

端
裏
書
あ
り

文
１

１４４
―２

覚
「
一

金
千
五
百
両

西
大
路
組

…
」（
仁
正
寺
藩
御
用
金
関
係
か
）

状
１

文
１

１４４
―３
―０

［
包
紙
］

１１
月
１２
日

妙
光
寺
村

庄
屋
源
吉
→
篠
原
村

小
澤
六
左
衛
門

包
紙
１

１４４
―３
―１
を
包
む

文
１

１４４
―３
―１

［
書
状
］

「
一
筆
啓
上
仕
候
、…
」（
過
日
御
講

の
御
拂
米
、ま
ず
二
十
俵
御
拂
い

下
さ
れ
た
く
）

１１
月
１２
日

妙
光
寺
村

庄
屋
源
吉
→
篠
原
村

小
澤
六
左
衛
門

状
１

文
１

１４４
―４

覚
（
定
免
辻
、拝
借
金
返
納
、十
俵
拂

過
に
つ
き
）

１１
月
２４
日

高
木
村

橋
本
五
郎
兵
衛
→
大
篠
原
村

小
澤
六
左
衛
門

状
１

文
１

１４４
―５

妙
光
寺
再
勘
定
尻

（
年
貢
勘
定
関
係
か
）

状
１

文
１

１４４
―６

［
書
状
］

「
厳
寒
之
節
ニ
御
座
候
処
…
」（
会

計
一
条
、下
側
頭
取
衆
内
に
て
一

両
人
立
会
下
さ
れ
た
く
）

１２
月
９
日

橋
本
五
郎
兵
衛
→
小
澤
六
左
衛
門

状
１

文
１

１４４
―７

［
書
状
］

「
以
愚
札
啓
上
仕
候
、…
」（
先
札
御

拂
の
際
拾
俵
拂
過
分
、御
囲
米
か

ら
融
通
下
さ
る
べ
く
）

１１
月
２７
日

橋
本
五
郎
兵
衛
→
小
澤
六
左
衛
門

状
１

文
１

１４４
―８

［
書
状
］

「
以
手
紙
申
上
候
、…
」（
再
勘
定
に

つ
き
）

１１
月
晦
日

安
養
寺
村
当
役
今
惣
左
衛
門
→
篠
原
村

小
澤
六
左
衛
門

状
１

文
１

１４４
―９

［
書
状
］

「
一
筆
啓
上
仕
候
…
」（
東
京
情
勢

等
に
つ
き
）

１１
月
１２
日

下
総
石
下
宿
竹
村
権
兵
衛
→
久
郷
藤
右
衛
門
、玉
尾
藤
左
衛

門
、小
澤
六
左
衛
門

状
１

文
１

１４４
―１０

御
立
直
段
覚

（
仁
正
寺
藩
領
村
々
の
も
の
）

状
１

後
半「
上
納
七
ヶ
村
金

納
直
段
」

文
１

１４４
―１１

御
拂
米
廻
章

三
札

目

「
寒
冷
の
砌
ニ
御
座
候
処
…
」

１０
月
８
日

御
蔵
掛
リ
役
人
→
右
村
々
御
庄
屋
中
様

状
１
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年
代

作
成
→
宛
所

形
態

数
量

備
考

文
１

１４４
―１２

御
拂
米
廻
章

四
札

目

「
以
廻
章
得
御
意
候
然
者
…
」

１０
月
１７
日

御
蔵
掛
リ
役
人
→
右
村
々
御
庄
屋
中
様

状
１

文
１

１４４
―１３

廻
札

五
札
目

「
以
廻
札
得
御
意
候
、…
」

１０
月
２６
日

御
勝
手
方
→
右
村
（々
妙
光
寺
、篠
原
、高
木
、安
養
寺
）御
庄

（
マ
マ
）中

状
１

文
１

１４４
―１４

御
拂
米
廻
札

六
札

目

「
以
廻
札
得
御
意
候
、…
」

１１
月
６
日

御
勝
手
方
→
右
村
（々
し
の
原
、高
木
、安
養
寺
）御
庄
屋
中

状
１

文
１

１４４
―１５

御
拂
米
廻
札

八
札

目

「
以
廻
札
得
御
意
候
然
者
…
」

巳
１１
月
２４
日

御
勝
手
方
→
右
村
（々
篠
原
、高
木
、安
養
寺
）御
庄
屋
中

状
１

文
１

１４４
―１６

御
拂
米
廻
札

九
札

目

「
以
廻
札
得
御
意
候
、…
」

１２
月
３
日

御
勝
手
方
→
右
村
（々
篠
原
、安
養
寺
）御
庄
屋
中

状
１

文
１

１４５
―０

［
く
く
り
紐
］

紐
１

文
１

１４５
―１

明
治
拾
五
年
当
田
米

貸
付

小
沢
七
兵
衛

横
１

文
１

１４６
覚

「
丑
極
月［

］…
」（
諸
費
用
書
上
）
寅
１２
月
８
日

蚊
帳
屋
左
兵
衛
→
仁
正
寺
様
御
勝
手
衆
中
様

横
１

文
１

１４７
明
治
九
年
日
本
帝
国

郵
便
規
則
罰
則
及
貯

金
預
規
則

明
治
９
年

駅
逓
寮

竪
１

文
１

１４８
―０

（
大
篠
原
村
納
米
之
事

綴
）

綴
１

文
１‐１４８‐１

～
４
綴

文
１

１４８
―１

大
篠
原
村
納
米
之
事
「
合
三
拾
七
石
六
斗
七
合
弐
勺
小

澤
」

明
治
１０
年
１０
月

横
１

文
１

１４８
―２

大
篠
原
村
納
米
之
事
「
合
壱
石
九
斗
五
升
三
合
九
勺
浄

勝
寺
拘
豊
吉
…
」

明
治
１０
年
１０
月

状
１

文
１

１４８
―３

大
篠
原
村
納
米
之
事
「
合
八
石
八
斗
壱
升
七
合
壱
勺
小

澤
泰
治
郎
…
」

明
治
１０
年
１０
月

状
１

文
１

１４８
―４

大
篠
原
村
納
米
之
事
「
合
五
斗
五
升
九
合
七
勺

東
惣

八
…
」

明
治
１０
年
１０
月

状
１

文
１

１４９
覚

「
一
、永
十
五
貫
六
百
文
…
」（
利
息

金
書
上
）

天
保
１２
年
５
月

江
頭

紣
屋
与
左
衛
門
→
大
篠
原
小
沢
七
兵
衛
様

横
１

文
１

１５０
覚

「
一
、金
拾
壱
両
五
百
文
…
」（
利
息

金
書
上
）

嘉
永
２
年
７
月
６
日

か
せ
屋
与
左
衛
門
→
小
沢
七
兵
衛
様

状
１
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年
代

作
成
→
宛
所

形
態

数
量

備
考

文
１

１５１
覚

「
一
、金
拾
五
両
…
」（
渡
し
金
に

付
）

安
政
４
年
４
月

日
野
六
→
大
篠
原
小
沢
七
兵
衛
殿

状
１

文
１

１５２
観
音
堂
奉
加
帳

弘
化
２
年
２
月

篠
原
村
浄
勝
寺
→
世
話
方
七
兵
衛
ほ
か
８
名

竪
１

文
１

１５３
再
勘
定
帳

安
政
５
年
１２
月

篠
原
村
庄
屋
平
兵
衛
、ほ
か
３
名

取
締
小
沢
七
兵
衛
→
御
奉

行
様

竪
１

文
１

１５４
本
勘
定
帳
写

嘉
永
２
年
１２
月

篠
原
村
庄
屋
伝
右
衛
門
ほ
か
５
名
→
御
代
官
久
村
右
衛
門
様

竪
１

文
１

１５５
御
年
貢
名
寄
帳

安
政
５
年
１１
月
１０
日

東
組

横
１

文
１

１５６
納
米
濱
出
帳

明
治
１１
年
１１
月
６
日

大
篠
原
村
戸
長
役
場

横
１

文
１

１５７
盗
賊
紛
失
覚
書

嘉
永
３
年
３
月
２８
日

江
州
野
洲
郡
大
篠
原
村
小
澤
七
兵
衛

竪
１

文
１

１５８
町
組
東
組
納
米
庭
帳

明
治
１６
年
１１
月

戸
長
役
場

横
１

文
１

１５９
五
千
三
百
拾
七
両
永

四
拾
八
文
四
分
三
厘

口
金
主
之
者
ヨ
リ

被
差
出
候
引
合
書
写

取

明
治
５
年
７
月

竪
１

文
１

１６０
旧
西
大
路
藩
調
達
金

御
調
ニ
付
御
答
書

明
治
５
年
７
月

旧
西
大
路
藩
調
金
方
近
江
国
蒲
生
郡
森
尻
村
大
梁
金
弥
他
９

人
→
大
蔵
省
御
出
張
所

竪
１

文
１

１６１
旧
西
大
路
藩
調
達
金

壱
萬
八
千
八
百
四
拾

四
両
永
四
十
文
二
分

九
厘
口
取
調
書

明
治
７
年
３
月
２５
日

旧
西
大
路
藩
調
金
方
蒲
生
郡
第
三
区
森
尻
村
大
梁
金
弥

他

９
人
惣
代
→
大
蔵
省
御
出
張
所

竪
１

文
１

１６２
［
店
卸
帳
］

嘉
永
２
年

横
１

切
断

文
１

１６３
武
田
静
二
殿
江
相
渡

候
証
書
下
書

且
池

田
氏
江
相
渡
候
証
書

下
書

利
子
賦
金
御

下
渡
之
儀
ニ
付
取
調

書
都
而
右
日
限
中

ニ
取
扱
候
証
書
類

明
治
８
年
４
月

竪
１
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年
代

作
成
→
宛
所

形
態

数
量

備
考

文
１

１６４
―１

旧
西
大
路
藩
江
調
達

金
之
義
ニ
付
先
般
国

債
察
御
出
張
所
江
調

書
遣
差
上
候
不
行
届

之
義
御
断
書

明
治
７
年
５
月
２３
日

蒲
生
郡
第
三
区
森
尻
村
大
梁
金
弥
他
９
人
惣
代
小
沢
七
兵
衛

他
１
人
→
滋
賀
県
令

竪
１

文
１

１６４
―２

旧
西
大
路
藩
債
講
金

二
ヶ
条
仕
訳
書

明
治
７
年
５
月
２３
日

蒲
生
郡
第
三
区
森
尻
村
大
梁
金
弥
他
９
人
惣
代
小
沢
七
兵
衛

他
１
人
→
滋
賀
県
令

竪
１

文
１

１６５
旧
西
大
路
藩
調
達
金

之
内
金
子
三
千
百
七

拾
四
両
永
七
百
六
拾

九
文
七
分
九
厘
口
取

調
書

明
治
７
年
３
月

旧
西
大
路
藩
調
金
方
７
ヶ
村
太
左
衛
門
外
９
人

竪
１

文
１

１６６
旧
西
大
路
藩
調
達
金

御
調
ニ
付
御
答
書

壬
申
明
治
５
年
７
月

野
洲
郡
大
篠
原
村
小
澤
六
蔵
ほ
か
→
大
蔵
省
御
出
張
所

竪
１

文
１

１６７
都
鄙
新
聞

第
一

慶
応
４
年
５
月

御
用
御
書
物
所
京
東
洞
院
三
条
上
ル
町
村
上
勘
兵
衛
ほ
か

竪
１

文
１

１６８
旧
藩
債
御
下
ヶ
渡
之

儀
ニ
付

委
任
書

明
治
７
年
７
月
１９
日

野
洲
郡
第
五
区
大
篠
原
村
→
小
澤
七
兵
衛

竪
１

文
１

１６９
本
勘
定
帳
目
録

慶
応
３
年
１２
月

篠
原
村
庄
屋
岡
田
平
兵
衛
ほ
か
→
御
勝
手
方
中
様

竪
１

文
１

１７０
丑
年
村
々
御
物
成
勘

定
控
帳

慶
応
２
年
３
月

篠
原
村

竪
１

文
１

１７１
再
勘
定
目
録
帳

明
治
４
年
１１
月

大
篠
原
村
里
長
山
田
甚
三
郎

小
沢
重
五
郎
ほ
か
→
御
潤
計

方
様

竪
１

文
１

１７２
「
本
高
壱
石
ニ
付
…
」（
本
高
・
増
高

人
別
書
上
帳
）

竪
１

文
１

１７３
地
券
ニ
付
高
反
別
地

価
取
調
帳

明
治
６
年
３
月

東
地
下

竪
１

文
１

１７４
寺
山
人
足
帳

安
政
２
年
１
月

東
組
肝
煎
治
郎
右
衛
門
・
弥
兵
衛

横
１

文
１

１７５
「
執
五
ツ
代
十
一
両
…
」（
金
銭
拂

帳
）

横
１

文
１

１７６
「
一
八
貫
六
百
十
五
文
…
」（
人
別

金
高
書
上
）

横
１
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年
代

作
成
→
宛
所

形
態

数
量

備
考

文
１

１７７
覚

「
町
名
主
徳
治
殿
…
」（
人
別
金
高

書
上
）

横
１

文
１

１７８
村
方
諸
売
拂
代
金
取

立
并
諸
買
掛
拂
帳

明
治
１２
年
２
月
２７
日

大
篠
原
村
戸
長
役
場

横
１

文
１

１７９
御
上
納
金
高
帳

文
化
１０
年
１２
月

釜
屋
七
兵
衛
・
栄
屋
泉
司

横
１

文
１

１８０
―１

大
福
帳

嘉
永
５
年
１
月

小
沢
六
左
衛
門

横
１

表
紙
朱
書「
十
壱
勘
定

本
尻
帳
」、１８０

―３
ま
で

合
綴

文
１

１８０
―２

主
人
差
引
帳

嘉
永
５
年
１
月

小
沢
六
左
衛
門

横
１

文
１

１８０
―３

売
上
帳

嘉
永
５
年
１
月

小
沢
六
左
衛
門

横
１

文
１

１８１
二
会
目
小
沢
三
十
四

番
地
下
持
三
十
八
番

□
重
集

安
政
５
年
９
月
５
日

東
組

横
１

文
１

１８２
町
組
納
米
名
寄
帳

明
治
１１
年
１１
月

戸
長
役
場

横
１

文
１

１８３
―０

［
く
く
り
紐
］

紐
１

文
１

１８３
―１

大
篠
原
村
税
米
之
事

明
治
９
年
～
１１
年

戸
長
中

横
１

文
１

１８４
正
美
格
式
祝
儀
帳
并

御
膳
午
役
村
蒙
職
締

役
役
振
舞
入
用

嘉
永
２
年
１２
～
３
年
１

月

横
１

文
１

１８５
歩
銀
駄
賃
帳

弘
化
２
年
１２
月
２６
日

東
組

横
１

「
此
長
末
ニ
有
も
み
す

り
賃
も
払
」

文
１

１８６
遣
米
取
立
同
差
引
払

弘
化
２
年
１２
月
２２
日

横
１

文
１

１８７
拾
月
廿
五
日
初
払

（
御
払
米
）

（
明
治
初
年
）

横
１

「
円
」表
示

文
１

１８８
舟
方
払
認

亥
横

１

文
１

１８９
大
福
帳

文
化
３
年
１２
月

小
沢
七
兵
衛

横
１

文
１

１９０
小
前
行
人
足
名
記
簿

明
治
１１
年
６
月
３
日
～

戸
長
役
場

横
１

文
１

１９１
大
福
帳

文
化
９
年
１
月

横
１

文
１

１９２
五
会
目［

］
弘
化
２
年
３
月
６
日

横
１

切
断

文
１

１９３
［
新
聞
一
括
］

状
一
括
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形
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数
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備
考

文
２

１
大
福
帳

安
政
２
年
１
月

小
澤
七
兵
衛

横
１

文
２

２
大
福
帳

嘉
永
３
年
１
月

小
澤
七
兵
衛

横
１

文
２

３
大
福
帳

万
延
２
年
１
月

小
澤
七
兵
衛

横
１

文
２

４
大
福
帳

慶
応
４
年
１
月

小
澤
七
兵
衛

横
１

文
２

５
納
米
渡
方
帳

明
治
１６
年
１１
月

戸
長
役
場

横
１

文
２
―２１
と
関
連

文
２

６
東
組
納
米
名
寄
帳

明
治
１１
年
１１
月

戸
長
役
場

横
１

文
２

７
御
勝
手
御
省
略
写

嘉
永
６
年
５
月

小
澤
正
美

横
１

文
２

８
大
福
帳

明
治
３
年
１
月

小
澤
氏

横
１

文
２

９
大
福
帳

天
保
６
年
１
月

小
澤
七
兵
衛

横
１

文
２

１０
「
金
遣
秘
法
…
」（
掛
軸
写
）

江
国
濱
海
堂
謹
製（
京
都
有
栖
川
家
性

大
坂
住
吉
御
社
務

家
御
染
筆
）

状
１

破
損
大

文
２

１１
［
包
紙
］

「
証
文

上
川
岸
様
預
ヶ
手
形

定
十
郎
よ
り
」

包
紙
１

文
２

１２
大
福
帳

安
政
４
年
１
月

小
沢
七
兵
衛

横
１

（
表
紙
上
朱
書
）「
十
」、

裏
表
紙
右
下
に「
巳
大

福
帳
」と
あ
り

文
２

１３
大
福
帳

文
久
２
年
１
月

小
沢
七
兵
衛

横
１

（
表
紙
上
朱
書
）「
十
五
」、

（
裏
表
紙
上
朱
書
）「
十

五
壬
戌
大
福
帳
」

文
２

１４
大
福
帳

明
治
５
年
１
月

小
沢
姓

横
１

（
表
紙
上
朱
書
）「
十
八
」

文
２

１５
大
福
帳

明
治
２７
年
４
月

小
沢
家

横
１

文
２

１６
村
方
諸
入
用
控
帳

惣
地
下

明
治
２
年
１
月

惣
地
下

横
１

文
２

１７
書
抜
帳

（
関
東
分
）

天
保
１３
年
３
月

横
１

文
２

１８
浄
教
院
順
東
并
御
遠

忌
諸
色
扣
帳

安
政
４
年
８
月

横
１

（
末
尾
）「
此
不
足
分
生

方
小
沢
大
福
帳
ニ
而
分

ル
安
政
四
巳
年
帳

右
旦
中
御
出
御
覧
可
被

下
候
」
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形
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備
考

文
２

１９
（
小
澤
七
兵
衛
所
持
地
反
別
書
上
）
（
近
代
）

竪
１

文
２

２０
天
保
十
己
亥
年
五
月

分
よ
り
同
十
一
年
子

五
月
迄
分
利
足
取
上

ヶ
改

（
小
澤
七
兵
衛
所
貸
金
１３８
両
）

天
保
１１
年
９
月

江
頭

紣
屋
与
治
右
衛
門
→
大
篠
原
む
ら
小
澤
七
兵
衛

横
１

文
２

２１
納
米
売
払
帳

（
蔵
米
札
目
ご
と
、付
買
払
書
上
）

明
治
１６
年
１１
月

戸
長
役
場

横
１

文
２
―５
参
考

文
２

２２
学
資
積
立
講
勘
定
帳

明
治
１１
年
３
月
２２
日

奨
風
学
校

横
１

文
２

２３
大
福
帳

明
治
９
年
１
月
吉
日

小
澤
姓

横
１

文
２

２４
大
福
帳

明
治
２５
年
４
月

小
澤
家

横
１

文
２

２５
大
福
帳

嘉
永
６
年
１
月
吉
辰

小
澤
七
兵
衛

横
１

文
２

２６
大
福
帳

弘
化
２
年
１
月
吉
辰

小
澤
七
兵
衛

横
１

文
２

２７
大
福
帳

安
政
６
年
１
月

小
沢
七
兵
衛

横
１

（
表
紙
上
朱
書
）「
十
二
」

文
２

２８
大
福
帳

明
治
６
年
１
月

小
沢
姓

横
１

文
２

２９
―１

西
組
岩
蔵
組
納
米
庭

帳

明
治
１４
年
１１
月

戸
長
役
場

横
１

文
２

２９
―２

町
組
東
組
納
米
石
数

取
調
帳

明
治
１４
年
１１
月

戸
長
役
場

横
１

文
２

２９
―３

西
組
岩
蔵
組
納
米
石

数
取
調
帳

明
治
１４
年
１１
月

戸
長
役
場

横
１

文
２

３０
（
大
福
帳
）

（
明
治
１４
年
以
降
）

小
沢
姓

横
１

表
紙
欠

文
２

３１
大
福
帳

明
治
３０
年
４
月

小
沢
家

横
１

文
２

３２
大
福
帳

明
治
２１
年
４
月

小
沢
家

横
１

文
２

３３
大
福
帳

明
治
１９
年
３
月

小
沢
家

横
１

玉
田
善
之
助
の
所
に
挿

入
文
書
５
通
あ
り

文
２

３４
（
中
日
新
聞
）

平
成
１
年
９
月
４
日

状
１

文
３

１
―１

御
触
書
写

（
夫
食
増
産
の
御
触
書
写
）

弘
化
２
年
２
月

掛
軸
１

１
―１
か
ら
１
―３
ま
で
掛
軸

に
ま
と
め
。

文
３

１
―２

覚
（
米
代
金
受
領
証
文
）

天
保
７
年
１２
月
１５
日

小
松
庭
治
、秋
田
清
七
郎
→
小
沢
七
兵
衛

掛
軸
１

朱
筆
で
米
相
場
メ
モ
記

入
。
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年
代

作
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→
宛
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形
態

数
量

備
考

文
３

１
―３

売
渡
米
一
札
事

（
米
売
渡
証
文
）

文
政
２
年
１２
月
７
日

市
嶋
村
永
山
弥
五
右
衛
門
→
釜
屋
七
兵
衛

掛
軸
１

朱
筆
で
米
相
場
メ
モ
記

入
。

文
３

２
神
系
図

掛
軸
１

文
３

３
三
神
之
図

掛
軸
１

文
４

０
（
な
し
の
ハ
コ
）

三
水

柳
行

李

１
段
ボ
ー
ル
コ
ー
テ
ィ
ン

グ
紙
ハ
コ

文
４

１
地
下
頼
母
子
掛
金
受

取
帳

東
組

弘
化
４
年
１１
月
２６
日

会
日

横
１

文
４

２
順
栄
講
割
合
牒

（
３
月
・１１
月
の
２
回
小
堀
久
兵
衛
宅

で
開
催
）

寛
政
２
年
１０
月

検
断
小
堀
久
兵
衛
・
町
年
寄
田
中
弥
右
衛
門
他
４
名
・
世
話
人

栄
屋
泉
司
他
１
名

竪
１

虫
損

文
４

３
―０

［
く
く
り
紐
］

紐
１

３
―１
―１１
ま
で
一
綴

文
４

３
―１
―１

覚
（
江
頭
不
埒
一
件
に
付
）

子
１２
月
２５
日

江
州
大
篠
原

納
屋
治
三
郎
→
上

状
１

文
４

３
―１
―２

覚
（
納
米
受
取
）

子
７
月

（
江
州
江
頭
）問
屋
甚
右
衛
門
→
小
沢
七
兵
衛

状
１

文
４

３
―１
―３

覚
（
納
米
ニ
付
勘
定
）

子
７
月

問
屋
甚
右
衛
門
→
小
沢
七
兵
衛

状
１

文
４

３
―１
―４

覚
（
銭
請
取
）

子
１２
月
２４
日

岡
田
→
小
沢
七
兵

状
１

文
４

３
―１
―５

覚
（
昼
飯
代
等
ニ
付
）

７
月
２０
日

ゑ
び
や
善
兵
衛
→
御
役
人
中

状
１

文
４

３
―１
―６

覚
（
金
子
請
取
）

子
７
月
２０
日

（
江
州
八
幡
海
老
善
）ゑ
び
や
善
兵
衛
→
御
役
人
中

状
１

文
４

３
―１
―７

覚
（
柴
屋
清
兵
衛
収
納
米
代
滞
ニ
付
）
壬
子（
嘉
永
５
年
）７
月

２６
日

竹
村
猪
右
衛
門
→
小
沢
七
兵
衛
、玉
尾
藤
左
衛
門

状
１

文
４

３
―１
―８

覚
（
堺
・
木
戸
賃
銭
受
取
）

子
１０
月

勧
進
元
→
上
田
亀
太
郎

状
１

文
４

３
―１
―９

「
一
、拾
文

や
ば
せ
…
」（
日
役
ニ

付
）

源
左
衛
門

状
１

文
４

３
―１
―１０

覚
（
年
賦
滞
金
ニ
付
）

壬
子（
嘉
永
５
年
）９
月

２７
日

竹
村
猪
三
郎
→
小
沢
七
兵
衛
、玉
尾
藤
左
衛
門

状
１

文
４

３
―１
―１１

口
演

（
相
続
講
に
付
樽
料
受
納
）

子
５
月
１２
日

（
江
州
八
ま
ん
）幸
圓
徳
右
衛
門
→
仁
正
寺
様
御
勝
手
様

状
１

文
４

３
―２

覚
（
利
金
ニ
付
）

子
１２
月

竹
村
猪
三
郎
→
小
沢
七
兵
衛

状
１

文
４

３
―３

覚
（
病
田
御
用
捨
御
書
付
写
）

１１
月

竹
村
→
小
沢
様
、玉
尾
様

状
１

文
４

３
―４

［
廻
章
］

「
以
廻
章
啓
上
仕
候
、甚
寒
之
節

…
」（
郷
割
勘
定
に
付
）

１２
月
１２
日

御
勝
手
方
→
外
原
村

外
１０
村

状
１
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文
４

３
―５
―０

［
包
紙
］

「［
下
ヵ
］豊
浦
村
庄
屋
中
よ
り
手

か
ミ
入
用
…
」

右
村
々
庄
屋
中

包
紙
１

紙
背
も
包
紙
な
り

文
４

３
―５
―１

［
書
状
］

「
前
書
被
下
辱
拝
誦
仕
候
…
」（
下

豊
浦
直
段
之
儀
）

１１
月
２８
日

小
沢
七
兵
衛
→
下
豊
浦
村
御
役
人
衆
中

状
１

文
４

３
―５
―２

［
書
状
］

「
御
書
面
被
下
辱
拝
誦
仕
候
…
」

（
下
豊
浦
直
段
之
儀
）

１１
月
２３
日

小
沢
七
兵
衛
→
下
豊
浦
村
庄
屋
御
役
人
衆
中

状
１

文
４

３
―５
―３

［
書
状
］

「
以
手
紙
奉
啓
上
仕
候
…
」（
御
拂

米
直
段
ニ
付
）

１１
月
２０
日

下
豊
浦
役
人
中
→
御
勝
手
方
御
取
締

小
沢
七
兵
衛

状
１

文
４

３
―５
―４

［
書
状
］

「
以
手
紙
奉
得
御
意
候
…
」（
御
拂

米
直
段
ニ
付
）

１１
月
２２
日

役
人
中
→
小
沢
七
兵
衛

状
１

文
４

３
―５
―５

乍
恐
口
上
書

（
御
払
直
段
ニ
付
）

１２
月
７
日

下
豊
浦
四
ヶ
役
人
→
御
取
締

小
沢
七
兵
衛

状
１

文
４

３
―５
―６

［
書
状
］

「
態
々
以
使
奉
得
御
意
候
…
」（
御

拂
米
ニ
付
）

１１
月
２７
日

下
豊
役
人
→
小
沢
七
兵
衛

状
１

文
４

４
―０

［
く
く
り
紐
］

紐
１

文
４

４
―１

［
書
状
］

「
以
手
紙
申
入
候
…
」（
御
拂
米
場

所
ニ
付
）

９
月
２６
日

竹
仲
左
衛
門
→
小
沢
七
兵
衛
、玉
尾
藤
左
衛
門

状
１

文
４

４
―２

［
書
状
］

「
以
手
紙
申
入
候
、秋
冷
…
」（
御
拂

米
場
所
近
々
治
定
ニ
付
）

９
月
２３
日

竹
仲
左
衛
門
→
小
沢
七
兵
衛

状
１

包
紙
入

文
４

４
―３

［
書
状
］

「
以
手
紙
申
入
候
、然
者
…
」（
先
刻

承
候
一
条
ニ
付
）

１
月
２５
日

竹
仲
左
衛
門
→
小
沢
七
兵
衛

状
１

文
４

４
―４

［
書
状
］

「
一
筆
啓
上
仕
候
、…
」（
疝
気
の
薬

５
包
送
付
願
）

８
月
１
日

山
本
金
平
→
小
沢
七
兵
衛

状
１

包
紙
入

文
４

４
―５

［
書
状
］

「
愚
書
ヲ
以
奉
申
上
候
…
」（
柴
清

一
条
ニ
付
）

３
月
２９
日

林
八
兵
衛
→
篠
原
村
御
庄
屋
御
役
中
様

状
１

包
紙
入

文
４

４
―６

［
書
状
］

「
一
筆
致
啓
上
候
…
」

（
江
戸
日
本
橋
出
火
の
報
）

６
月
４
日

竹
内
善
蔵
→
小
澤
七
兵
衛

状
１

包
紙
入

文
４

５
―０

［
く
く
り
ひ
も
］

紐
１

文
４

５
―１
―０

［
く
く
り
ひ
も
］

紐
１

文
４

５
―１
―１

［
廻
章
］

「
尚
々
納
証
之
義
…
」

（
五
品
商
祝
金
前
半
季
分
上
納
金
）

（
明
治
）９
年
８
月
２３
日

副
区
長
→
大
篠
原
村
他
６
カ
村

右
村
々
正
副
戸
長

状
１

包
紙
入
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出
し
」・（
内
容
）

年
代

作
成
→
宛
所

形
態

数
量

備
考

文
４

５
―１
―２
―１

［
廻
章
］

「
至
急
廻
章
…
」

（
別
紙
達
書
の
通
詳
細
取
調
る
べ

き
旨
）

明
治
９
年
４
月
３０
日

副
区
長
小
沢
七
兵
衛
→
高
木
村
他
２
カ
村

右
村
々
正
副
戸

長

状
１

包
紙
入
「
廻
章
」

～
文
４
―５
―１
―２
―２
ま
で

一
括

文
４

５
―１
―２
―２

御
達
之
写

（
明
治
８
年
仕
付
な
い
場
所
鍬
下
年

季
願
う
分
取
調
べ
る
べ
き
旨
）

明
治
９
年
４
月
２１
日

滋
賀
県
地
租
改
正
事
務
印
→
野
洲
郡
第
一
区
他
４
区

状
１

文
４

５
―１
―３

［
廻
章
］

（
旧
藩
組
中
の
節
の
積
立
講
・
人
別

講
・
藩
債
と
な
る
旨
）

４
月
２９
日

大
篠
原
村
小
沢
七
兵
衛
→
右
各
区
正
副
戸
長

鏡
村

他
５

カ
村
右
村
々
正
副
戸
長

状
１

包
紙
入

文
４

５
―１
―４

［
廻
章
］

（
５
月
１
日
午
前
８・９
時
頃
清
水
揚
町

源
七
方
へ
出
頭
令
）

明
治
９
年
４
月
３０
日

小
沢
七
兵
衛
→
十
王
町
村

江
頭
村

右
正
副
戸
長

状
１

包
紙
入

文
４

５
―１
―５

［
廻
章
］

（
官
地
拝
借
有
無
届
書
提
出
す
べ

き
旨
）

８
月
１４
日

小
沢
七
兵
衛
→
長
畠
村
他
３
カ
村

右
村
々
正
副
戸
長

状
１

包
紙
入

文
４

５
―２

「
壱
人
弐
匁
…
」

（
京
詰
人
足
他
書
上
）

状
１

文
４

５
―３
―０

［
く
く
り
ひ
も
］

ひ
も
１

文
４

５
―３
―１

［
書
状
］

（
御
用
に
つ
き
罷
出
づ
べ
き
旨
）

６
月
７
日

田
八
郎
兵
衛
→
御
用
方

小
沢
六
左
衛
門

状
１

封
紙
あ
り

文
４

５
―３
―２

［
書
状
］

（
貴
君
様
日
役
取
調
遣
し
下
さ
る

べ
く
）

１０
月
２９
日

状
１

表
紙

半
分
欠

文
４

５
―３
―３

［
書
状
］

（
御
在
番
中
御
厄
介
に
相
成
に
付
）
８
月
２
日

河
州
星
田
村
御
陣
所
ニ
而
竹
村
治
右
衛
門
→
江
州
大
篠
原
村

ニ
而

小
沢
六
左
衛
門

状
１

文
４

５
―３
―４

［
書
状
］

（
御
茶
壷
通
行
に
付
、申
達
し
）

６
月
２２
日

田
八
郎
兵
衛
→
御
用
方

玉
尾
藤
左
衛
門

小
沢
六
左
衛
門

状
１

封
紙
あ
り

文
４

５
―３
―５

［
書
状
］

（
上
田
村
久
口
東
右
衛
門
方
江
出

役
下
さ
る
べ
く
）

９
月
１４
日

杉
左
太
郎
→
小
沢
六
左
衛
門

状
１

文
４

５
―３
―６

［
書
状
］

（
貴
家
両
家
御
治
り
方
に
相
成
り

候
様
）

１１
月
２３
日

竹
村
権
兵
衛
→
小
沢
六
左
衛
門

状
１

封
筒
あ
り

文
４

５
―３
―７

［
書
状
］

「
貴
札
参
拝
見
仕
候
…
」

（
久
九
・
玉
尾
両
君
よ
り
の
御
状
受

取
ほ
か
）

６
月
２２
日

大
梁
拝
→
小
沢
様

状
１

包
紙
入

文
４

５
―３
―８

［
書
状
］

「
替
り
人
足
差
遣
し
候
…
」

（
人
足
４
人
差
遣
し
に
付
）

６
月
１６
日
夜
認

竹
村
猪
兵
衛
→
小
沢
六
左
衛
門
様

状
１
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組
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単
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題
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表
題
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「
書
き
出
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」・（
内
容
）

年
代

作
成
→
宛
所

形
態

数
量

備
考

文
４

５
―３
―９

［
書
状
］

「
甚
寒
之
節
益
御
安
□
奉
寿
候
…
」

（
一
件
に
付
親
類
へ
相
談
な
き
事

承
り
に
付
）

１１
月
２８
日

竹
村
猪
兵
衛
→
小
沢
六
左
衛
門
様

状
１

封
筒
入

文
４

５
―３
―１０

―１
覚

（
御
上
下
２
人
分
代
金
請
取
）

６
月
１８
日

播
戸
屋
善
兵
衛
→
上

状
１

包
紙
入

～
文
４
―５
―３
―１０

―２
ま
で

一
括

文
４

５
―３
―１０

―２
［
書
状
］

「
以
手
紙
得
御
意
候
…
」

（
高
木
村
惣
詰
を
遣
わ
す
旨
）

６
月
１４
日

黒
田
平
治
→
小
沢
六
左
衛
門
様

状
１

文
４

５
―４
―０

［
く
く
り
ひ
も
］

紐
１

文
４

５
―４
―１

［
書
状
］

「
為
御
礼
申
上
候
…
」

（
相
続
一
件
ニ
付
心
配
は
無
用
の

旨
）

１
月
１８
日

竹
村
猪
兵
衛
→
小
沢
六
左
衛
門
様

状
１

封
筒
入

文
４

５
―４
―２

御
請
書

（
御
触
書
・
御
添
書
６
通
拝
見
）

１
月
１４
日

大
梁
氏
→
小
沢
御
氏

状
１

文
４

５
―４
―３

［
書
状
］

「
以
手
紙
得
御
意
候
…
」

（
御
送
り
の
串
３９
本
の
う
ち
１３
本

受
取
）

１０
月
８
日

高
木
九
衛
門
他
２
名
→
小
沢
七
兵
衛
様

状
１

文
４

５
―４
―４

［
書
状
］

「
拝
見
仕
候
、然
者
…
」

（
油
３
斗
受
取
）

１１
月
１１
日

飯
島
利
兵
衛
→
小
沢
六
左
衛
門
様

状
１

包
紙
入

文
４

５
―４
―５

［
書
状
］

「
難
有
拝
見
仕
候
…
」

（
７０
俵
計
米
買
入
白
米
に
し
村
方

頼
る
よ
う
）

１２
月
９
日
夕

飯
島
利
兵
衛
→
小
沢
六
左
衛
門

状
１

包
紙
入

文
４

５
―４
―６

［
書
状
］

「
春
寒
難
退
候
處
…
」

（
翌
１８
日
の
儀
定
結
果
；
御
老
人

様
容
体
に
つ
き
尋
）

１
月
２３
日

大
梁
金
兵
衛
→
小
沢
六
左
衛
門

状
１

封
筒
入

文
４

６
―０

［
く
く
り
ひ
も
］

ひ
も
１

文
４

６
―１
―１

覚
（
納
３０
俵
の
代
金
書
付
）

９
月
６
日

岡
田
→
小
沢

状
１

文
４

６
―１
―２

覚
「
御
数
米
拝
借
引
残
候
」（
米
高
願

い
分
書
上
）

８
月
１０
日

改
庄
屋
両
人
→
小
澤
七
兵
衛

状
１

文
４

６
―２

村
々
痛
田
御
用
捨
米

之
覚

亥
１１
月

状
１
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「
書
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）

年
代

作
成
→
宛
所

形
態

数
量

備
考

文
４

６
―３

名
面
書

３
月
７
日

賺
尚
輩
→
小
岡
両
君

状
１

文
４

６
―４

御
願
上
申
候
事

（
御
収
納
米
御
都
出
し
・
村
々
預
り

米
引
請
願
）

嘉
永
３
年
１０
月

江
頭
村
積
問
屋

甚
右
衛
門
→
仁
正
寺
様

御
勝
手
方

御

役
人
衆
中

状
１

文
４

６
―５

御
願
上
申
候
事

（
積
問
屋
利
兵
衛
休
株
に
つ
き
跡

都
出
し
等
引
請
願
）

田
中
居
村

種
問
屋
市
郎

他
５
人
→
仁
正
寺
様

御
勝
手

方
御
役
人
衆
中

状
１

文
４

６
―６

［
書
状
］

（
志
の
原
直
造
申
詫
下
書
）

１０
月
２９
日

小
沢
七
兵
衛
→
竹
村
権
兵
衛

状
１

文
４

６
―７

［
書
状
］

（
御
遣
金
返
却
下
さ
る
べ
く
他
２

項
）

１０
月
２７
日

竹
村
権
三
郎
→
小
澤
七
兵
衛

状
１

文
４

７
―０

［
く
く
り
紐
］

ひ
も
１

文
４

７
―１

御
用
米
拂

未
９
月
３
日

状
１

文
４

７
―２

新
穀
初
拂

未
９
月
１１
日

状
１

文
４

７
―３

二
札
目
御
拂

９
月
１９
日

状
１

文
４

７
―４

三
札
目
御
拂

９
月
２８
日

状
１

文
４

７
―５

四
札
目
御
拂

１０
月
８
日

状
１

文
４

７
―６

五
札
目
御
払

１０
月
１８
日

状
１

文
４

７
―７

六
札
目
御
払

１０
月
２８
日

状
１

文
４

７
―８

十
一
月
七
日
大
津
初

払

１１
月
７
日

状
１

文
４

７
―９

七
札
目
御
払

１１
月
８
日

状
１

文
４

７
―１０

八
札
目
御
払

１１
月
１８
日

状
１

文
４

７
―１１

九
札
目
御
払

１１
月
２８
日

状
１

文
４

７
―１２

大
津
払
三
札
目

１１
月
２７
日

状
１

文
４

７
―１３

未
冬
御
囲
米

状
１

文
４

７
―１４

［
入
弐
両

被
下
」
（
掛
金
書
付

カ
）

状
１

文
４

８
当
田
帳

（
小
作
経
営
帳
簿
）

嘉
永
６
年
１
月

小
沢
七
兵
衛

横
１

「
弐
」

安
政
七
庚
申
年
写
出
ス
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「
書
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」・（
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容
）

年
代

作
成
→
宛
所

形
態

数
量

備
考

文
４

９
「
一
五
円
五
拾
四
銭
九
厘
…
」

（
金
銭
取
立
帳
断
簡
）

（
明
治
以
降
）

状
１

横
冊
断
簡

文
４

１０
［
白
紙
］

状
１

断
簡

文
４

１１
「
嘉
永
元
戌
申
年
六
月
」

（
断
簡
）

（
嘉
永
元
年
６
月
）

状
１

前
後
欠

文
４

１２
覚

（
子
年
分
年
賦
金
之
内
５
両
受
取
）

丑
４
月
２１
日

高
木
九
兵
衛
→
小
沢
七
兵
衛
殿

状
１

文
４

１３
「
一
筆
啓
上
仕
候
…
」

（
金
子
御
恩
借
の
件
礼
状
）

７
月
１７
日

高
木
九
兵
衛
→
小
沢
七
兵
衛
様

状
１

包
紙
入

文
４

１４
［
白
紙
］

状
１

文
４

１５
奉
拝
借
金
子
之
事

（
領
内
融
通
御
本
方
様
御
貸
付
御

手
段
金
２００
両
）

嘉
永
元
年
５
月

□（
切
り
取
ら
れ
て
い
る
）→
御
役
所
様

状
１

包
紙
入

文
４

１６
（
手
習
一
括
）

状
一
括

文
５

０
［
木
箱
］

箱
１

文
５

１
「
明
治
四
未
年

踊
田
年
貢
」

状
１

文
５

２
―１
―１

古
来
聞
書
附

安
永
９
年
８
月

竪
１

～
文
５
―２
―４
ま
で
一
括

文
５

２
―１
―２

［
書
状
］

「
御
書
面
ニ
預
り
拝
見
仕
候
」

８
月
１６
日

長
尾（
カ
）村
役
人
→
大
篠
原
村
御
役
人
中

状
１

包
紙
あ
り
２
―１
―１
中

に
く
く
ら
れ
る

文
５

２
―２

か
や

覚
長

明
和
８
年
８
月

横
１

文
５

２
―３

踊
付
組
入
用
長

寛
政
７
年
８
月

東
組

横
１

文
５

２
―４

長
嶋
大
明
神
雨
乞
返

諸
用
帳

天
保
５
年
９
月
５
日

東
組

横
１

文
５

３
長
嶋
水（
カ
）踊
田
永

代
帳

文
化
１０
年
１２
月
～

東
組

横
１

く
く
り
付
文
書
あ
り

文
５

４
酉
年
湯
料
割
覚

神
勤

山
川
→
東
御
地
下

状
１

文
５

５
覚

「
一
、金
弐
拾
七
両
…
」
（
割
付
）

状
１

文
５

６
覚

「
弐
拾
七
両
三
歩
壱
朱
ト
…
」（
３
つ

割
り
）

午
１２
月
１８
日

長
嶋
村

勘
定
→
東

御
地
下
中

状
１
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「
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」・（
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年
代

作
成
→
宛
所

形
態

数
量

備
考

文
５

７
［

］御
湯
料
大
笹
原

神
社
五
千
石
神
社

（
割
付
カ
）

午［
］

神
主

藤
原
行［

］→
東
組

御
地
下

状
１

虫
損

文
５

８
覚

２
月
１８
日

戸
長

岡
田
伊
三
郎
→
東
組

御
地
下
衆
中

状
１

文
５

９
神
風
講
社
規
約
書

明
治
１２
年
５
月

神
風
講

社
長
・
取
締
・
世
話
役

竪
１

文
５

１０
覚

（
さ
か
な
・
す
し
代
金
）

と
り
６
月

佐
二
郎
→
町
東
左
□
田

両
御
地
下

状
１

文
５

１１
「
米
三
斗
五
升
善
吉
よ
り
酉
年
貢

書
入
」

状
１

文
５

１２
覚

（
豆
腐
５
丁
代
金
）

状
１

文
５

１３
玉
造
講
代
々
神
楽
奉

納
ニ
付
勘
定
帳

明
治
１２
年
４
月

横
１

文
６

躰
術
椏
之
巻

「
柔
能
制
々
能
治
柔

凡
躰
術
の

徳
…
」
（
躰
術
の
秘
伝
書
）

文
化
１０
年
１
月
吉
辰

松
村
源
助
→
小
澤
虎
吉

巻
子
１（
以
下
、
次
号
に
続
く
）
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